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第一話　目標を掲げるの回



　ＧＷ。

　それは下校を愛する者からしばし下校の機会を奪う、悪しき連休の一つである。

　他ほかにも……夏休み、冬休み、春休み……、

　さらにはカレンダー上にちらほら点在する三連休の存在。

　これらは下校をこよなく愛する者からしてみれば、未来に待つ受け入れがたい、つらい現実。

　……が、しかし。

　先のことなど関係ねえ、と声を大にして言いたい。

　先のことなど考えていたら、今日という日に失礼だ。

　今日という日の下校に失礼だ。

　おれの考えることはいつだって、目前にある下校をどう楽しみ尽くすかのみだ！



　ＧＷが明けた五月上旬の放課後。

　六日ぶりの下校を直前に控えるおれはテンション高めな状態で、千恵里ちえり高等学校正面玄関前のロビーにいた。

　ロビーの隅には学校からの連絡事項が並ぶ掲示板がある。そこに貼はられた一年カレンダーを眺めると、つい頬ほおが自然に緩ゆるんじまう。

　が、それも仕方のねえ話。

　なぜなら、おれにとっては本当に忌いま々いましいゴールデンウィークが終わり、おれにとって本当に喜ばしい……。



　ゴールデンウィーク10が始まる！



　ＧＷ最後の祝日（こどもの日）が終われば、七月第三月曜日の海の日までの十週間、祝日がない。

　一年間を通して、十週間以上も祝日がないのは、こどもの日から海の日の間のみ。

　今日から確実に週五で下校を楽しめる黄おう金ごんの十週間（ゴールデンウィーク10）が幕開けするのだ。

「……ふっふっ」

　思わず笑みがこぼれてしまった。

　カレンダーの祝日を見ては眉み間けんに皺しわが寄り、平日が続くのを眺めると頬が自然と緩んでしまう。

　それがおれ、池田いけだ十勝とかちなのだ。

　おれが下校に対してこれほど重要視するには、とびっきりのワケがある。

　通っていた小中学校はおれんちから歩いて一分だったため、高校入学まで下校の思い出が皆無だったからだ。

　高校では、思いっきり下校を楽しもうと思ってる。

　一日足りとも下校を無駄にする気はねえ。

　高校生になった今のおれは、下校をいくらでも楽しめる環境にある。

　おれの日常の最優先事項は……下校を謳おう歌かすること。

　これに尽きる！

　そのためにはどんなことも頑張るし、なにを犠牲にしても構わない。

　ちなみにおれは帰りのＨＲ後の教室掃除は、尋常じゃないくらいスピーディーに終わらせられる。

　全すべては下校のためだ。



　満たされなかった小中学校の放課後のことを思い出していたら、掲示板の奥……来客者用職員室直通階段から、誰だれかが出てきた。

「……と、十勝とかちよ。ごぶさたしておりました」

　高校に入学してから、一緒に下校してる千歳ちとせキララだ。

　六日ぶりに会う同級生に「ごぶさたしておりました」と言う。そのどこかヘンテコな挨あい拶さつがなんとも千歳らしくて、おれはちょっと笑っちまう。

「おう、こんちわ」

　百七十センチのおれと身長がほとんど変わらない千歳。顔は閉店後のショーケースに並ぶフィギュアみたい。ひっそりとしてすこぶる出来が良い。

　同級生に「綺き麗れいなものと言えば何？」とアンケートを採とれば。

　駅前にオープンしたカフェのトイレ。

　我が校の保健医の心（人を疑うということを知らず仮病の生徒にすぐさまベッドを使用させる）。

　キララの顔。

　と、相場が決まってる。

　誰もが認める美少女の高校生活は実に愉快なものになりそうな気がするが、千歳と愉快はあまり結びつかない。

　人並み外れて美形の千歳は、人並み外れた問題をその性格に抱えていた。

「十勝よ。ＧＷの間に、もう千歳キララと下校しなくてもいいかな、と思われたかと思いますが……その心変わりを今一度改めてもらえないでしょうか？」

　なにがどうしてこうなるのか不明。千歳はでたらめなネガティブ思考の持ち主なのだ。

　六日ぶりの千歳のぶっ飛んだネガティブに呆ぼう然ぜんとしちまうおれに、千歳の弱々しい声が届く。

「また千歳キララと一緒に帰ってあげてもいいかな、って心境には戻れないでしょうか？」

「ちょい待て、なんでおれが心変わりしたの前提で話してんだよ」

「人の心は移ろいやすいものだと、聞いた気がします」

「移ろってねえよ。おれと千歳はこれからも一緒に下校すんだよ」

「えっ!?　本当ですか!?」

「いやいや、そんな驚く話してねえ」

「一緒に帰っても、いいんですか？」

「もちろんだ。さあ、今日も帰るぞ」

　千歳は安あん堵どしきったように柔らかく微笑ほほえんだ。そして、おじぎするように頭を下げる。

「は、はい。よろしくお願いいたします」

　綺麗な髪がサラッと下に流れる千歳の後頭部に言った。

「なあ、ところでなんで敬語になってんだ？」

　千歳ちとせとは入学式帰りのデパートの催事場で出で逢あってから、お互い敬語なんて使わないで話していた。

「え、あ、うぅ」

　頭を上げた千歳はモジモジして、落ち着きがなくなる。

　百七十センチのでたらめにスタイルのいい女がモジモジしてると、なんか妙なダンスを見ているようで面白い。

　でも面白がってる場合じゃなさそう。

　千歳はおれと目があってもすぐに逸そらしてしまう。

　どういうことだろう？

　六日ぶりに会った千歳は、まるで六年ぶりに会った友人のようにぎこちなくなってた。

「と、十勝とかちよ」と、決死な声の千歳。

「な、なんだよ」と、身構えるおれ。

「ＧＷのため、わたしと十勝の間には五日間という空白の時間が流れました」

「空白の時間って言葉、こういうときに使うのか？」

　おれの疑問はスルーされ、千歳は続ける。

「わたしはＧＷ前と変わらぬ距離感で十勝に接していいのかわからなかった。六日ぶりなのに馴なれ馴なれしいヤツと思われてしまうかもしれない」



    

  
    
      



    

  
    
      　六日ぶりに会った友人が、六日前と変わらぬタメ口で話しかけてきて馴れ馴れしいと思うやつがいるわけねえ。

「だから、わたしは無難なコミュニケーションの手段として、敬語を用いてみた」

　相変わらずなんだか大変な考えに囚とらわれてる千歳ちとせ。ＧＷ前となんら変わらない。おれのよく知る千歳だ。

「いやいや、敬語なんて使わなくていいから」

「……十勝とかちよ、嬉うれしいぞ」

　千歳のモジモジが治まる。

「会わない時間が五日間あるくらいでは、わたし達の絆きずなは弱くなってしまうようなものではないんだな」

「そんなんで弱くなる絆、おれの知る限りどこにもねえよ」

「……今日から、十週間は穏おだやかな日々が送れそうだ」

「十週間ってなんだ？」

「十一週後には夏休みがある。……わたし達の絆を襲う一番の危機だ」

「ん？　夏休みがなんで危機になるんだ？」

「十勝よ、なんと夏休みは四十日間もあるんだぞ」

「そんな改まって言われなくても、んなことは知ってるぞ」

「四十日間も会わない時間が過ぎてしまえば、わたしのことを十勝が憶おぼえてくれているとは限らない」

「おれ夏休み中に記憶喪失にでもなんのかよ」

「……そして、きっと二学期の始業式にわたし達は互いに『初めまして』と言いあうのだな」

「待て待て、おれとの関係をなぜに初期化だ」

「十勝よ」

　必死な声。おれをまっすぐに見ている千歳の目の端には、涙が滲にじんでいた。

　え？

　なんで？

　この話の流れでどこに涙を流すポイントがあったのだろうと、絶句するおれに千歳は言った。

「わたしは夏休みが怖いんだ。あれは一学期につくった友達を失わせる魔の休みだ」

　相変わらずでたらめな千歳の想像。

　そんな馬ば鹿かなって言いたくなるけど、おれは妙な親近感を憶えた。

　おれ以外にも夏休みを恐れるやつがいたからだ。

　正面玄関前ロビーの窓からは、五月晴れの陽光が差し込む穏おだやかな放課後。

　ロビーには下校していく生徒達の賑にぎやかな声と、

　部活に向かう生徒達の活気のある声が響いていて、

　おれの前には、十一週間後に訪れる夏休みという存在に元気を失った千歳ちとせ。言わずもがなの話だが、この場で涙ぐんでるのは、もちろん彼女だけだ。

　おれは落ち込む千歳を見るのが苦手だ。

　当然励ましたくなる。

「四十日ぐらい会わなくたって、おれと千歳の間の距離感は変わんねえよ」

「で、でも十勝とかち。言葉ではなんとでも言えるではないか。今はそう言ってくれていても、十勝の気持ちが変わるかもしれないし」

　おれはネガティブな千歳を救う言葉を口にすることにした。



「じゃあ、夏休み中も会おうぜ」



「えっ」

「それなら、四十日間会わないってことにはならねえだろ」

「……う、うん」

「夏休み中はさ、夏祭りとかあんだろ。そーいうのに一緒に行こうぜ。丹下たんげやさきっぽも誘ってさ」

「……わ、わかった。よろしく十勝」

　千歳の顔に明るさが戻る。

　よかった。

　六日ぶりの下校は、おれだけじゃなく下校メンバーのテンションも高めで臨のぞんでほしいからな。

　気づけば、ロビーで待ち合わせをしている同級生の視線がおれと千歳にチラチラと集まってるのがわかった。

　そりゃ、涙ぐむ美少女は目立つよな。

　千歳は、そそくさとハンカチで自分の目元を拭ぬぐう。

　……。

　涙の後処理をしてる女の子の前にいる男は実に間抜け。

　なにもすることがねえ。

　おれは千歳が落ち着くのを待った。

「……十勝よ。わたしは」

「うん、どした？」

「……わたしは、やっぱりマイナス思考気味というか、後ろ向きな人間だよな？」

　その質問は答えにくいな。

　答えはハッキリしてるけど、ハッキリ「イエス」と答えたら、千歳ちとせを凹へこましてしまうだろう。

　とにかく下校メンバーのテンションは下げたくねえ。

　でも答えないのが答えになっちまったようだ。

　千歳は大きく頷うなずいた。

「わたしは自分が後ろ向きな人間だと自覚している。……ポジティブっていうか、プラス思考っていうか、前向きな人間になりたい」

　それは放課後の正面玄関前ロビーで行われた千歳の魂の叫びだった。声自体はさほど大きくもないが、切実な願いが込められている。

　前向きな人間になりたい。

　と、訴えてくるでたらめに後ろ向きな美少女に、なんて声をかけてあげればいいかわからねえ数秒間。

　そんなおれと必死な千歳にまるで助け船を出すような声が、ロビーの中央でミーティングをしているどっかの部活の輪から聞こえてきた。



「人間は常に目標を持つことで前向きになれるんだ！」



　巨漢揃ぞろいの輪。

　それは部員数が減少で頭を痛めてる相撲すもう部のようだった。顧問と思おぼしき先生（やっぱり巨漢）の話は続く。

「自分がやりたいことを見つけ、それに向かって努力していけば、日々少しでも己に成長が見えてくる。自覚できる成長は生いき甲が斐いを感じられる。その生き甲斐は前向きに生きていくことに繋つながる。

　夏の地区大会が目前に迫り、各自厳しい稽けい古こに取り組んでるが、弱気になることなどない！

　地区大会団体優勝。その目標に向かって、頑張るのみだ。

　お前達には目標がある。目標のある人間は前を向くのみだ。目標は前を向いた先にあるんだからな」

　ちょっとクサい、でも熱い顧問の言葉がロビーには響いていた。

　相撲部の五人のメンバーも「ハイ！」と叫ぶような返事をし、力強い顔で頷いた。士気の高い部活である。

　そして、厳しい稽古の一環であるのだろう、相撲部のメンバーはどう見ても米俵（初めて生で見た）を抱えて、玄関を飛び出していく。あれでグラウンドを何周かして、足腰を鍛えるというわけだ。すげえ。

　相撲すもう部の面々がいなくなり、体感温度が少し下がった気がするロビーで、千歳ちとせは熱に当てられたように、ぽわぁとした顔になっている。

　おれは聞く。

「どうした？」

　まるですごい好みのタイプの異性でも眺めた直後のようなキラキラした瞳ひとみ。

　千歳は相撲部員にときめいたりしたんだろうか？

　そんなおれの読みはあっさり外れた。

　千歳がとびっきりの笑顔をおれに向ける。



「十勝とかちよ。目標だ」



「目標？」

「ああ、目標を持てばわたしだって前向きな人間になれるかもしれない」

　千歳のようなメチャクチャなネガティブガールにとっては、そんな簡単な話じゃない気もするが……水を差すようなことを言う気はねえ。

　千歳にはテンション低めになってほしくない。

「目標を持つっていうのか。なんで？って聞いていいか」

「ひとまず夏休みまで、わたしは目標に向かい、そして前向きな人間になりたい。そうすれば、十勝以外の人とも二学期の始業式で『初めまして』と挨あい拶さつせずに済む」

　千歳を二学期からの転校生にしてしまわないためにも、その事態は避けたい。

「そっか。じゃあ、夏休みまでに叶かなえたいと思う目標を立ててみるかぁ」

　自分でそう呟つぶやいて、「あ！」と閃ひらめいた。

「ちょうど今日からＧＷ10が始まる。せっかくだからＧＷ10中に叶えたい下校に関する目標を決めようぜ」

「ゴールデンウィーク、テン？　十勝よ、それはなんだ」

　おれは千歳にＧＷ10の説明をした。

「……なるほど、祝日がない十週間なのか。それはよかった。わたしは四日ぶりに会った友達にも敬語になってしまうから。そういう不安を抱かなくていい十週間なのだな」

　四日ぶり？

　千歳はＧＷどころか、土日祝の三日間顔をあわせないだけで距離感がわかんなくなっちゃうらしかった。なんてこった。

　千歳が「よしっ」と胸の前で両手をグーにする。

「この十週間にできそうな目標を考える。それに向かって努力する。そうすればわたしは前向きになれる」

　ということで。

　おれと千歳ちとせがＧＷ10中の目標を考え始めたとき。

　ロビーに、周囲の男子生徒の視線を磁石のように集める小柄なグラマーがやってきた。

「はぁい。お二人さん、はろー」

　丹下たんげまりもだった。

　放送部員で、高校入学から一緒に下校してるお仲間だ。

　千歳にはネガティブっていう性格的な問題があるけど、この丹下にはナルシストっていう性格的な問題がある。その表情は常に、手札がフルハウスのときのポーカー初心者のようにわかりやすく自信に満ちていて、おそらく我が校一の大きさを誇る胸は艦隊の大砲のように、周囲を威い嚇かくするように存在感を示している。

　綺き麗れいさと可愛かわいさがちょうど引き分けのハーフっぽい整った顔が、いたずらっ子のように笑って、おれに向けられる。

　丹下のぷるんとした厚い唇から、作り物っぽい甘えた声が発せられる。

「十勝とかちちゃん」

　丹下は普段からおれのことを「十勝ちゃん」と呼ぶわけだが、今まで音便が働いて、ほとんど「とかっちゃん」って聞こえる。まあ、なんでもいいけど。

「なんだよ」

「うちに会えなかったＧＷはどんな感じだったの？　視力低下とかしちゃった？」

「おれ眼球にどんな持病抱えてんだ。なんで丹下に会わないと視力が下がんだよ」

「だって、うちってさ。十勝ちゃんの目の保養みたいな感じでしょ」

　ギャグみたいに腰をくねらせて、ハムスターなら雨宿りできそうな胸を突き出す。ナルシストを拗こじらせた絡みにくさは、ＧＷ前となんら変わらない丹下だ。

「キララはどんなＧＷ過ごしたの？　聞かせてほしいな」

　おれをイジって、もう関心を無くしたのか丹下は千歳に向き直った。

　千歳は今の今まで目標を考えてたようで、声をかけられて初めて丹下の存在に気づいたようだ。

「……あ、まりもさん。ごぶさたしておりました」

　丹下の顔にハテナマーク。無理もねえ。千歳は綺麗な四十五度の角度で頭を下げてる。

　状況が把握できず静止する丹下に千歳は続ける。

「先月は下校の折、大変お世話になりました。よろしければ、今月もわたしと下校を――」

「チョット！　なんでキララ敬語になってんの？　ってゆーか頭上げてよ」

「まりもさんとは六日ぶりですから、無難なコミュニケーションの手段として、ひとまず敬語で」

「ナニそれ、どーゆうコト？」

　このまま千歳ちとせに喋しやべらせていたら、話はどんどんややこしくなりそうだ。

　おれは千歳の代わりに丹下たんげにサラッと説明した。

　千歳は丸々五日間会ってない人と再会すると、距離感がわからなくなって、敬語になっちまうと。

　丹下の説明が終わった頃ころ、千歳が「十勝とかちよ」と割り込んでくる。

「わたしは五日間でなく、三日間会ってないだけでも、距離感がわからなくなるぞ」

　そんなことを自信満々に訂正されても困る。

　おれは丹下に「とりあえずさ」と、話を戻す。

「千歳を前向きにするために目標を持とうって話になったんだ。ＧＷ10中に叶かなえたい下校の目標を決めようってな」

「え、ナニそのゴールデンウィークテンってゆーのは？」

　おれはこどもの日から海の日までの祝日のない素晴らしい十週間のことだと伝えた。

「うげっ。祝日のない十週間ってぜんぜんゴールデンじゃないじゃん。サイアク」

「どこが最悪だよ。確実に週五で下校できんだぜ」

「この下校バカ！　どんだけ下校好きなのよ！」

「おい丹下。お前はおれ達と下校すんのがイヤなのかよ！」

「ううん。別に十勝ちゃんと下校すんのはヤじゃないよ。でも下校があるってコトはそもそも授業があるじゃん。授業受けんのとかはゲロゲロだかんね」

　丹下のその言い分はおれもわかった。

　学校の授業が好きな学生はおれの知る限りいねえ。

　でも、おれはその授業のマイナス分を差し引いても、下校のプラス分が大きいから登校日は、とても好きだ。

　おれは「じゃあさ」と、丹下に持ちかける。

「丹下にとってはあんま喜ばしくねえこのＧＷ10に、なにか下校の目標みたいのを掲げてさ、前向きに乗り切っちまおうぜ」

「そうです。まりも、目標を持つと前向きな人間になれるのです！」

　千歳がらしくない大きな声で、丹下に迫った。

　その千歳の勢いに押され気味の丹下は、その場から二歩後ずさり。

「キララが目標を持とうとしてる理由はわかったよ。目標持つってのはいい感じのコトだと思うし、だけどさ」

「だけどなんだよ？」

「うちらって、そもそもみんな下校に目標みたいなもの持ってなかったっけ？」

「「えっ」」

　おれと千歳ちとせの声が重なる。

　丹下たんげは「えっとー」と話を続ける。

「うちはさ、お昼の放送で紹介するお店の取材をいっぱいするのが下校の目標なわけでしょ。で、キララは体重維持のためにウォーキングを頑張るのが目標じゃん。さきっぽは下校時にいい写真撮るのが目標だったと思うし。十勝とかちちゃんは、単純に下校をとことん楽しむってのが目標みたいな？」

　確かに。

　おれ達はすでに目標みたいなものを持って下校に臨のぞんでいた。

「ねえ、別に改めて目標とかって、そんなにいらない感じじゃない」

　丹下は巨乳自慢をしたいわけじゃないだろうが、背中で両手を組んで胸を反そらして伸びをする。その胸をチラ見しないように視線を逸そらす。

　反対に千歳の背中は俯うつむきがちになり、声も沈んだ。



「わ、わたしは目標をすでに持っていたにも関かかわらず、前向きになれていなかったのか」



　……やばい。

　千歳から負のオーラが漂い始めている。

　おれは六日ぶりの下校を盛り上がりたい。

　一緒に下校するメンバーのテンションが下がるのは、由ゆ々ゆしき事態だ。

「なあ、千歳」

「ん？　なんだ十勝」

　なにか千歳を励ます言葉はないのか。

　おれは見切り発車で言葉を続けた。

「……ち、千歳は目標をすでに持ってたのに、前向きになれなかったわけじゃねえよ」

「え？　……それはどういうことだ？」

　おれもどういうことかわからねえ。

　なんでもいい。

　千歳を元気づけられる言葉プリーズ。

　救いを求めるような潤んだ瞳ひとみでこちらを見つめる千歳に、おれは適当に言い始めた。

「体重の現状維持ってのはさ、目標っていうより……えっと、日課っていうかさ」

　不意に相撲すもう部の顧問の言葉を思い出した。

「目標って、もっと具体的でさ、なにか目的を達成しようとすることだと思うんだよな。さっきの相撲すもう部みたいに地区大会団体優勝するぞ的なことだと思うんだ」

　千歳ちとせは大きく頷うなずいた。苦し紛れの言葉に少しは効果があったのかもしれない。

　千歳は鞄かばんから愛用の新明解国語辞典を取り出して、「目標」って言葉を調べ始める。

「……それから、はずれまい、そこまで届こうとねらうもの」

　目標という言葉の意味を呟つぶやく千歳。おれは言う。

「なあ、体重維持ってのは目標じゃなかったと思うぜ。いや、目標だったかもしれねえ。でも目標は一つじゃなくてもいいだろ。このＧＷ10中に達成する新たな目標を持とう」

　自分でもなに言ってんのか、よくわからなくなってきた。

　抽象的で終わりや期限のない目標より、いついつまでになにかをするっていう具体的な目標のほうがわかりやすくていいとは思う。とにかく、千歳には目標に向かって前向きになってほしいんだ。っていうよりこれ以上後ろ向きになられたら、今日の下校の盛り上がりに関かかわる。

「そ、そうか。体重維持はわたしが日ひ頃ごろ心がけていることだから、毎日歯磨きするとか、洗顔をするのと同じだな。それは日課だ。……よしっ、わたしは目標を持つ」

　千歳の目に輝きが戻る。

　よかった！　千歳が復活の兆しだ。

　喜んだのもつかの間、丹下たんげが「だけどさ」と疑問を口にしてきた。

「その相撲部みたいに具体的な目標ってゆっても、うちらの下校って別に部活じゃないじゃん。地区大会とかないしさ、優勝目指すとかないし」

　おれは丹下の肩を小突く。

　掲示板前に千歳を残し、丹下をロビーの中央に引っ張っていく。

「チョ、チョット。十勝とかちちゃん、ナニ？」

「空気を読め」

「それどーゆう意味。誰だれが空気読めないってゆーの？」

「丹下、お前は千歳のこと好きだよな？」

「キララのコト？　当たり前じゃん、当然好きよ」

「じゃあ、ここは目標を持つことは素晴らしいってことにしておこう。それでおれ達はこのあと目標を各自発表していこう」

「十勝ちゃんが下校に対して並々ならぬ情熱燃やしまくりなのはわかるけど、別に下校にまで目標とかいらなくない？」

「なあ丹下。振り返って千歳の顔を見てみろ」

　丹下は掲示板前に顔を向けた。

　千歳は目標を考えているんだろう。真剣な表情だ。窓からの陽光に包まれて、千歳の長い髪が生命力の塊のようにキラキラと輝いてる。

　丹下たんげがおれに視線を戻した。

「うちだってね、キララには今より前向きになってほしいから、目標持つこと自体は賛成だけど」

「だけど、なんだよ？」

「うちはその目標持つってのはパスでお願い。うちは別に目標とかないし」

　意外といえば意外だった。

　放送部で人気者になるため、頑張り屋の一面もある丹下が目標なんてないって言うとは。

「うちってさ。わざわざ大おお袈げ裟さに目標とか掲げなくても、いろんなコトが上う手まくいっちゃうし、理想通りの自分には常に近づけてるみたいな」

　そういうことか。

　自信家の丹下らしい。

「まあ、丹下は目標を掲げなくても前向きだしな。それじゃあ、おれと千歳ちとせとさきっぽでＧＷ10の目標でも考えるかな」

「うーん、なんかそれヤダ」

「ん？　ヤダってなにが？」

　丹下は上目遣いで責めるような視線をぶつけてくる。

　色素の薄いくりんとした大きな瞳ひとみに睨にらまれると、大きな胸同様威圧感たっぷりだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「うちを仲間外れにする気なの？」

　……め、めんどくせえやつ。

　自分から目標を持つのはパスと言っておきながら、自分以外のメンバーが目標を掲げるとなれば、へそを曲げる。

　おれは仏の心で、タチの悪いナルシストに聞いてみた。

「じゃあよ。丹下たんげはどんな目標にするんだ？」

「えっと、そうだなー」

　自分がほんのちょっと前にパスと言ったのを完全に忘れて、考え中の丹下から目を逸そらし、おれは掲示板前の千歳ちとせを見た。

　同じく考え中の千歳は、ショーケースのマネキンと勝負できるくらい微動だにしない立ち姿だった。

　……

　考え中の女の子達を見守ることしばし。

　丹下の顔が「あっ」と華やいだ。

「うちだからこそ、達成が可能ってゆーか。しかも十勝とかちちゃんが驚いちゃう的な意外性に満ちた下校ん時の目標が浮かんだよ」

「おう、聞かせてくれ」

　得意げな顔の丹下は「えへへーん」と胸を反そらす。制服のボタンが飛んできそう。

「うちって放送部命なワケじゃん。だからね、放送部に寄せられたうちへの相談に全すべて答える。キャハ、どうすごくない？」

　え、いや。すごく普通じゃね。

「た、丹下。それって普段の丹下が普通にこなしてたことじゃねえのか。わざわざ目標にする必要ないっていうか」

　おれは地雷を踏んだようだ。

　その場で巨乳が揺れて、丹下の強い視線が当てられる。

「ナニゆってんの！　リスナーの悩みに全てお答えするって目標なんだよ。うち以外絶対そんな目標浮かばないみたいな」

「まあ、そうかもな。ってか放送部は丹下しかいねえんだから、そんな目標が浮かぶのも丹下だけだろうけどよ。ははっ」

　丹下が頬ほおを「ぷぅ」と膨らませる。

　一言余計だったかもしれない。

　丹下は「やっぱ、目標違うのにする！」と言い始める。

「えーと、新しい目標閃ひらめいたよ！　下校中に歩道橋の階段を上れないで困ってるおばあちゃんがいたら、おんぶしてあげて歩道橋を渡ってあげる」

「そのシチュエーションに遭遇する確率、軽く奇跡だよ」

「あ、でも歩道橋ってこの近くにあんまないか」

「問題点そこじゃねえな。だいたい階段の上り下りできねえお年寄りがなんで一人でお出かけしてるのかが謎なぞだよ」

「十勝とかちちゃん。お年寄りじゃないよ、おばあちゃんだよ」

「ん？　どう違うんだ」

「うちは歩道橋で困ってるおじいちゃんがいても、おんぶしないもん」

「なんで？」

「だって、おんぶしたら知らない男の人と密着しちゃうコトになるじゃん」

「まあ、そうだな」

「十勝ちゃんはね。寝取られ属性があるわけじゃないんだから、そーゆうのヤっしょ」

「ちょい待て、話がついてけねえ。なんで丹下たんげがどっかのじいさんをおんぶしたら、おれは寝取られた気分になるんだよ。どういう仕組みだそれ」

「じゃあ、十勝ちゃんはうちが行きずりの老人と身体を密着させ合って、有酸素運動してもいいの？」

「おんぶをどんだけいかがわしいことのように言ってんだ」

「だってー」と、むくれる丹下。

「まあ、おんぶはやめとけよ。丹下は女の子なんだし、人を背負って階段の上り下りなんて危ねえ。それに学校帰りにそういう状況に出くわしたら、おれがいるだろ。おれがじいさんをおんぶすっから」

　寸前までむくれてた丹下の機嫌は直ったようだ。楽しげな雰囲気になる。丹下の表情はデコメみたいによく動く。

「他ほかの目標もあるよ。十勝ちゃん聞いて、今度はすごく立派なヤツなの」

「おう、なんだよ」

「学校帰りの通学路のゴミ拾い。たばこの吸い殻とか落ちてんのヤじゃん」

「……」

「十勝ちゃん。ジーッと、うちのコト見てどしたの？」

「とっても立派な心がけだと思うけど、実際にするつもりこれっぽっちもねえだろ」

「……うん」

　丹下はつまらなさそうな顔をして、ロビーの床をコツッと蹴けった。

「目標がないならないでいいじゃねえか」

「あるもん。だからうちに寄せられた相談を全すべて答えるの。でもそれだと十勝ちゃんはダメってゆーから」

「いや、ダメだなんて言ってねえぜ。いつも丹下がしてることと変わんねえって思うくらいで」

「プー」と頬ほおをふくらました丹下たんげは、右手に持ってたスクールボストンから、ゴソゴソとなにか取り出した。

　出てきたのは、クリップで右端が留められた紙束。

　おれに差し出してくる。

「それ、うちに寄せられた相談の手紙。答えてほしいってコト」

　驚きだった。

　軽く三十枚はありそう。

　受け取ったおれはパラパラと目を通す。

「相談に答えるとかってさ、別にありきたりな目標かもしんないけど、うちには大事な目標なんだよね」

　やっぱり丹下は、放送部に一生懸命な丹下だった。

　約三十件の誰だれかの相談に本気で答える。よく考えればわかる。冗談じゃできない。

「でもね、その目標ってみんなを巻き込むコトになるかも。相談内容によっては、学校帰りのみんなに手伝ってほしいコトもきっとあるし」

「問題ねえよ。千歳ちとせもさきっぽもつきあってくれるさ。じゃあ、丹下のＧＷ10中の目標は決まりだな」

「えっとー、その」

「なんだよ。まだなんかあんのか？」

「十勝とかちちゃんやキララやさきっぽが協力してくれるんなら、いろんな相談に答えるなんてワケない。うちはできる子だから、もう一つ目標あってもいいと思うの」

「お、まだ目標あんのか？　いいね。どんなんだよ」

「相談に答えるってのは小さな目標なの。次のは大きな目標。最高難易度って感じ」

「おお、もったいつけないで教えてくれよ」

「うーんとね、あ、えー」

　珍しく歯切れの悪い丹下。

　いくらでも待つつもりだったが、正面玄関前ロビーに我が校一の元気印がやってきてしまった。

「ヘイヘイ、十勝くんとたんまり発見！」

　夏休み中の男子小学生のようなわんぱくな雰囲気の超小柄（身長百四十三センチ）女子高生のさきっぽだ。

　おれと丹下がさきっぽと挨あい拶さつを交わす。

　さきっぽの好奇心旺おう盛せいの瞳ひとみは今日もランランと輝いていた。

「ねー、ねー、なんの話をしてたんだい？　今日の下校でどこ行くとかの話っすか？」

　おれは今日何回目かになるＧＷ10の説明と、千歳ちとせを前向きにするべく目標を持とうっていう話をした。

　話してて気づいたが、千歳だけが目標を持てばいいのではと根本的なことを思った。

　……いや、そんなことはねえな。やっぱりそこはみんなで目標を持つのがいい。

　説明を聞き終えたさきっぽが「へー」と、感心した声を上げる。

「目標かぁ。なんか面白そーだね。よっし、あーしも考えるぜっ」

　さきっぽの行動は唐突で先が読めない。さきっぽの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくには常に「いきなり」って副詞がつく。

　ということで、さきっぽはいきなり掲示板前の千歳の元に移動した。おれと丹下たんげもあとを追う。

　そして、掲示板の前で千歳と挨あい拶さつを交わしたさきっぽは、六日ぶりの千歳に敬語で話され一時キョトンとするものの、すぐに、ある掲示物に視線が釘くぎ付づけになった。

「はうあ！」

　おれと丹下、さらには思考中の千歳に「どうした？」と言わせる間を与えず、さきっぽは言った。

「あーしのＧＷ10の目標、決まったよぉ」

　さきっぽと本日合流してから、おれ達はずっとさきっぽのペース。これまた「なんだい？」って言わせる間もなく、さきっぽは喋しやべり出した。

「みんな、これを見てくれ」

　さきっぽが掲示物を指差す。

　小さい指だなぁとぼんやり思いながら、指さされた場所を見ると……。

『迷い猫を探しています』

　という掲示物が目に入った。

　Ａ４サイズほどのプリントの上半分には拡大された写真がカラー印刷されてて、下半分には猫の名前、品種、年齢、いつ行方不明になったか（ＧＷ中にいなくなったようだ）、好物（猫が好きとされるもの全般らしい）、特徴（黒猫なんだけど、足が四本とも白くて、赤い首輪をしてるらしい）、あと見つけた際の連絡先の携帯の番号が書いてあった。

　丹下が言う。

「さきっぽの目標は、猫を捕まえるってワケね」

「たんまり惜しいです。捕まえなくてもいいっす、見つけることができれば」

　うん？

　さきっぽ以外の三人にクエスチョンマーク。

「捕まえる」と「見つける」は、どう違うんだろうか。

　さきっぽは掲示物をジーっと見つめている。

「この猫ちゃんを撮った写真はとってもいい写真だよ。構図、被写体に対する愛情、シャッターのタイミング、うーむ完かん璧ぺきに近いっすよ。あーし、この写真を撮った人に負けたくない」

　うん??

　おれ達の頭の中のクエスチョンマークが増えた。

　意味がいまいちわからず、おれ達はさきっぽの話の続きを待った。

「あーし、この写真よりいい写真が撮りたいよ！

　そのためには同じ条件で勝負すんの。同じ猫をモデルにして、あーしのほうがいい写真を撮るの。

　そして、この連絡先に電話して、あーしのほうがいい写真を撮ったでしょって自慢するのだ」

　一回整理したくなる話だった。

「迷い猫を探しています」っていう張り紙の猫の写真がとてもいい写真だったから、その写真にライバル心を燃やした写真家のさきっぽが、それよりもいい写真を撮りたいと願う。そのために同じモデル（猫）で勝負しようと考える。だから、猫を捕まえるのではなく、ひとまず見つけたいという。なんちゅう話だ。

　丹下たんげがひどく常識的なことを言う。

「ねえ、さきっぽ。その猫見つけたらちゃんと捕まえてあげようよ。じゃないと写真だけ見せられても持ち主の人、フツーに可哀かわい想そう過ぎだから」

　丹下のごもっともな指摘に、猫を見つけるぞと燃えているさきっぽが「任してくれっす」と軽く答えた。

　順番に目標を発表する流れになっていたのか、千歳ちとせが「わたしの目標を言わせてもらう」と挙手をした。



「わたしのＧＷ10の目標は……高校三年間の目標を見つけることです」



　……ん？

　猫を見つけるにはネズミのものまねを上う手まくすればいいのではと思い立ったらしいさきっぽが、「チューチュー」と鳴いてる横で、丹下が千歳に質問した。

「目標を見つけるってコトが目標なワケ」

　千歳は「ギラッ」と音が聞こえてきそうな強い目で宣言した。

「そうです。そうすればＧＷ10の目標を達成したあとも、今度は高校三年間の目標があるので、前向きに生きていけます。目標を達成したあと、次の目標がなくなるという心配は皆無になります」

　妙な話だったが、いつになく力強く語る千歳ちとせの姿におれと丹下たんげは閉口した。

　ネズミの声帯模写中だったさきっぽが、たまらず呟つぶやいた。

「なんか貯金箱を買うために貯金してるみたいな話っすねー」

　その例えに納得しちまった。

　今日からの十週間で叶かなえようとする目標が、高校三年間の目標を見つけること。

　千歳らしいヘンテコな目標だった。

　でも要は高校一年の一学期に、高校三年間の目標を見つけるって話だ。

　時間のかけ過ぎって気はしない。高校三年間の目標って結構大事なことに思えたから、素直に応援したい気持ちになってきた。

　おれが「いいじゃねえか、その目標」と言うと、千歳は満足げな笑顔を見せる。

「わたしにも目標ができた。これで前向きに生きていけるはず」

　これでさきっぽと千歳が目標を発表したことになる。

　丹下もおれだけに話してくれていた「放送部の自分に寄せられた相談を全すべて答える」って目標を、千歳とさきっぽに語った。

　そして、おれは思い出した。

「あれ、丹下。さっきなんかもう一つ目標を言おうとしてなかったか？　大きいほうの目標で、難易度が高いとかなんとか」

「え、あ、うーんと、それは」

　また急に歯切れの悪い丹下になっちまった。

　どうしたんだ？

　そんな丹下が珍しいと思うのはおれだけじゃなくて、千歳もさきっぽも同様だった。二人とも丹下の次の言葉待ちだ。

「えっと。あ、あの」

　モジモジとする丹下。モジモジっていえば千歳だが、別に丹下は千歳のものまねをしてるわけじゃねえだろう。



「――したいの」



　いつも拡声器を使って喋しやべってるんじゃないかってぐらい賑にぎやかな丹下の声が、テレビの消音より一つボリュームを上げたくらいの大きさで、なにか言った。

「えっ、すまん。もう一回言ってくれ」

　丹下が「コホン」と、わざとらしい咳せき払ばらいをした。外は日が沈む途中ってわけでもねえのに、丹下の顔はまるで夕日にでも照らされたようにほんのり赤い。

　丹下は緊張しているみたいに、ちょっと震ふるえた声で言った。



「うち、誰だれかを好きになってみたいの……恋がしたいの」



　今日は実に驚かされる日だ。

　エイプリルフールなら一ヶ月も前に終わってるが、丹下たんげが日付を間違えたわけでもないだろうし、冗談を言ったつもりもないようだ。

　おれ達が黙ってしまったので、丹下は両手を胸の前で落ち着きなく振って、弁明のような慌てた説明を始めた。

「うちってさ。放送部じゃん。それで恋愛相談とかも受けるんだけど、うちってマンガとかドラマとか映画とかから得た知識しか恋愛の知識がないってゆーか。でも、うちって感受性豊かだからさ。それで恋愛のコトだいたいわかっちゃってたってゆーか。わかったつもりになってたってゆーか」

　自分のことを自分で感受性豊かという人間の胡う散さん臭くささよ。

　とりあえずツッコまずに丹下の話を最後まで聞いてみるとしよう。丹下は未いまだにらしくないモジモジ状態で喋しやべっているから。

「うちって男子に好かれたり、男子に告白されるコトも割と多いみたいな感じだけど……」

　丹下はただ単に自慢がしたいわけじゃなさそう。

　なんか凹へこんだ顔をしたまま、続ける。

「自分から誰かを好きになったコトはぜんぜんないんだよね。恋愛的なコトを自分は経験してないんだけど、放送部で恋愛相談に乗ってたの。一応恋愛検定準一級だし」

　そうだ。丹下は恋愛検定準一級（自称。丹下がつくった架空の検定）なのだった。

　いろいろ疑問はあるがわかったことも一つ。恋愛検定準一級は恋愛経験がなくても得られるようだ。なんだよそれと呟つぶやきたくなる。

「うちはね。相談してくれるみんなの気持ちをもっとわかりたい……だから誰かを好きになってみたいの」

　放課後の正面玄関前のロビーで、巨乳系のグラビアアイドルみたいな女子高生が「誰かを好きになってみたい」と声を震ふるわせる。

　千歳ちとせとおれがキョトンとするのも無理ねえ。こんな時でも自分を忘れないのは、さきっぽだった。

「たんまりの表情見てるとキュンとするぜ」

　と、シャッターを切っている。

　確かに今の丹下の生写真は、一部の男子生徒相手にはいい商売になるだろう。

「そして、うちはね、十週間後には恋愛検定一級になってるワケなの」

　恋愛検定のシステムは依然として不ふ明めい瞭りようだが、誰だれかを恋すれば昇級できるようだ。

　丹下たんげは重い荷物を降ろしたように「ふぅー」と、その場で一息ついた。決死の目標発表は終わったようだ。

　千歳ちとせは「誰かを好きになるというわたしにとっては果てしない夢も、まりもなら叶かなえられる」と、なぜか丹下に夢を託し。

　さきっぽは「恋する乙女は写真写り良好だよ」と、自分は恋する乙女とは全まつたく無縁の生き物のように、丹下に向かってカメラを構えている。

　モジモジが治まり、いつもの調子に戻った丹下が「あれ」となにかに気づいたように、おれを見た。

「十勝とかちちゃんって、まだ目標ゆってないよね？」

　三人の女の子の視線が集まる。

「おれは……」

　おれは、別に目標なんてなくても楽しく下校できれば文句なしだ。下校の時間を毎日心待ちにしてるし、下校はいつだって楽しいぜと思ってるけど、目標を持とうと思ったことはなかった。

　目標は下校を楽しむ。うーん、これじゃあおれが自ら言っちまった具体的な目標にはならねえな。

　おれの目標……実はさっきから考えてたけど、どうもしっくりくるのがないんだよな。

　おれは下校の目標になるヒントはないかと、周りを眺めた。

　さきっぽが下校の目標を見つけた掲示板には……おれにとって目標になるものはねえな。

　そして、おれには目標を掲げた三人の女の子の姿が目に入った。



「おれの目標決まった。千歳と丹下とさきっぽの目標を、必ず確実に叶えさせることがおれの目標だよ」



　三人の女の子達がキョトンする。今日は誰もがよくキョトンとする日だ。

「十勝がわたし達の目標を応援してくれるということか？」と、千歳の疑問。

「いいや、ただの応援じゃねえ。おれはなにを犠牲にしても三人の目標を叶えさせてやる。大丈夫だ。下校時のおれに不可能の文字はねえ」

　変に物知りの千歳が「余の辞書に不可能の文字はない」というナポレオンの有名な語録を思い出し、おれを「下校のナポレオン」と呼んでくれたが、その名称は浸透する気配もなく、おれ達四人の中をサラッと流れた。

　丹下が「チョット十勝ちゃん」と、唇をアヒルのように尖とがらせる。

「必ず確実に叶えさせるって。うちの目標は誰かに恋したいってものなんだよ。ナニをどう応援してくれんの？」

「丹下たんげに素敵な出会いがあるようにおれは精一杯頑張るぜ。学校帰りに逆ナンとかどうだ？」

「バカ！　うちから男になんて声かけないから」

　さきっぽは「にゃはは」と、ご機嫌に笑った。

「とりあえずみんなの目標が出で揃そろった感じね。今日からの十週間で、目標達成できるようにみんなで頑張っちゃうみたいな」

　誰だれかが音おん頭どを取ったわけじゃないけど、おれ達四人の「おー！」って声が重なった。



　千歳ちとせキララの目標　　　　・高校三年間の目標を見つける

　丹下まりもの小さな目標　・リスナーから寄せられた相談を全すべて答える（うちのスリーサイズを教えてくれ、とかそういう類たぐいの相談は無視）

　丹下まりもの大きな目標　・誰かを好きになってみたい

　さきっぽの目標　　　　　・迷い猫を見つけ、猫探しの張り紙よりいい写真を撮る

　おれの目標　　　　　　　・女の子三人の目標を、必ず確実に叶かなえさせてみせる



　こうして、目標を掲げたおれ達のＧＷ10は始まった。

　十週間中にこれらの目標を全て達成させることを夢見て、前向きに日々を過ごす予定だ。

　あ、そういえば、ＧＷ10の目標は下校に関することって、しばりがあったような。まあ、いっか。もう決めちゃったし。



　そんなＧＷ10初日の学校帰り。

　立ち寄ったファーストフード店で丹下とさきっぽがトイレに立ち（女子の連れション？）、千歳は窓の外を見ていて、小さく溜ため息いきをついていた。

　おれはほんと何気なく千歳に聞いた。

「どしたよ、溜め息なんてついて」

　千歳の顔がおれに向けられる。

　まだ窓の外のどこか遠くを見てるような瞳ひとみで、千歳はおれを見ている。不思議な瞳だ。

「ああ、すまない。溜め息……ついちゃっていたか」

　しなしなになったフライドポテト（みんなで食べる用）が残り一本。

　全部食べちゃったら、丹下やさきっぽに文句言われそうだな。

　いや、トイレにいっちまったやつのことは気にしねえ。

「わたし……目標を立てるって行為で思い出したことがあって」

「おお、なんだ？」

　フライドポテトには、マスタードをつけるか。

　はたまたケチャップをつけてみるか。

　いや、食べ終わったフィレオフィッシュの包装紙に残ってるタルタルソースで食べるっ手があるな。



「三石みついし留萌るもいも、わたしに目標を語ってくれたことがあった」



　タルタルソースつきポテトを口に運ぶ手を止めちまう。

　三石留萌。

　その名前を初めて聞いたのはＧＷ前日の放課後。

　千歳ちとせが中学時代一緒に下校していた友達で、ある日突然消えてしまった女の子。

　そして、千歳が今も探してる女の子。

「留萌さんの目標ってなんなんだ？」

　会ったことない女の子は呼び捨てにはできねえ。

　一応さんづけにしておく。

　千歳は、言った。

「留萌の目標は……ずっと二人で一緒にいたい……ってことだった」

「えっと、その留萌さんがずっと一緒にいたい人ってのは、千歳なんだよな」

「ああ。そうだ」

「へー、なんか素敵な友達って感じがするなー」

　おれは友情の絆きずなで結ばれた二人の女の子の話を聞いてるつもりで、のんきにそう言った。

　でも、千歳はまた視線を窓の外に向けてしまう。

　目をそらされたって気はしなかった。

　千歳は感情の読めない声で言った。

「わたしとずっと一緒にいたいと言ってくれた留萌なのに……留萌の方からいなくなってしまった」

　三石留萌の目標。

『（千歳と）ずっと二人で一緒にいたい』

　それは冗談の口調で言われたものなのか、大まじめな口調で言われたものなのか。

「なあ千歳。その目標を千歳に言ったときの留萌さんって、どんな感じだったんだ？」

「……ああ、あのときの留萌は、理由は教えてくれなかったが泣いていたんだ」

　泣きながら冗談を言うやつはいねえと思う。

　三石留萌はどの程度の思いで、そんな目標を千歳に言ったか定かじゃない。

　泣きながら言ったって話なんだから、妙に意味深な言葉に思える。

　千歳ちとせの言うとおり、ずっと一緒にいたいと言った本人の方から、突然消えたのだ。それは変な話だよな。

　不意に千歳がこっちを見て、ふっと力が抜けるような柔らかい笑顔を見せた。

「十勝とかちよ、急にこんな話をしてすまない。留萌るもいも特に深い意味があって言ったわけじゃないと思う。友達同士って、きっとそういう言葉を言いあったりするものだよな」

「ああ、まあ、そうかもな」

　三石みついし留萌の目標。それについて千歳の口から、深い意味はなかったんじゃないかと言われると、おれも素直にそう思えてくる。

　なんとなく三石留萌の話題が終わりになりそうな雰囲気になって、ちょうど丹下たんげとさきっぽがトイレから戻ってきた。

　丹下とさきっぽは、千歳が三石留萌を探してるということを知らない。おれはたまたま知ってしまっただけなんだ。

　三石留萌と再会したいと望んでる千歳の役に立ちてえけど、三石留萌探しに関して特になにもしてあげられてない。

「わお、買い忘れたのあるよ。実はここのアップルパイって結構イケるんだったぁ！」

「チョット！　アップルパイがオススメなら先ゆってよ。うちアップルジュース飲んじゃってるから」

　さきっぽと丹下が席に着くと、いつもの騒々しい学校帰りのファーストフード店の空気に戻った。

　三石留萌の話をするとき、なにかここではないどこかを見ているようになる千歳の瞳ひとみも、今は全然そんな感じがしなくなる。

「あ、十勝くん。その手に持ってるのはラス１いちじゃないっすか！」

　そう言うさきっぽが「ジャンケンで誰だれが食べるか決めようっす」と、騒ぎ出す。たかがジャンケンといえども勝負事が好きな丹下は、「負けないよ」と早くも臨戦態勢。千歳も「十勝特製タルタルソースのポテトは気になるな」と興味を示してる。

　フライドポテトの最後の一本で盛り上がれる。

　今日の下校も、楽しくなりそうだ。



    

  
    
      
第二話　買い食いナンバー１フードを決める回



　おれ達は海の日までの十週間（ＧＷ10）に個々に目標を持ったが、その目標はなにをどう頑張ればいいのかイマイチわかりにくいのが多かった。

　迷い猫を見つける。

　高校三年間の目標を見つける。

　誰だれかを好きになってみたい。

　その日の下校でいきなり目標を達成できる感じがしねえラインナップ。

　だから、ＧＷ10の目標を決めて数日後の今日の下校は、丹下たんげの小さい目標の方を進しん捗ちよくすることにした。

　放送部に寄せられた、丹下に教えてほしいっていうリスナーの相談だ。

　正面玄関前のロビーに揃そろったお馴な染じみの四人。

　丹下は放送部に寄せられた紙を胸の高さに掲げて、宣誓するように言った。



「千恵里ちえり高生における下校時の買い食いナンバー１フードを教えてください」



　放送部宛あての質問や相談は、丹下にとっては一つ一つが大切なファンレターなんだろう。大事そうに鞄かばんの中にその紙をしまい、丹下は陽気な顔で続ける。

「学校の帰り道にはファーストフード店やコンビニとかいろいろあるけど、どこのナニが帰り道で食べるもののナンバー１か決めちゃいましょ」

　さきっぽが「ほいなら」と弾んだ声を出す。外はスキップしたくなるような五月晴れだ。

「今日の下校はあっちこっちに行くってわけだねー」

　食いしん坊のさきっぽには、これから食べるあれこれに思いを巡らしてるんだろう。表情はすこぶる明るい。

　逆にカロリーの過剰摂取に敏感な千歳ちとせは、早くも鞄から黒ウーロン茶を取り出している。

　おれは移動範囲の広い下校になる予感がして、アキレス腱けんを伸ばしとく。ストレッチはよい下校には欠かせねえからな。

「どこの店に行くかとか、もうある程度決めてんのか？」

　おれの質問に丹下は「えへへ」と口元を緩ゆるめる。なにか案があるようだ。

「うちは彩市いろどりしのいろんなスポットを知ってるからね。うちだけでも、ここオススメって店はメッチャ多いんだけど……」

　丹下たんげが意味深に間を開ける。

　おれ達三人をサラッと眺めた。

「うち以外の人のオススメスポットも聞きたいんだよねー。自分一人だと視野が狭くなるってコトあるでしょ」

　自分大好きの丹下が他ほかの人の意見も聞きたがるとは結構意外。今日は丹下一いち押おしの買い食いスポットに連れ回される下校だと思っていたんだが。

「まりも以外の人って、それはわたし達のことなのか？」

　千歳ちとせの疑問に、丹下は「そっ」と軽く頷うなずく。

「一人一ヶ所。オススメの買い食いスポットを発表して、実際そこに行く。そんで誰だれがオススメした買い食いフードが一番よかったか決めんの。

　キャハ、うちにはまだ十勝とかちちゃんにもキララにもさきっぽにも教えてなかった、かなりオススメがあるし。中学んときによく行ったとことかねー」

　そういうことか。

　丹下は負けず嫌いで、勝負事が好きだ。

　この買い食いナンバー１フード探しは、放送部の仕事をこなせるだけじゃなく、勝負事好きな丹下の格好の種目になったようだ。

　丹下、千歳、さきっぽ、おれ。確かにこのメンツでは、彩いろどり市内の飲食店などの知識は丹下が一番だ。

「わたしには、特にオススメできるような買い食いフードはないのだが」と、千歳は優れない表情。

　さきっぽは「わーい。美お味いしいもんいっぱい食べるよーん」と、メチャクチャ乗り気だった。

　おれは乗り気かどうかというと……。

「十勝ちゃんって、小中学校は下校一分だったんでしょ。じゃあ、買い食いスポットなんて知らない感じでしょ？

　あ、でも十勝ちゃんほど下校に情熱のある男なら、いい感じの買い食いスポットの一つぐらいは当然あったりするの？」

　丹下の挑発に見事に乗った。

　気がつけば「もちろんあるぜ」と、口にしてた。

　おれにだって、まだ千歳や丹下やさきっぽと一緒に行っていないとっておきがある。中学んときに友達と休日に行った店とか。

　丹下はおれには挑発したくせに、オススメフードが、浮かばない様子でひどく申し訳なさそうにしてる千歳には「なかったら、なかったでいいよ」と優しく声をかけている。

　丹下は女友達には優しいやつだ。

　だが今は、おそらく千歳ちとせは不戦敗でもいいと思っているんだろう。とにかく自分が勝ちたいのだ。

　昼食をほんの三時間前に食べたはずのさきっぽが、「飢え死にする！」とばかりに空腹を訴えていて、おれは勝負の公正に関かかわるある疑問を丹下たんげにぶつけた。

「なあ、丹下」

「ナニ十勝とかちちゃん。買い食い先になだ万はダメだからね」

「高級日本料理店!?　お前はどこのマダムだ」

　気を取り直して聞いた。

「どこのナニがいいのかって、結局それって主観だろ。やっぱり一番美お味いしい食いもんが、ナンバー１ってことなんだよな」

　丹下は「ちっちっ」と、胸の前で立てた指を振った。鼻につく仕し草ぐさだ。

「十勝ちゃんのような下校の名人ならわかるでしょ？」

「なんだその称号。でも、まんざら嫌じゃないな」

「これを見て」

　そう言って丹下が鞄かばんから出したのは、名刺サイズの紙の束だった。なにか印刷されてる。

　おれと千歳とさきっぽが見つめるその紙には……。



　　　『味』

　　　『居心地（＊長居可能か）』

　　　『ボリューム』

　　　『値段』



　四つの項目が書かれていた。

　各項目には印鑑を押すくらいの正方形の空欄があり、そこにはなにか書き入れるようだ。そのなにかに関係あんのか、紙の下部に謎なぞの記号の点数表があった。



　　　☆＝５点

　　　◎＝３点

　　　○＝２点

　　　△＝１点

　　　×＝マイナス１点



　これなんだろう？

　不可解な紙を眺めるおれ達に丹下が説明する。

「買い食いスポットに行ってオススメのメニューを食べたら、この四つの項目に一人一人採点してく感じだからよろしくね。例えば味の項目でゆーと。

　ありえないくらいすっごく美お味いしかったら『☆』

　ありえるくらいのすごい美味しさなら『◎』

　まあ、なかなかいい感じの美味しさなら『○』

　ギリギリ美味か、微妙って間で悩む感じかもなら『△』

　思いっきり微妙だったら『×』って感じね」

　なるほど、ありえないくらいとありえるくらいの差は若じやつ干かんわかりにくいけど、概おおむね了解だ。

「そんでね。四つの項目の合計が一番高い買い食いスポットってゆーかメニューが、晴れて買い食いナンバー１フードだよ」

　丹下たんげの説明は終わった。

　そして。

　おれ達は正面玄関を出た。

　ファミレス？

　いやいや、ファーストフード？

　それとも、コンビニ？

　彩市いろどりしの買い食いナンバー１フードを見つける下校が始まった。



　一軒目に訪れたのは、千恵里ちえり高からほど近い住宅街にひっそりと佇たたずむお店であった。

　白を基調とした外観は絵本に出てきそうな小さな教会みたい。

　道路に面した大きな窓の向こうには……美味しくて甘いものがいっぱい並んでる雰囲気があった。

「アハッ。いきなりうちの勝ちが確定しちゃうみたいな」

　そこは丹下のオススメスポットだった。ちなみに一軒目は丹下の紹介先に行くと、本人の強い意向で決まっていた。丹下は一軒目にオススメするほうがメンバーが空腹気味なので有利と考えたようなのだ。勝負になると小こ狡ずるいやつだ。

　店の名前は、プリンセスプリン。

　略してプリプリ。その名の通りプリン専門店のようだ。

「プリプリのプリンはうちの知る限り彩市一だから。しかも、プリンパフェはマジ絶品だかんね」

　パフェって言葉は、女子にとってはなにかの魔法なのかもしれない。

　千歳ちとせとさきっぽの表情が明るくなる。

　そして。

　お菓子の家を見つけたヘンゼルとグレーテルのような足取りで、女の子達は入り口への短いスロープを上がっていく。



　平日の夕方のプリン専門店は、女子校の休み時間の教室みたいな感じだった。とりあえず言えるのは男子少ねえってことだ。

　四人がけのテーブルに座り、メニューを見る。

　お持ち帰りと店内で食べる人の割合は半々のようだ。丹下たんげは取材モードになっているのか、店内の至るところにまで目を光らせている。

　丹下が買い食いナンバー１フードにオススメするプリンパフェを四人とも頼んだ。

　……そして。

　パフェがテーブルに届いてからは千歳ちとせの瞳ひとみがキラキラと輝き、食欲の塊であるさきっぽの瞳はギラギラ輝いた。一口食べるなり、「この国に生まれてよかった」と言い出すさきっぽと、「幸せの意味を知った」と言い出す千歳を見て、丹下はひどくご満悦な表情でスプーンを悠然とパフェに伸ばす。女の子三人はとびっきりに最高の表情だ。

　美お味いしいものを食べながら話す世間話は、他愛たわいもないことでもいつもより楽しい気分にしてくれるようだ。女の子三人が、プリンを最初につくったのはどこの誰だれなのかしら？っていう、さして答えを求めていなさそうな疑問をやりとりしてるのを聞きながら、おれもプリンパフェを頬ほお張ばった。女子にとってうまいものは、男子にとってもやはりうまいものであるのは道理であり、おれは「でたらめに美味」と何度か呟つぶやいた。

　いち早く食べ終わったさきっぽは、ガラス容器の底にスプーンを突っ込み、名残惜しそうにペロペロとスプーンの先を舐なめていた。「残すならあーしが食べるよん」と物欲しそうな目をこちらに飛ばしてくるが、プリンアレルギーでもない限り、このパフェを残すやつはおるまい。例え満腹時からだって完食できただろう。デザートは男女問わず別べつ腹ばらなのだ。

「ふぅ、超美味しかった」

　みんなのリアクションを観察しながら、優雅にプリンを食べていた丹下も食べ終わり、スプーンを置いた。

　丹下は名刺サイズの買い食いナンバー１フード採点カードをおれ達に配る。

「ねえ、もう一回説明すんね。四つの項目に点数になるいずれかの記号を書き入れてね。そんで、この場で合計何点だったか発表しちゃうから」

　おれ達はさっそく筆記用具を出して、採点を始めた。テーブルの向こうから丹下が話しかけてくる。

「十勝とかちちゃんはさ、居心地の項目は当然『☆』でしょ」

「うん？　どうして当然なんだ？」

「ここって女子高生だらけじゃん」

「お、そうだな」

「放課後の女子高生の匂においを嗅かぐと、ヒーリング効果を得られる十勝とかちちゃんにしてみればさ、ここってリラクゼーションスペースなワケでしょ」

「おれの身体そんな変態仕様じゃねえよ！」

「プリンのお持ち帰りはできるけど、匂いのテイクアウトはできないから気をつけてね」

「その忠告全然いらねえな。なにきっかけでおれのことを変態だと決めつけたんだよ」

「だってー、十勝ちゃんさっきからニヤニヤしてるじゃん」

「い、いや、それはプリンパフェがうまいからさ」

　まるでおれのその言葉を待っていたかのように、丹下たんげの顔が「へへーん」と得意げなものになる。

「十勝ちゃんたら採点中にもかかわらず美お味いしいってゆっちゃうんだから、味の項目は『☆』ってコトだよね。キャハ」

「うぅ。まあ、美味しいことには……違いねえよ」

　味の項目は『◎』か『☆』かで迷っていた……が、なんか『☆』にしなきゃいけないムードにされちまった。まあ、今まで人生で食べたプリンの中で一番うまかった気がすっから、文句はねえけど。買い食いナンバー１フード決定戦優勝候補の丹下を応援しちまった気分になる。

　おれ達は忙しく店員が行き来する店内で、店員の知らぬ間に勝手に店のメニューの採点を続けた。

　そして、丹下が「じゃあ」と、テーブルのおれ達を見回した。

「みんな採点終わった感じだね。はぁい、提示して」



　味『☆』　居心地『△』　ボリューム『○』　値段『×』（おれ・７点）

　味『☆』　居心地『×』　ボリューム『×』　値段『×』（千歳ちとせ・２点）

　味『☆』　居心地『○』　ボリューム『○』　値段『○』（丹下・11点）

　味『☆』　居心地『△』　ボリューム『×』　値段『×』（さきっぽ・４点）



「チョット！　みんな辛口過ぎない!?」

　テーブルに並べられた個々の採点カードを眺めて、丹下が悲鳴のような声をあげた。

「さきっぽ４点？　キララ２点？　……キララ、うちに恨みでもあんの？」

　丹下の鋭い眼光を向けられ、可哀かわい想そうに千歳は縮み上がった。

「い、いや、決してそのようなことはないぞ」

「じゃあさ、この居心地『×』はなんでなのよ」

　丹下たんげに責められる千歳ちとせに助け船を出したくなった。おれは言う。

「居心地ってのは長居できるかどうかも採点基準に入ってるんだろ。ここ人気店だけあって、次から次へと客がくるし、店もそんな大きくねえからあんま長居できないよな。それで『×』なんだよ、なあ千歳」

　千歳を助けるために言ったのだが、千歳は小さく首を振った。

「すまん十勝とかち。長居うんぬんはこの『×』に関係ないんだ。『×』にしてしまったのには別の理由があって」

「え、どんな理由なの？」と、丹下が身を乗り出す。



「この人口密度はわたしには辛つらい。人が多いところはどうも心が休まらなくて」



　おれ達三人は急速に納得した。

　下校時待ち合わせ場所の正面玄関前ロビーのベンチでは人の往来が多く、落ち着かないから、ひと気のない来客者用職員室直通階段で待っている千歳らしい。

　自分のオススメするスポットに『×』をつけられた丹下も納得したようだ。人口密度が辛くて居心地『×』。さすがにこれは想定外だったに違いないだろうけど。

「でもさ、キララ。なんでボリュームも『×』なの？　ここのパフェの量、足りなかった？」

「パフェの量は充分なんだ。でもだからこそ問題がありまして」

「問題？　それってどーゆうコト？」

「わたしは美お味いしいものを食べてるときもカロリーのことを考えてしまう。おそらくこのパフェはボリュームはほどほどだが、カロリーは相当高いと思われる」

　体重の現状維持が日課の千歳らしいごもっともな意見。

　丹下はガックシと肩を落とした。

　そりゃそうだ。

　どんなに美味しいパフェを紹介しようと、カロリーが高いってだけで『×』を貰もらうんだから。

　気落ち気味の丹下は、パフェに刺さってたウエハースみたいなパサパサな声で言った。

「さきっぽがボリュームの項目に『×』つけたのも、カロリーが気になっちゃった感じなの？」

　これに対して、口の端に生クリームをつけたままのさきっぽもまた、丹下の想定外の返事をした。

「いや、違うんよん。カロリーなんて全然気にしてないよ。単純にあーしにはボリュームが足りなかったのよぉ。バケツに入ってるくらいの量を食べれたら『◎』だったんだけど」

　……。

　丹下たんげ絶句。

　大食いのさきっぽの満腹中枢を満たすのは容易じゃねえ。

　そして。

　おれはこの瞬間、あるやっかいな現実に気づいた。

　ボリュームが多くないメニューは、さきっぽが『×』の評価を下す。

　ボリュームが多く、カロリーが高いメニューには、千歳ちとせが『×』の評価を下してしまう。

　頭の痛くなるこの問題に丹下も気づいたようだが、自分のオススメメニューを紹介し終わった丹下には、もう関係のない話だった。

　丹下は自分の採点が覆くつがえるわけもないのに、苦し紛れに採点にまだケチをつける。今度の矛ほこ先さきはおれだ。

「チョット十勝とかちちゃん。値段『×』ってどーゆうコトよ」

　値段を『×』にしたのは、丹下以外全員だ。

　おれは代表して答えた。

「やっぱり千二百円は高たけえよ。しょっちゅうこようもんなら月の小遣いがすぐなくなっちまう」

「な、なにさ。こんだけ美お味いしいものがたった千二百円で食べられるのよ。最高じゃん」

「そういう丹下も確か月の小遣いは、おれとあんま変わらねえよな」

　弱みを突かれたように「ぷぅ」と頬ほおを膨らます丹下。

「美味しいのはおれ達みんなが認めるところだぜ。とびっきりのプリンパフェだ。でも、高校生の帰り道の買い食いにしたら、千二百円はやっぱ贅ぜい沢たく過ぎるよ」

　千歳とさきっぽもおれと同じ意見だったようで、コクコクと頷うなずいた。

　丹下も最終的には値段高めには納得したようで、「千二百円はセレブになっちゃうよね」と、悔しそうに呟つぶやいていた。

　こうして、一軒目のプリン専門店のプリンパフェの査定は終わった。

　四人合計で24点。

　始まったばかりなので、この点数が高いのか低いのかわからねえ。



　買い食いオススメスポット二軒目への案内人は、おれだった。

　一軒目採点終了からわかる傾向と対策からいくと、さきっぽと千歳の反比例するボリュームの採点はこの際気にすんのはやめよう。

　さきっぽが満足するほどのボリュームで、千歳がカロリーを気にしなくていい食いもんなんて、てんこもりの蒟こん蒻にやく料理くらいしか浮かばねえ。

　でもって蒟蒻料理じゃあ味の項目で高得点は狙ねらえない気がするし、そもそも提供してくれる店なんて知らねえ。

　ひとまず大事なのは値段だ。

　千二百円のパフェは高いと判断され、軒並み『×』になった。

　その半額の六百円ぐらいまででうまいものを紹介してやるぜ。

　……いや、六百円もまだ高いな。

　さらにそれの半額、三百円でうまいものを紹介してやる。

「十勝とかちがどんなところに連れてってくれるのか、楽しみだ」

　隣を歩く千歳ちとせに「任せろ」と頷うなずき返す。

　住宅街を二列の徒歩移動。どこに連れて行くかは、話してない、着いてみてのお楽しみってやつだ。

「十勝ちゃんのオススメが、あのプリンより美お味いしい感じなのか、ワクワクだ」と、丹下たんげの声がおれの背中に当たる。振り返らずに、答える。

「期待してくれ。それにただうまいだけの食いもんじゃねえぞ」

「うまいだけじゃないってナニよ」

「おれがオススメすんのは、学校帰りだからこそうまいもんなんだよ。学校帰りに食べるからこそお得感のあるもんだし。だから下校時の買い食いナンバー１フードに持ってこいなんだ」

「うわっ。十勝ちゃんたら、自分でハードル上げるねー」

「下校の美食家のおれはなんでも知ってる」

　おれが胸を張ると、千歳がカッコイイものを見るように純粋な瞳ひとみを向けてくる。

「下校の美食家？　略したら下食家だな、十勝には称号が多くてすごいと思うぞ」

「いや千歳。できれば略さないでくれ」

　丹下と同じ後列のさきっぽが「にゃはは」と笑う。

「下食家って、なんか下ゲ手テ物モノ食いのスペシャリストみたいだぁ。十勝くん、あーし虫とかは食べる習慣ないなー」

「そんな習慣みんなねえよ」

　丹下が「十勝ちゃん」と、おれの背中をツンツンしてくる。

「ゲテモノはうちマジ勘弁だかんね。うちって学食とかも割と苦手だしさ」

「学食はゲテモノのカテゴリーじゃねえから。学食のおばちゃんが泣くぞ」

　住宅街から小川の側そばの散歩道に出た。

　五月の陽光と爽さわやかな風が心地いいタイル張りの歩道を、しょうもない話をしながらブラブラ歩くこと三十分。

　天気がいいこともあって、普段から下校時によく歩いてるメンバーからなんの不平もなく、おれについてきてくれた。

　そして、丹下たんげが「十勝とかちちゃん、隣町はナシだかんね」と冗談の調子で言ってきたときには、ちょうど目的地に着いた。

「着いたぜ。ここがおれのオススメだ」

　戦前から建っていると言われても信じられるような木造二階建ては、飲食店っていうよりお化け屋敷や心霊スポットの類たぐいに見えた。朱色のちょうちんに描かれた「お好み焼き」という黒い字が、風雨に曝さらされ過ぎたせいか、柳の木の枝のようにおどろおどろしく垂れていた。長い年月を感じさせる。

　丹下がおれの制服の裾すそを引っ張った。

「うち、肝きも試だめしは得意じゃないんだけど」

「まあ確かに、店の見た目はお世辞にもよくねえけど、肝心の味は最高だからよ」

「ふーん。十勝ちゃんと同じってワケね」

「それどういう意味だ」

「あ、ごめん。十勝ちゃんは見た目も中身もまあまあな感じよね」

「おい丹下、なぜおれにトゲのある言い方すんだよ」

「別にそんなんじゃないよ」

「おれを恨むのはやめろ。おれはプリン専門店に７点つけただろ」

　丹下はプイと顔を背けた。負けず嫌いなやつだ。自分のオススメが24点では全然満足いってないようだ。

　店の外観に及び腰になっている女の子達に、おれはこの店のとっておきをアピールした。

「高校生の外食には欠かせねえ、とある特典がよ、このお好み焼き屋にはあるんだぜ」

　女の子の顔に「何？」って疑問が浮かぶ。

　おれは高らかに言った。

「その特典の名は……学割だ！」

　学割。

　……なんて甘美な言葉なんだ。

　学校帰りにこの言葉を見かけるだけで、無条件でその店へと吸い寄せられてしまう。

「しかもここのお好み焼きは、下校時の買い食いナンバー１フードってテーマにぴったりだぜ」

「なんでよ」と、丹下。

「よくぞ聞いてくれました。なんたって平日学割のお好み焼きの名は『下校焼き』だ」

　……。

　女の子達は言葉を失ったようだ。あまりに下校に適したお好み焼きの存在に、打ちひしがれているんだろう。

「ふっふっふっ。どうだ。『☆』を描く準備はできたかい？」

「なんか十勝とかちちゃんとうちらの温度差がすごいんだけど」と、丹下たんげが呟つぶやく。

「ここのお好み焼きを食ったら、おれの温度におまえらも近づくぜ」

「あ！　十勝よ、ちょっといいか」

　千歳ちとせがなにやら申し訳なさそうに口を挟はさんでくる。

「おう、なんだ千歳。カロリーなら心配すんな。海鮮焼きなら結構ヘルシーだぞ」

　千歳は黙って首を振る。

　どうしたんだろうか？

　なぜか、さきっぽが「あぁ」と落胆した様子で、丹下がなぜか勝ち誇った顔をして店の入り口を指差した。

　……ん？

　曇りガラスの戸には、『本日臨時休業』の張り紙。

　え!?

　しかも、臨時休業の理由におれ達はポカーンとなった。



『満足のいく食材が手に入らなかったため、休みます』



　こういうときに一番先に声を上げるのは、やっぱり丹下だ。

「チョット！　なんて理由で休んでんのよ」

「い、いや、それだけここのお好み焼きはハードルが高たけえんだ。幻の一品ってヤツよ」

「食べるコトができない幻の一品なんて意味ないから。ほんとに幻でどーすんのよ」

「よし、明日もこよう。明日は営業してる気がするぜ」

「ダメ！　今日一日で決着つけるの。十勝ちゃんは不戦敗決定ね」

「……ふっふっふっ」

「ナ、ナニ？　急になんで笑い出したの？　人知れず頭を強く打った感じなの？」

「あれはおれだけの秘密にしておきたかったんだが、仕方ねえ。とっておきの買い食いフードを食いに行くか」

「ナニそれ。十勝ちゃん負け惜しみはカッコ悪いよ」

「下校のスペシャリストであるおれの下校時に、負け惜しみなんて言葉はねえ」

　ちょうちんのおどろおどろしい字を指でなぞっていた千歳が、おれに振り返った。

「下校のスペシャリスト？　略すると……ゲスだ。十勝、ゲスなんだな。すごいな」

「千歳、そんなキラキラした目で人をゲス呼ばわりしないでくれ。呼び方変えてくれ」

「じゃあ、十勝よ。ゲス野郎ってのはどうだ」

「野郎の部分はどっから拾ってきたんだよ」

　パシャパシャ。

　さきっぽはお化け屋敷じみた外観がお気に入りになったのか、写真を撮っている。

　そのさきっぽの小さな背中に丹下たんげは「さきっぽのオススメに案内して」と、おれの番をサラッと飛ばそうとしている。

「おまえら、おれがでたらめに最高な買い食いフードに連れてってやるからついてこい！」

　そして、おれ達はお好み焼き屋をあとにする。

　おれが次にオススメする店は、時間っていうか、タイミングが大事なのだ。



「十勝とかちくーん。どこに向かってるんだーい？」

　お好み焼き屋を離れて、十分くらい経ったがさきっぽの声は疲れ知らずだ。

　学校を出てもうかれこれ一時間近く歩いているが、お昼休みの小学生のように元気なさきっぽ。

　いや、疲れ知らずはさきっぽだけじゃねえ。

　ウォーキング（万歩計まで装着してる）を日課としている千歳ちとせの表情にも疲労の色はないし、取材に燃えてる丹下はドーパミン出まくりなのか、表情に疲れなんて微み塵じんもない。

「ちょい待ってくれ。さっき一度近づいた気がすんだが、今はちょっと離れたっぽい。でも、このルートから行けば間違いねえはずだ」

　丹下が表情に「？」を浮かべる。

「近づいた？　離れた？　それどーゆうコト。砂漠のオアシスでも見つける気なの？」

「砂漠のオアシスか。まんざら遠くないぜ、その例え」

　なにか聞きたそうな女の子三人に、おれは人差し指を立てて「しー」と黙らせた。

　……遠くから、おれの探し求めるオアシスの音がしたのだ。

「あっちだ！　おい、みんな。遅れんなよ！」



　百メートルダッシュをした先には……。

　軒を出したワゴン車が停めてあった。

　そのワゴンから南米のお調子者みたいなラテンミュージックが、街宣車よりはいささか大人おとなしいボリュームで流れていて、食欲をそそる肉の焼ける匂においが辺りに漂っていた。

　不審な顔でおれについてきたメンバーもワゴン車を見ると、表情が和らいだ。

　食いしん坊のさきっぽが、新しいおもちゃを見つけた子供のようにはしゃぐ。

「わお！　フランクフルト屋さんだってー」

　フランクワゴンと側面に描かれたワゴンから顔を出す黒人のお兄さん（おじさんかもしれない）が、串くしに刺さった極太のフランクフルトを焼きながら、「美お味いしいよー」と変な節がついた日本語で歌うように陽気な呼び込みをしてる。ワゴンの周りには住宅街の奥様方が買いに集まってる姿が、ちらほら見受けられる。

　ケチャップの甘辛い匂においと肉の匂いは強烈で、つい先ほどプリンパフェを食べたはずなのに、胃袋は次なる食事を求めるように空腹に似た感覚を訴え始めた。

「車での移動販売か。石焼き芋やたこ焼きは見たことがあるが、フランクフルトは初めて見たな」

　千歳ちとせがそう呟つぶやき、丹下たんげがその場で「あ！」となにかに気づいたように一度跳はねた。

「このワゴン知ってるし。幻のフランクフルト屋だわ」

「……まぼろし？」と、千歳。

「そうなの。ってか、うちらメッチャ運がいいっ！　噂うわさで聞いたコトある幻の移動販売グルメ。こんな適当に歩いてて見つけられるなんてすごい偶然じゃん」

「ちっちっち」

「十勝とかちちゃん。『ち』がどうしたの？　出血でもしたの？」

「なあ丹下、これが偶然だと思うか？　おれが紹介したい買い食いフードはあのフランクフルトよ」

「え!?　チョット、ナニずるいコトゆってんのよ」

　丹下がおれに詰め寄ってくる。

「いつどこに現れるか全まつたくわかんないから、幻のフランクワゴンなワケじゃん。十勝ちゃんは今日営業してて、しかもここにきてるってわかったワケ？」

「ああ、そういうことだ」

「嘘うそだっ。だってフランクワゴンは完全なランダム営業で、店主の気まぐれでワゴンを走らせてるって噂だよー」

「ちっちっち。このフランクワゴンの販売ルートには法則があるんだ。そして、おれはその法則がわかるんだ。だからよ、今日ここで出会えたのは偶然じゃなく必然なんだ」

「えっ、なんで販売ルートなんて知ってんの!?」

「それはな……」

　丹下が興きよう味み津しん々しんの目をおれに向けてくる。

　おれはフランクワゴンの販売ルートがわかる、とっておきの秘ひ訣けつを言い放った。



「おれが誰だれよりも下校を愛しているからだ」



「……十勝ちゃん、まさかそれで説明を終えようとしてるの」

「いや、だってそれ以外説明しようがねえよ。なんとなくこっちにいそうってのがわかるんだ。きっと下校の神様がおれに教えてくれてんだぜ」

「なんでだろ。下校についてワケわかんないコトゆってる十勝ちゃんを見てると、苦い薬を水なしで飲んでる気分になるんだけど」

　おれが丹下たんげとやりとりしてるうちに、さきっぽは千歳ちとせの手を引いて、フランクワゴンに駆けて行っていた。

　幻のフランクフルトを食べられるとあって、丹下もいつまでもおれに構ってる場合じゃないと思ったんだろう。「チョット、待ってよー」と駆け出していった。

　幻のフランクフルトは、一本三百円。

　女の子達に続いて、おれもすぐさま購入した。

「うわー。大きいっす。太いっす」

　さきっぽは長さ二十センチはあろうかっていうビッグサイズのフランクフルトに、興奮気味だ。

　おれもかぶりつく。

　頬ほお張ばった瞬間にこぼれる肉汁の旨うまさ。

　たまらん！

　中学んとき、学校帰りの校門、おれの目の前をたまたまこのフランクフルトのワゴンが通りかかったことがあった。おれはあのとき、すぐ側そばの信号で停まったこのワゴンに駆け寄り、フランクフルトを食べたんだ。

　それがおれの中学時代唯一の買い食い。

　あの頃ころ食べた味と同じ、今も絶品のフランクフルトだ。

　おれは一人、思い出に耽ふけっていたため無言だったが、極太のフランクフルトを頬張る女の子達も口が塞ふさがれているため、無口だった。

　……なぜだろう？

　フランクフルトを咥くわえる女の子の姿には、妙にドキドキさせられる。

　見てはいけないものを見ているような。

「ふえぇ、どかぢふぁん。ふぉっふっ」

　丹下がこちらを見て、なんか言ってる。

　フランクフルトを咥えた丹下のぷるんとした厚い唇の端から、白っぽい液体が零れている。

　ああ、フランクフルトについてた特製のマヨネーズが垂れたんだろう。

「ふぉっふっ！」

　ふぉっふっ？

　どうやらティッシュと言ってるようだ。

　おれは鞄かばんからティッシュを取り出して、丹下の口元をササッと拭ぬぐおうとしたら、前まえ蹴げりを見舞われた。拭ふこうとしたのは余計だったようだ。あくまでティッシュだけ届ければよかったっぽい。前蹴りはむごい。

　いち早く食べ終わったおれは、女の子達が無言でフランクフルトを食べるシーンを脛すねをさすりながら眺める。

　千歳ちとせはなぜか涙ぐんだような表情で、もぐもぐしてる。おれと目があうと、背中を向けてしまった。

　全員が食べ終わり、採点カードを丹下たんげから受け取る。

　よし、採点を始めるか。

　……そして。

　四人の採点カードが出で揃そろった。



　味『◎』　居心地『☆』　ボリューム『○』　値段『◎』（おれ・13点）

　味『×』　居心地『？』　ボリューム『△』　値段『◎』（千歳・３点）

　味『◎』　居心地『××』　ボリューム『○』　値段『◎』（丹下・６点）

　味『◎』　居心地『うーん』　ボリューム『×』　値段『◎』（さきっぽ・５点）



　四人の採点カードに目を通して、おれはすぐさま隣の千歳に詰め寄った。

「なぜだ！　なぜこの幻のフランクフルトの味が『×』なんだ」

　完食後の串くしを持った千歳が申し訳なさそうな顔で俯うつむいた。

「十勝とかちよ。本当にすまないのだが、わたしは……フランクフルトが苦手なんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「え？　いや、でも千歳ちとせ、肉は別に嫌いじゃないよな？」

「お肉は好きだ。……実は昔フランクフルトを初めて食べたわたしは、そのあまりの美お味いしさに食べ過ぎてしまい、吐いてしまった。しかもそれをクラスメイトに見られてしまって……以来人前でフランクフルトを食べるとそのときの辛つらい記憶が蘇よみがえり、味が全まつたくわからないんだ」

　フランクフルトを販売してるワゴンの側そばで、フランクフルトを嘔おう吐とした思い出を話し出す。新あら手ての営業妨害ではないはずだ。

「でも千歳、今完食したよな」

「あ、無味でも食べるのは可能だ。それに、食べものを残すなんてのは嫌だからな。勘違いしないでくれ。味そのものが苦手なんじゃないんだ。フランクフルトを食べてる姿を人に見られなければ美味しく食べられるんだが」

「えー、でもみんな食しよくに夢中だったから、誰だれもチキララのことを注目してなかったんじゃないかい？」

　そんなさきっぽの疑問に、千歳は上目遣いでおれを見る。

「と、十勝とかちと目があった。十勝はわたしを見ているのでは、と思ってしまって」

　そうか。おれが千歳の食べてる姿を見なければよかったのか。

　このあと、丹下たんげに「ナニ見てんの？　十勝ちゃんやらしい」と責められたが、おれは気にせず千歳にお願いをした。

　味がわからなかったんなら『×』評価じゃなく、せめて『△』にしてくれ、と。

　だが結局味がわかんないから『×』評価は覆くつがえらなかった。申し訳ないと平謝りなのに千歳きびしいぜ。

　ということで、おれは千歳を責めるのを諦あきらめた。

　採点カードの最も気になる項目を女の子達に問とい質ただすことにした。

「居心地の項目によ、おれの知らねえ記号っていうか、記号じゃないのもまじってるんだが」

　女の子達が互いに目配せをする。「だってさー」丹下が代表して答えてくれるようだ。

「居心地もなにも、ここって完全野外じゃん」

「おう、そうだぜ。ってことは居心地の項目はやっぱ『☆』だよな」

「チョット十勝ちゃん。『ってことは』の意味が全くわかんないんだけど」

「おれ達は休みの日に美味しく食べられる外食先を探してるんじゃねえ。学校帰りの買い食いナンバー１フードを探してんだろ」

「もちろんそうよ」

「なら、これぞ下校時に食べるからこそ、うまさに拍車がかかってる食いもんじゃねえか。なんたって、歩き食いができるからな！」

「歩き食い？」オウム返しする千歳ちとせ。

　おれは木の串くしを天に突き刺し、語った。

「真の買い食いナンバー１フードは、食べながら歩いて家路に向かえることにあり！　場所を選ばねえ。好きなところで食べていい。これぞ居心地『☆』じゃねえか」

「……十勝とかちちゃん。それ居心地って言葉の意味違くない？」

　言葉の意味。そのワードにすぐ反応するのは千歳であり、次の瞬間には愛用の辞書が鞄かばんから取り出されていた。

　丹下たんげが「キララ、意味は？」と促うながす。

　千歳は辞書の開いたページを、おれ達に向けてきた。



『いごこち【居心地】　　すわって・（住んで・あるポストに就任して）みた時の感じ。』



　……。

　納得したような、していないような丹下は辞書のページから目を逸そらす。

「ひとまず十勝ちゃんのゆってるどこでも好きなとこで食べられるってのは、居心地の項目とは違うよ」

「じゃあ、居心地の採点はどうなるんだ。誰だれに遠慮することなくいくらだって長居できるんだから、文句なしに『☆』だろ」

「バカ！　路上で長居したって、しょうがないじゃん」

「いやいや、路上じゃなく眺めのいいビルの屋上に持って行って食べてもいいし」

「そんなビルどこにあんのよ！」

　おれが自由に好きなとこで食べられる素晴らしさを語っていたら、千歳が賛同してくれる。

「誰も人のいないところに食べ物を持ち込み、一人そこで静かに食べることができる……十勝よ、これは確かに居心地『☆』だな」

「チキララぁ。でもね、誰も人がいないところっていっても、あーし達がいるから厳密にいうと一人じゃなくて四人だよねっ」と、さきっぽ。

「あ。そうか一人じゃないのか。それでは……『☆』ではなく『○』だな」

「チョット！　なんでうちらがいると居心地の評価下がるのよ。それ無視できない問題な気がすんだけど。掘り下げていい？」

　丹下が千歳に詰め寄ってる隙すきに、おれは採点カードの人数分の計算をする。

「一軒目の丹下のプリン専門店が24点。おれのフランクワゴンは27点か。ふっふっ」

　おれの笑い声に丹下が振り返り、「チョット待って！」と唇を尖とがらせる。

「その27点ってゆーのさ、十勝ちゃんの居心地の項目が『☆』のままで計算したでしょ」

「おう、もちろんそうだけど」

「それダメだから！　居心地の項目はノーカウントにしてよ」

「その頼みは聞けねえな。好きなとこで食べられるのはこのフランクフルトの美点なんだ。まぁ、居心地とは少し意味が違うかもしれねえけど、なら加点があってもいいだろ」

「じゃあ、一つゆわせてもらうけど」

「おう、なんでも言ってくれ」

「買ったものを好きなところで食べられるから、居心地の項目は『☆』だって主張しちゃってるんだよね」

「ああ、そうだ」

「そしたらさ、コンビニで買った十円のガムや飴あめだって、居心地は『☆』になっちゃうよね」



「「「……あっ」」」



　おれと千歳ちとせとさきっぽの声が重なった。

　丹下たんげはおれ達の反応に手ごたえを感じたのか、さらに続ける。

「十勝とかちちゃんの理屈だとね、テイクアウトできる食べ物とかコンビニで買えちゃうものとかは、なんでもかんでも居心地の項目『☆』になっちゃうじゃん」

「うぅ、確かに」

　丹下の言ってることは納得せざるをえねえ。

「ってワケなんで、テイクアウトした食べ物の居心地の項目はノーカウントにしてよね」

「わ、わかったよ。じゃあ丹下の『××』もノーカウントにしろよ、マイナス２点はナシだからな」

「いいわよ」

　そして、計算し直した千歳が「もう一度採点を発表する」と声を上げた。

「まりものプリン専門店24点。十勝のフランクワゴン24点。……うむ、同点だな」

　くそっ。同点か。

　丹下も同点には満足なんかしてねえんだろう。おれを睨にらみつけてくる。

　おれと丹下のライバル心むき出しの視線のやりとりなど関心ないように、さきっぽが「あはっ」と、その場でスキップする。今日のさきっぽは美お味いしいものを食べ続けていて、ひどくご機嫌だ。

「それじゃ。次の買い食いするとこは、あーしのオススメでいいかなー？」

　さきっぽは、おれと丹下にっていうより千歳に聞いたような姿勢だ。

　千歳は頷うなずいた。

「申し訳ない、よろしく頼む。わたしはまだオススメ先を考えている最中で」

　ということで。

　おれ達はさきっぽのオススメ買い食いフードへと向かうことになる。



　さきっぽのオススメ先は、フランクワゴンからバス移動（バスで三駅くらいは先らしい）するのがベターな距離にあるらしいんだけど、プリンパフェとフランクフルトを完食し、カロリーがどうにも気になる千歳ちとせが徒歩で行こうと提案し、別段強硬な反対意見もなかったので徒歩移動になった。

　コンビニやファーストフード店に通りすがると、○○っていうメニュー美お味いしいよねーというようなフードトークにも華が咲き、話しているだけで食べた気分になれそうだった。

　そしていつしか食べ物しりとりが始まり、気づけばフランクワゴンをあとにして二十五分が過ぎた頃ころ。

　やっと、さきっぽのオススメの店に着いた。

　今日は買い食いナンバー１フード探しという名の遠足だ。

　疲れ知らずのさきっぽが「にゃはは」と、新たな食事を前にお腹なかを撫なでている。

　おれ達は、幹線道路に面した商業施設や飲食店が並ぶ通りに赤いのぼりを出す、無ぶ骨こつな鉄筋コンクリむき出しの二階建ての建物を見た。

『カレーハウス　デストロイヤー』

　さきっぽは入り口に向かって、ずんずん進んで行く。のれんをくぐる前に小さな背中が振り返る。

「ここはすっごいボリュームだから、お腹いっぱいになれるよん」

　それを聞いて思い出すことがあった。

　さきっぽはプリンパフェだけじゃなく、フランクフルトのボリューム項目も『×』をつけてる。

　あれじゃ全然物足りないのだ。そのさきっぽがこの店に関しては、お腹いっぱいになれると太鼓判を押す。

　いったいどんだけ大盛りのカレーが出てくんのか？

　丹下たんげが不安げな声でさきっぽに聞いた。

「大盛りなのはいいんだけど。量多い分、値段も高めになっちゃったりしないの？」

「へへーん。そんな心配ご無用だよ。びっくりするくらい安いよぉ。むしろタダ同然ちっくなんだよぉ」

　そんな激安カレー屋があったのか。おれは知らなかった。

　丹下も千歳もこの店の存在は知らなかったようで、のれんをくぐるときはワクワク感が表情に浮かんでいた。

　初めて入る店はちょっと気分が盛り上がるんだ。



　テーブルについてメニューを広げる。

　いろんな種類のカレーの写真と、店内に漂うカレーの匂においが食欲をそそる。

　カツカレーうまそうだ。

　と、頬ほおが緩ゆるむのもつかの間、値段を見ると千円とある。

　ん？

　一番安いチキンカレーでも七百円。

　さきっぽが来店前に言っていたように特別安い店とは思えない。

　なんかお得なメニューを見落としてるんだろうか？

　……。

　壁に貼はられた短冊のメニューを見回したが、びっくりするような激安メニューはねえようだけど。

　丹下たんげも同じことを思ったようだ。メニューには目もくれず、けれどルンルンとした顔のさきっぽに「ねえ、さきっぽ」と小声で質問をぶつける。

「この店って、ボリュームたっぷりな感じがするけど、値段は別にフツーって感じじゃない？」

「えー。そんなことないっすよ。ほんじゃあ、みんなもあーしと同じの頼むかい？　胃袋満足でお財布に超優しいよん」

　どっちみちオススメの一品は、紹介者本人に選んでもらうシステムだ。

　このカレー屋のどのメニューが、さきっぽが推おす買い食いナンバー１フードか、おれ達は当然わかんねえわけだし。だから、注文はさきっぽ任せ。

　お手洗いに行きたい千歳ちとせも「オススメを頼む」と、さきっぽに言い残し、席を立った。

　さきっぽはテーブルの側そばにきた店員に、溌はつ剌らつと言った。

「チャレンジ四人前！」

　バイト然とした若い男は背中に鉄板でも入ったように、いきなり姿勢がよくなった。

「チャレンジ四人前かしこまりました」

　復唱して力強い足取りでカウンターの中へ去って行った。

　……ん？

　なんか嫌な予感がしたのは、おれだけじゃねえようだ。

　気がつけば、丹下と目配せをしていた。

　先に声を出したのは、丹下だ。

「ねえ、さきっぽ」

「なんだい？」

「チャレンジって、なんのカレーなの？」

「えっとねー。ノーマルのチキンカレーだよ」

「ねえ、チャレンジって正式名称なんてゆーの？」

　ちょうどそのときに千歳ちとせが席に戻ってきた。さきっぽの視線が店内の壁を彷徨さまよい、「あれだよ」と指を差した。

　……。

　さきっぽの示した短冊を見て、おれと丹下たんげ、絶句。

　事情をわかってない千歳が戻ってきて、のんびりとした様子で壁の短冊を見て、言った。

「大食いチャレンジカレー三キロ、三十分で完食できたら五千円進呈。失敗したら料金三千円……ほぉ、面白いメニューがあるんだな。三キロのカレーか、すごいな。いったいどんな人がチャレンジするんだろうな。

　……うん？　どうした？　十勝とかちとまりもよ、なぜ泣きそうな顔をしてる？」

「……さきっぽのオススメメニューはそれだ」

「……えっ」

　声を失う千歳。

　丹下は「注文キャンセルしてもらう」と、席を立とうとした。

　だが、時既すでに遅し。

　カウンターの向こうから笑顔の店員が冗談みたいにでかい皿に盛られたカレーを、一人一皿ずつ、四人がかりで持ってきていた。

　ひげ面の店長らしい中年男性が満面の笑みを見せる。

「学生さんが、それも男の子だけじゃなく女の子が三人もチャレンジなんて、いやー嬉うれしい限りです。丹誠込めて作ったデストロイヤーのカレー、しっかり味わってください。それでは用意はいいかい」

　テーブルに皿が並べられ、ご丁てい寧ねいにも店員にスプーンを直じかに手渡しされる。

　ひげ面の店長の右手にはストップウオッチが握られていて、

「大食いチャレンジスタート！」

　ストップウオッチの「ピッ」というちゃちな電子音が鳴って、問答無用でおれ達の戦いは始まっちまった。

　大食いチャレンジを注文してしまっていると気づいてから、ここまでの一連の流れが速すぎて、「いえ、その注文間違いです」って言えるタイミングはなかった。大食いにチャレンジするおれ達に、「頑張れー」と既にエールを送り始めてくれてる女性店員さんを見れば、注文間違えましたなんて全まつたく言えそうもねえ。

　さきっぽはロケットスタートと言わんばかりにスプーンをカレーの山に突き刺して、口への運搬作業を急ピッチで続ける。丹下も「よし！　やってやる」と、チャレンジせざるをえない展開を受け容いれたようだ。カロリーの過剰摂取は嫌だが、食べ物を粗末にすることはさらに嫌な千歳ちとせは、観念したように「いただきます」とカレーの前で両手をあわせ、食べ始めた。

　おれは目の前の大皿のカレーを、しげしげと観察した。

　デリバリーの宅配ピザの一番大きいサイズよりさらに一回りはでかそうな皿に、悪ふざけのように皿の縁ギリギリまでかけられたカレーのルー。ご飯は五合炊き炊飯器の中身を全すべてぶちまけたような量で、白飯の山ができている。

　食べる前から食への欲求を抑えてしまうような圧倒的なボリューム。

　しかも、ふらふらになるくらいの空腹状態からこの大食いにチャレンジするのならまだしも……。

　プリンパフェ、フランクフルトを食べた上で、このチャレンジである。

　無謀とは、このことだ。

　ちなみにカレー屋にくるまで二十五分は歩いたが、徒歩におけるカロリー消費なんて気安めみたいなもんだ。空腹にはほど遠い。

「あれー？　十勝とかちくんどうしたんだい？　まだ一口も食べてないようだねー」

　風車のようにスプーン運びをするさきっぽ。開始二分足らずで皿のカレーの山の端が大きく欠けているのがわかる。

　さきっぽは本気でこいつを完食する気だ。

　下校時のおれに不可能はねえ、を信条にしているおれは無理やり笑ってみせた。

「ハンデだよ。女の子と大食いすんのに、男が同時に食べ始めちゃ格好悪いだろ」

「十勝よ。男前だな」と、千歳。

「十勝ちゃんたら、カッコつけちゃって」と、丹下たんげ。

　おれは大食いの最初の一口目になるスプーンをカレーの山に突き刺した。

　一口、口内に運んだ瞬間……カレーの絶妙なうまさが舌を駆け抜けた。

　うまい！

　しかし、胃袋にはすでに先客がいる。

　でも食す！

　学校帰りのおれの胃は底なしだ。

　おれはカレーを次々と口へ運んでいった。



　……そして、三十分後。

　テーブルには厳しい戦いに立ち向かった四人の姿があった。

　カロリーは気になるものの食べ物を粗末にできない性格で、チキンカレーがもともと好物だったという千歳は、約半分を食べてタイムアップ。

　勝負事はどんなジャンルであっても負けず嫌いで、怒ど濤とうの根性を見せた丹下たんげであったが、約三分の二を食べたところでタイムアップ。

　下校時のおれに不可能はねえと信じ、学校帰りの胃は底なしだぜと自身の身体を誤認識していたおれは、約四分の三を食べたところで、数瞬意識が遠くなり結局ギブアップ。

　百四十三センチの身体に、体重も目測でおそらく三十五キロもなさそうな、我が校一の超小柄女子高生であるさきっぽは、タイムアップまであと五分を残して……。

　カレーライス三キロを完食しちまった。

　しかも、驚きよう愕がくなことに残り五分はおかわり自由の福神漬けを、もりもりと食べていた。

　……さ、さきっぽ恐るべし。

　いったいどんな胃袋してんだ。

　さきっぽは店員にポラロイドカメラでチャレンジ成功の記念写真を撮影され、祝福と共に賞金五千円を手にしていた。

　おれはというとタイムアップしたんだから、早々に店を出て、カレーの匂においがしない世界に行きたかった。

　だが、丹下がテーブルの各自の前に採点カードを配った。

　店を出る前に採点するのが、一応ルールみたいなもんらしい。



　味『○』　居心地『×』　ボリューム『☆』　値段『×』（十勝とかち・５点）

　味『○』　居心地『×』　ボリューム『×』　値段『×』（千歳ちとせ・マイナス１点）

　味『○』　居心地『×』　ボリューム『☆』　値段『×』（丹下・５点）

　味『◎』　居心地『○』　ボリューム『☆』　値段『☆』（さきっぽ・15点）



　採点の記入終了。

　さっそく採点カードを見たさきっぽが「あれれ？」と首を傾げた。

「ええー!?　みんな、どーして値段が『×』なんだい？」

「大食い成功すりゃ五千円貰もらえっけど、失敗したら代金三千円だぞ」と、たまらずおれ。

「千二百円のパフェで『×』ついたんだから。値段の項目は『×』二つだってつけたい感じだから、マジで」

　唇を尖とがらせる丹下に、さきっぽが「じゃあさー」とこの場の全員を説得するように話しかける。

「チャレンジ成功したときは賞金でるんだからそのときは『☆』。で、成功するか失敗するかは確率半々でしょ。せめて間を取って、『○』くらいにしとこうよ」

「確率半々ってどういう推測だよ。おれは何度チャレンジしても完食できる日がくるとは思えねえぞ」

　さきっぽは、「ぶー」と下唇を突きだして不満顔。「あーしはいつでも百％の確率で成功できるのに」と、恐ろしいけどおそらく真実を呟つぶやいてる。「もー、みんなの値段の評価了解するっすよ」と、さきっぽがしぶしぶ納得したようだ。でも納得いってないことが他ほかにもあるようだ。さきっぽは「じゃあさ、もう一つ聞くけど」と言う。

「なんで三人とも居心地項目も『×』なんすかー？」

　丹下たんげが「はぁ」と小さく溜ため息いきをついて、店員が遠くの席で接客していることを確かめると潜めた声で言った。

「この居心地の項目だって、実際『×』を二つにしたいくらいよ」

　なんもわかってない様子のさきっぽは、「え？　なんでなの？」と眉み間けんに細かな皺しわを寄せる。

「三十分間カレー食べてる間中、店員に笑顔で『ファイト』『頑張れ』ってエールを送られまくるのよ。しかも、スプーンを動かす手が止まったら『負けるな』『根性』とか檄げきをめっちゃ入れられて。この上ない居心地の悪さだったから」

　丹下の言い分はおれと千歳ちとせの意見と同じだった。

　千歳にとっては大食い以上にそれが辛つらかったようだ。今は見ず知らずの店員からの視線も集まってないから、安あん堵どした表情でテーブル上のグラスを眺めている。

　丹下は溜め息まじりに続けた。

「味だって本当は『◎』つけたいくらい美お味いしかったけど。最初の五分が過ぎた頃ころから食べたカレーは、お腹なかキツ過ぎてもう味なんてわからない感じになっちゃったし」

　さきっぽはいじけたように「そっかー」と呟いた。

「あーしにとっては、学校帰りの最高の食べものなのになー。次に買い食いナンバー１フードを探すときは別の大食いチャレンジ見つけとくね」

「大食いチャレンジはエントリー禁止よ。……ってか。うーん、どうしよう」

　丹下の顔が、なにか嫌なことでも思い出したみたいに曇る。

　なんで曇ったかは、すぐにわかった。

　お会計である。

　おれと丹下と千歳は、大食いチャレンジ失敗のためカレー代金一人三千円払わなきゃいけない。

　こいつは痛い！

　三千円の出費がもたらす金銭的被害は尋常じゃねえ。買う予定だったものが買えなくなっちまうのは辛いことだ。

　テンションがダウンしちまったおれは、財布を見た。

　そして、単純な三千円の出費より、もっと恐ろしいことに気づいた。

　残金が……。

　三千円もねえ。

　なんてこった！

　おれは頭を抱えたくなる気持ちで、財布から顔を上げたとき、さきっぽが賞金袋をテーブルの上に差し出していた。

「この五千円をみんなの支払いに使ってくれっす」

「「「えっ」」」

　おれ達三人は、救世主を見つめる難民のような顔でさきっぽを見た。

　さきっぽは言う。気のせいか、それは慈愛に満ちた声に聞こえる。

「えーと、みんなの支払う合計が九千円かぁ。この五千円を引いたら四千円。一人千円ずつ払えば大丈夫な感じなんだねぇ」

　さきっぽは大食い成功の賞金五千円をくれるだけじゃなく、おれ達のカレー代の残り四千円すらも一緒に割り勘してくれるという。

　なんて、天使のような心の持ち主なんだ。さきっぽ。

　もとはといえば、さきっぽが大食いチャレンジなんてオススメしなければこんなことにはならなかったのに、みたいなことは思わない。

　今のこのさきっぽの優しさに、おれ達はいたく感謝したいのだ。

　おそらく当分立ち寄ることはないだろうカレーハウス・デストロイヤーをあとにして、採点をもう一度確認した。

　採点カードの合計。さきっぽのオススメ先も24点。

　ということは。

　丹下たんげがオススメしたプリン専門店のプリンパフェ。

　おれがオススメした移動販売のフランクフルト。

　さきっぽのオススメしたカレーの大食いチャレンジ。

　三つとも、24点で並んでいた。



　カレーハウスでの自じ腹ばらは千円で済んだとはいえ……。

　今日はパフェに千二百円、フランクフルトに三百円、カレーに千円。

　つまり計二千五百円も使っている。

　これは一般的な高校生の一日の買い食いの出費としては、でたらめな高額だ。

　次はラストで千歳ちとせの番だが、なるべくお手て頃ごろ価格のフードメニューであってほしいと祈る。

　カレーハウスを出て、ひとまず無計画に大きな通りまで歩いた丹下が隣の千歳に「ねえ」と話しかけた。

「なにかオススメ浮かんだ？　キララのオススメってかなり気になる感じだけど」

　立ち止まった千歳ちとせは、おれ達に向かって「うん」と頷うなずいた。

「買い食いとはちょっと言えないかもしれないけど……みんなと食べたいものはある」

　おそらくさきっぽ以外のおれ達は、一歩歩くごとに胃がズッシリと重さを訴えてくるくらい腹はら一杯だったけど、千歳がオススメする買い食い先には興味があった。

　胃袋やお金の問題で食べられないかもしれねえけど、お店に行くだけは行ってみようと思う。

　足に疲労を憶おぼえ、胃に重さを感じ、おれ達の徒歩はさらに続く。

　バス移動したくたって、定期が使えない区間じゃ当然お金はかかるのだ。

　高校生のおれには、疲労より金欠のほうが耐えられねえ。



　徒歩……二十分後。

　国道沿いを市外に向けて歩いていたおれ達は、彩市いろどりしの小高い丘の原っぱに通りかかっていた。

　買い食いナンバー１フード探しのルールみたいなものなのか、オススメ先案内人にどんなお店？とか、あとどれくらいで着くの？みたいな質問はしないほうがいい、そんな質問をすんのは野暮だ、みたいな雰囲気があって、ここまで世間話はしたものの目的地については、千歳に触れずにいた。

　どんどん街の中心から離れて行ってるし、代わり映えのない住宅ばかりで、コンビニもあまり見かけなくなってきたけど、いったいどこに連れてってくれるのか？

　そして、ある場所でおれ達は立ち止まっていた。

　足の疲れが限界に達したってわけじゃねえ。

　通りかかった道路脇わきの小高い丘の原っぱ。その木の柵さくの向こうには彩市の街並みが広がっていて、柔らかな夕陽が沈む今は、眺めが抜群だったからだ。

　さきっぽは「わぁ」と歓喜の声を上げ、柵に寄りかかりシャッターを切り始める。

　丹下たんげも「うわぁ。こんな場所があったなんて、ぜんぜん知らなかったー」と、ここまで歩いてきた足の疲れなんてなくなったみたいに、その場でスキップしそうなくらい弾んでいる。

　おれも例外じゃない。

　ただ、夕方の街並みを見ているだけなのに、ジーンと胸を打つような感動……って言ったら、ちょっと大おお袈げ裟さ過ぎるかもだけど、いやー、ほんと見み惚ほれちまう。

　おれらがいつも下校している彩市って、こんな街並みなんだよな。

　当然初めて見たわけじゃねえけど、この小高い丘の角度から見る街並みは初めてだったし、こうして日が沈む街並みをぼんやり眺めるのは、すごく久しぶりな気がした。

　おれ達はうまいもんを食べてる最中や、誰だれかが信じられないビックリ発言をした直後じゃなくても、絶句はする。

　美しい景色を眺めてたって、黙っちまうんだ。

　黄金こがね色いろに輝くミニチュア模型のような街並みを眺めること数十秒。

　いつのまにか、おれの隣には千歳ちとせが立っていた。

　千歳の横顔は夕日に照らされて、輝くような柔らかな笑み。

「なあ、千歳。ここ最高だな。いつまでも眺めてたくなる」

　千歳はこちらに振り向いて、「ふふっ」と幸せそうに笑った。

「そうか、ここを最高と言ってくれるか……実は、ここがわたしのオススメなんだ」

　その千歳の言葉に、木の柵さくに寄りかかっていた丹下たんげが振り返る。

「え？　ここがキララのオススメ？　えー、でもどこに食べ物あるの？」

　千歳は顎あごを引いた。でもそれは俯うつむいたわけじゃない。

　千歳の視線の先には、両手に抱えた何粒かの赤い実のようなものがあった。

「……これ、ここに成ってる食べられる木の実。ちょっと甘いんだ」

　甘いって言葉に写真撮影中のさきっぽも反応して、こちらにやってくる。

　どうぞ、というように千歳は両手をおれ達に差し出した。

　さきっぽはためらいもなく木の実を掴つかむと、パクッと食べた。

「にゃは、ちょっとおいちー」



    

  
    
      



    

  
    
      　さきっぽがパクパクと次々食べる。

　千歳ちとせの手の中の木の実がなくなっちまいそう。おれと丹下たんげも慌てて一粒取った。

　口に含んで、薄い皮を噛かむとほんのりと自然の甘さを感じた。

　うまい、と唸うなるほどでは決してないけど、さきっぽの言ったように確かに、ちょっと美お味いしい。

　そして、そのちょっと美味しいこの実は、とってもナイスな味の食いもののように思えた。カレー屋を出てから、空気中の水分すら口内に入れたくねえってくらい腹はらがきつかったのに、また次の一粒が食べたくなる。

「懐かしいって感じがする。小学んとき、食べたコトある気がするみたいな」

　ついさっきまで「満腹で死にそうー」と言っていた丹下も嬉うれしそうな顔で、もう一粒パクついてる。

　おれ達三人の様子を見ている千歳は幸せそうだ。

「お代わりならいくらでもあるからな」

　ちょっと美味しい木の実を食べながら、誰だれもいない小高い丘から夕日に染まる街並みを見下ろす。

　これは、とびっきり贅ぜい沢たくなことのように思えた。

　木の実がなっている枝はすぐ側そばにあり、さきっぽはそれを取りに向かう。丹下が千歳に聞いた。

「キララは最初からここをオススメしようとしてたの？」

「いや、そんなオススメするつもりはなかったんだ。ただの木の実を取るだけだから、買い食いじゃないし。

　……わたしはどこもオススメの買い食いフードが思いつかなかったんだが。今日はお金をだいぶ使ってしまったんで、お金があまりかからない食べ物はなかったかなと考えてみたら、ここが浮かんだんだ」

　おれ達は、それから何粒かの木の実を口に含みながら、日が落ちる寸前の街を眺めた。さきっぽだけは何十粒も食べてた気がするけど。

　原っぱに闇やみが訪れる前に採点カードが配られて、おれ達は採点を開始した。



　味『△』　居心地『☆』　ボリューム『☆』　値段『☆』（十勝とかち・16点）

　味『△』　居心地『☆』　ボリューム『☆』　値段『☆』（千歳・16点）

　味『△』　居心地『☆』　ボリューム『☆』　値段『☆』（丹下・16点）

　味『△』　居心地『☆』　ボリューム『☆』　値段『☆』（さきっぽ・16点）



　採点カードを確認して、おれ達は笑った。

　みんな全まつたく同じ評価をしていたから。

　タダで食べられるんだから、値段の項目が最上級の評価である『☆』なのも当たり前。

　いくらでも食べ放題なほど実っているんだから、ボリュームの項目もやっぱり『☆』。一粒の実のカロリーなんて全然だろうから千歳ちとせも『☆』の評価。

　寝っ転がりたくなる芝生に、抜群の眺望。居心地だって当然『☆』だ。

　ここまでの買い食いナンバー１フード候補は、丹下たんげとおれとさきっぽのオススメが同率一位の24点で並んでいたが、千歳のオススメの合計点は……。



　ぶっちぎりの64点だった。



　丹下が「でもさ」と、木の実の成っている茂みを笑顔で見つめる。

「味の項目が『△』の食べ物が総合得点ナンバー１ってすごいよね」

「いや、おれ『☆』か『△』で悩んだんだ。この実はここで食べる分には『☆』だからよ」

「あーしも悩んだよ。めちゃくちゃ美お味いしいってわけじゃないんだけど、学校帰りにこの場所で食べたら、すっごい幸せな気持ちになれるしっ」

　そう言うさきっぽにみんな頷うなずいた。

　小高い丘の原っぱで食べる木の実の味は、点数にできないよさがあった。

　おれは、採点カードを大事そうに鞄かばんにしまう放送部員に言った。

「よかったな丹下。これで買い食いナンバー１フードが決まったな」

　丹下はなにやら優れない顔をして「うーん」と唸うなった。どしたよ？

「ここは紹介するのは、やめときたいかな」

　千歳が「あ、すまない」と、いきなり頭を下げる。

「やっぱり木の実は買い食いするものじゃないからだよな」

「ううん、それもチョットあるけど、一番はそうじゃない理由」

　じゃあ、なんだろう？

　さては丹下のやつは負けず嫌いだから、千歳のオススメに難なん癖くせをつけて、ナンバー１だと認めない気だろうか？

「ここを紹介してさ、うちの学校の生徒がわらわらくるようになったらせっかくの居心地のよさがなくなっちゃうじゃん」

　変な難癖じゃなく、それはおれも納得できる理由だった。

「……確かに、この原っぱはいつきても誰だれもいないな」

「でしょ。ねえ、ここはうちらだけの秘密にしとこうよ」

「おお、おれ達だけの秘密の場所か。いいな、それ。おれは賛成だぜ」

「にゃはは、あーしもそれいいと思いまーす」

「ねえ、キララもいいかな？　せっかくキララが教えてくれた場所だから、大々的に宣伝したい気持ちでもあるんだけど」

「いいんだ。わたしだけが知っていた安らぎスポットを、十勝とかちやまりもやさきっぽに知ってもらえただけで充分だ」

　この話は円満に決着したようだ。

　そこでおれは新たな疑問が浮かんだ。

「じゃあ丹下たんげ。買い食いナンバー１フードだと放送部で紹介すんのは、どうするんだ？」

「それはね、やっぱり、プリン専門店だよね」

「ちょい待て！　それおかしいだろ。フランクフルトも同点だったはずだ」

「あーしのカレーだって同点だよぉ。カレーを紹介してよ」

　このあとおれも丹下もさきっぽも一歩も引かず、議論は白熱した。



　ちなみに後日。

　今日食べられなかったお好み焼き屋の下校焼きを食べに行ったら、女の子達は大満足してくれた。

　試しに採点してみると、なんと25点。

　買い食いナンバー１フードを探し求めたあの日に、食べれていれば単独優勝ができたのにと悔しくなったが、やっぱり千歳ちとせのオススメ先の64点には遠く及ばないんだと、落胆した。

　あの木の実はほんと不思議で、学校帰りに一人で食べるときよりも四人で食べるほうが、格段に味がいい感じになるんだ。

　あの木の実は、学校帰りの奇跡の食べ物なのかもしれない。

　いや、奇跡ってのはいくらなんでも大おお袈げ裟さかな。



    

  
    
      
第三話　尾行の回



　ＧＷ10も三分の一を消化した五月下旬のとある放課後。

　正面玄関前ロビーに着く。まだ丹下たんげとさきっぽはやってきていないようだった。

　おれは来客者用職員室直通階段に向かった。

　案あんの定じよう、千歳ちとせは掲示板をぼんやり眺めながらひっそりと立っていた。

「よお、千歳」

　声をかけると、ビクッと肩を震ふるわせ、伏し目がちにおれを見る。

「と、十勝とかちよ。こ、こんにちは」

　なんかモジモジしてる。

　千歳は基本怯おびえているような仕し草ぐさなので、あまり気にはしねえ。

　だが、一応礼儀として聞いてみる。

「落ち着きがないみたいだけど、どうかしたのか？」

　千歳はその場で深呼吸したあと、意を決したように言う。

「今日も十勝は、わたしやまりもやさきっぽと一緒に下校するつもりなんだよな？」

「ん？　なんか、おれがいたらよくねえみたいに聞こえるんだが」

「……」

　千歳はなにも答えてくれず、モジモジを悪化させる。

　完全に俯うつむいて、目もあわせてくれない。

「なあ千歳。いきなり黙っちまって、どうしたよ」

「……十勝よ」

　急に顔を上げた女子の瞳ひとみにいきなり涙が堪っていて、そんな表情で名前を呼ばれて慌てない男子高生はいねえ。

　おれは大いに慌てた。

「ち、千歳。なぜに涙？」

　千歳はスクール鞄かばんの外ポケットから白無地のハンカチを出すと、それで素早く目元を拭ぬぐった。

「今日のわたしは、十勝と共に下校してはいけない状態なんだ」

「えっ？　昨日と今日で千歳はなんか状態が違うのか？」

「昨日のわたしと今のわたしとでは大違いだ。昨日のわたしに戻れたら、どれだけいいことか」

「今日の千歳ちとせになにがあったんだよ。話が見えねえんだが」

「いくら十勝とかちがわたしにとって、最も仲のよい男子高生であり、最も信頼のおける同級生であり、最もこれからも親しくしていきたいと考える異性であっても、これだけは言えない」

「随分、おれを好意的に思ってくれてるようだな。嬉うれしいぞ」

「わたしは悲しい」

　千歳は再び涙を滲にじませる。

　いったい今日の千歳はどうしちまったんだ？

「わたしは今日一人で帰る。一緒に帰れないわたしを許してくれ」

　突如、千歳は来客者用職員室直通階段から走り出す。

　おれは慌てて、その背中に声をかけた。

「おい、どういうことだ。用事でもあんのかよ」

　千歳はおれの問いかけにも足を止めず、ロビーを駆けていく。

　長身でスタイル抜群の千歳はやっぱり足も長くて、でたらめに速い。

「あ、キララじゃん」

　千歳の前方に、おそらくロビーに着いたばかりの丹下たんげとさきっぽの姿があった。

「まりもよ。さきっぽよ。今日体育の授業はあったか？」

「え、別になかったけど」と、丹下。

「体育はなかったけど、数学ならあったよー」と、さきっぽ。

　体育はないけど代わりに数学の授業があったと、さきっぽはなぜ報告したのか、っていう疑問を問とい質ただすことなく、千歳は「すまん。今日は一人で帰る」と言い残し、玄関へと向かう。そして、バトンリレーの速度で上靴から外靴に履き替え、あっという間に外の世界に飛び出して行った。

　……。

　正面玄関前ロビーには、呆あつ気けに取られたおれ達三人だけが残された。

「十勝ちゃん。なんでキララは帰っちゃったの？」

「いや、おれにもわかんねえんだ」

「用事があるとか、理由的なコトゆってた？」

「いや、おれと共に下校してはいけない状態だとか言ってたけど」

「ナニそれ？　キララどっか具合でも悪かったのかな」

「いや、具合悪いヤツはあんな全力疾走できねえだろ。ってか、なんで具合悪いとおれと下校してはいけない状態になるんだよ」

「だって下校時の十勝ちゃんって、なにかと熱いじゃん。こっちの体力がない感じのときはキツイって思っちゃうかなーなんて」

「それ地味に凹へこむな」

　さきっぽが「むむむ」と、顎あごに手をあてて考えるポーズをする。

「チキララは十勝とかちくんと下校してはいけない状態だけど、一人では帰っていけるんだねぇ。これは謎なぞな感じがするっすよ」

　謎ってほど大層なものでは、さすがにねえけど……。

　おれも気になることは気になった。

　千歳ちとせとは入学以来いつも一緒に下校していた。

　そんな千歳が、一人で帰りたいと言ったのは初めてだったから。



「ねえ、尾行してみない？」



　いたずらっ子の顔でそんなことを言う丹下たんげ。

　おれとさきっぽがちょっと不審な目で見ると、丹下は「だってさー」と、軽い口調で言った。

「キララはまっすぐ帰るっぽくなかった感じするし。なんで今日はうちらと一緒に帰れないのかワケ知りたいじゃん」

「それ、あーしも同感」

　さきっぽは千歳が走っていった玄関の外の世界を、しょんぼりした目で見ている。

「どうしてチキララがあーしのこと置いてっちゃったのか、気になるよ」

「よし、さっそく尾行開始すんよ」と、丹下が胸を張る。

「おい待てよ。なんで今日の下校は千歳の尾行になってんだよ」

「十勝ちゃんは反対なの？　ゆっとくけど、十勝ちゃんに反対する権利ないから」

「権利ないって、どういうことだよ」

「キララは十勝ちゃんと下校してはいけない状態ってゆったんでしょ？　じゃあ、今日キララが一人で帰ったのって、フツーに考えて十勝ちゃんが原因なワケじゃん」

「うぅ……まあ、そうかもしんねえけど」

「十勝ちゃんさ。キララになんか嫌われちゃうコトしたんじゃないの？」

　おれはよく考えてみた。

　全然、心当たりなんてねえ。

　丹下が前髪にササッと手グシを入れながら「もしかしてさー」と、絡んでくる。

「学校帰りにキララのスカートん中をケータイで撮影してたのバレたんじゃない？」

「いきなりでたらめ。なにゆえ盗撮魔の容疑だ」

「ケータイ改造して赤外線カメラで撮影したワケだから、パンツが透けてるんでしょ？」

「おれどんだけメカニックで変態だよ。下校時のおれは特に品行方正だよ」

「と、十勝とかちくん！」

　さきっぽが、プンプンした顔でおれを睨にらんでいる。なんで？

「盗撮絶対ダメ！」

　盗撮っていう穏おだやかじゃない言葉が女の子の口から飛び出たことに、ロビーにいる生徒達の顔が一斉にこちらに向く。

　人を訝いぶかしむ視線がおれに集中。痛いぜ。

　そんな周りの生徒の反応など気にもせず、さきっぽは必死だ。

「早くカメラ出しなさい！　ピンホールカメラなんでしょ？　現物見せてほしいっすよ」

「おい丹下たんげ。さきっぽも止めてくれ。さきっぽはカメラが絡むと目がマジ過ぎる」

　丹下がいたずらっ子の顔で「十勝ちゃん」と呼びかけてくる。嫌な予感。

「罪を償おう。親御さんをこれ以上悲しませちゃダメだよ」

「どれ以上だよ。丹下冗談止めねえと怒るぞ」

　さきっぽが「もー」と唸うなる。

「往生際が悪いっ。これだから最近の盗撮魔は」

「頼むからおれを最近の盗撮魔に仲間入りさせないでくれ」

「十勝くん、再犯は罪重いよ」

「おい、さきっぽ。おれが初犯だって可能性はねえのか」

「初犯!?　十勝くんはなんだかんだ言って無実だと思ったのに、やってたんだね！」

「でっちあげ!?　冤えん罪ざいだ！」

「十勝ちゃん。『冤罪だ』って叫ぶから、みんなの視線集まりまくってるよ」

　丹下がそう言ったが、興奮してるさきっぽは止まらない。カメラが絡むネタの場合、さきっぽには冗談が通じねえ。

「十勝くんは、女子高生のスカートの中を盗撮する男の子が、世間にどういう目で見られるか考えたことあるのかい？」

「あいにく、これまでの人生にそれを考えるきっかけは一度もなかったよ」

　おれとさきっぽのやりとりをニヤニヤしながら見てた丹下が「ねえ、さきっぽ聞いて」と入ってくる。

　お。やっと、おれの誤解を解いてくれそうだ。

　これで正面玄関前ロビーの生徒達の関心もおれから失せるだろう。ひと安心だ。

「十勝ちゃんはね……あれ、さきっぽ、なんで手をグーにしてんの？」

「カメラは性犯罪に使ってはいけません」

　俯うつむいたさきっぽが低い声でそう言ったと思ったら、クッと上げられた顔は正義感に燃える少年マンガの主人公のようになっていた。まっすぐな瞳ひとみがキラキラしてる。

「十勝くんには荒療治が必要っす！」

　突如、さきっぽの右ストレートがおれの顔面を襲った。

　百四十三センチの身長から繰り出されるさきっぽのストレートは、猫パンチと呼ぶのが妥当な一般的な女の子パンチであったが、当たり所が悪かった。アッパーカット気味の角度でおれの顎あごにクリーンヒットし……。

　脳が揺れた。

　そして。

　おれは正面玄関前のロビーの床にテンカウントのダウンを喫することになった。



　ダウンから回復したおれを待っていたのは、さきっぽの平謝りだった。

　どうやら盗撮魔の疑いは晴れたようだ。

「あーしとしたことが面目ない。十勝とかちくんがそんなことする人じゃないって、よく考えればわかるはずだったのに。いろいろ見失ってしまったよ」

「見失い過ぎだよ」

　盗撮魔濡ぬれ衣ぎぬ騒動も一段落し、丹下たんげは本題に戻した。

「で、キララの尾行始めよっか」

「尾行っていっても、肝心の千歳ちとせが今どこにいるかわからねえだろ？」

「キララが学校出てまだ五分くらいしか経ってないでしょ。で、校門を右に曲がってったのは見えたの。ってことは校門を出て右の道をダッシュしてけば、キララに追いつけるワケでしょ」

「えっ。尾行ってそんな簡単な話じゃねえだろ」

「とにかく右の道をダッシュしてみようよ。そんでキララに追いつけなかったら諦あきらめる感じで。ねえ、ダメもとでやってみるの」

　別に今日は学校帰りに、やってみたいことや寄りたい店はなかった。

　結局、軽い気持ちで尾行案に乗ってみた。

　だって、校門を出て右にダッシュすれば、千歳に追いつけるなんて思ってもみなかったし。

　……でも、このあと。

　校門を出たおれ達は七分後。

　ダッシュした先に、千歳の背中を見つけた。

　軽い気持ちで追っかけたのに、千歳を発見できたことにおれはテンションが上がった。

　尾行のことなんて忘れて、千歳に声をかけようとしたら。

　丹下とさきっぽの手が伸びてきて、おれは近くの電柱の陰に押し込められた。

　なにすんだよ！

　と、言おうとしたおれの口は丹下の手で覆われる。

　丹下たんげの羽は交がい締じめにあったおれ。さきっぽはどこで手に入れたのか、コーヒー牛乳を持ち、あんぱんをパクついて、前方の千歳ちとせを見つめている。尾行する刑事のイメージが使い古された昭和だ。

　さきっぽは「むむむ」と、難しい顔をする。

「チキララの様子が変っすね。辺りを気にしてるのかキョロキョロしてるよ」

　おれの背中で丹下が言う。

「キララの背中さ、怯おびえてるようにも見えない？」

　いいから羽交い締めを解いてくれ。

　耳に息が当たってこちょばい。

　……そ、それと、さっきから背中に妙に柔らかいものが当たってるんだけど。お嬢さん、こいつはおっぱいとかボインボインとかバストとかジャパニーズドリームとかいろんな名称で呼ばれるあいつですよね。

　……イカン。

　ドキドキはイカン。

　おれの頭から冷静さが奪われる。

　丹下は自分の胸部によって、心拍数が上昇している男の存在など気づきもせず、真面目まじめな声で言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「キララ、キョロキョロしてるから尾行してるの気づかれないようにしなきゃね」

　前方の千歳ちとせの背中が段々小さくなっていく。

　確かに、なぜか落ち着き無く周囲に視線を飛ばす千歳の尾行は、かなり気を使わないといけなさそうだ。

　おれ達はひとまず電柱待機。

　丹下たんげとさきっぽは、千歳が百メートルは先のＴ字路をどっちに曲がるか見届けてから、次の移動を開始するつもりらしい。

　……。

　黙って千歳の背中を見守る数秒。

　さきっぽは「はうあっ」と、なにかに気づいた様子。

「辺りに気を配りながら、怯おびえた感じで帰る。こ、これは、もしや」

　もしや、なんだよ。と答えを求める目でおれはさきっぽを見た。



「チキララは犯罪の被害に遭ってるんじゃないっすか」



　飛躍しすぎだろ。と、ツッコミたいところだったが、未いまだ丹下に口元を押さえられたままのおれは黙るしかなかった。

　丹下も、犯罪になんて巻き込まれてるわけないじゃん、と思ったはずなんだが、この巨乳ナルシストには、かなりタチの悪いいたずらっ子の一面がある。今のさきっぽをからかうと面白そうって、いたずらっ子のセンサーが働いたんだろう。

　丹下はさきっぽの不安を煽あおるように言う。

「キョロキョロ怯えながら帰るってコトは、それってストーカー被害じゃない？」

　また適当なことを言いやがったなと思ったが、さきっぽはやけに深刻な顔して「ストーカー」と呟つぶやいた。

「大変っす。大変っす。チキララが無事に帰れるように、有事の際はあーし達が護衛しなきゃ」

　丹下は悪いやつだ。さきっぽをからかってみたら案あんの定じよう面白い反応をするのを見て、その横顔がニヤッとした笑みに変わる。

　丹下はさきっぽの調子にあわせて、悪ノリを続ける。

「護衛大事だね。ストーカーが物陰からいきなりキララに襲いかかってくるかもだから」

「むむむ、憎きストーカーめっ。たんまりはチキララのストーカーが誰だれか心当たりとかないかい？」

「うーんと、そうだなー。当然ストーカーのコトをキララは避けようとするでしょ」

「うんうん」

　さきっぽは素直に頷うなずいている。

　丹下たんげはなにか大事なことを思い出したように、ぷるんとした厚い唇を「あ」の形に開ける。おれにはそれがわざとらしい芝居に見えた。

「そーゆえばキララって、今日は十勝とかちちゃんと下校してはいけない状態ってゆってたんだよね」

　丹下は楽しくて仕方ないっていういたずらっ子の顔で、そんなことを言いやがる。

　さきっぽの顔がクイッとおれに向けられる。

「十勝くん！」

　なんだろう。名前呼ばれただけなのに、嫌な予感しかしねえ。

「十勝くんはただの盗撮魔じゃなく、ストーカーでもあったんだね」

　のんきに丹下の胸の感触を背中に感じてる場合じゃなかった。

　おれの口を塞ふさぐ、丹下の手から逃れた。

「盗撮の疑いは晴れてなかったのか!?」

「ストーカーはケースバイケースだけど、基本やっちゃいけない行為だよ！」

「やっていいケースはどんなだよ」

「十勝くん、反省の色が見えないね。これはいけないよっ」

「反省する事柄がねえよ。……おい、さきっぽ、なぜ手がグーになってるんだ？」

「十勝くん、目を覚まして！」

　背中にいたはずの丹下がスッとおれの後ろから離れていき、さきっぽのパンチがおれに襲いかかる。

　百四十三センチのさきっぽのパンチは全然弱っちい威力のはずなのに、おれにとってはなぜか毎度当たり所がよくねえ。

　前回は顎あご。

　今回は……のど仏に食らった。

　カメラ絡みのことだったり、千歳ちとせに危険な目が迫ってる的なことだと、どうやらやけに暴走気味になっちゃうさきっぽ。

　今日の彼女は、とっても純粋ですこぶる暴力的だ。



　このあとも尾行は続いた。

　千歳はまっすぐ家に帰る様子もなく、建物の陰に入りケータイで電話したり、銀行のＡＴＭでお金をおろしたり（コンビニでおろさなかったのは手数料がかかるからかな。高校生に手数料は痛い）、そして、何度か公衆トイレやコンビニのトイレに寄ったりしていた。

　その都度、丹下はさきっぽに不安を煽あおるようなことを言い続けた。

「物陰で電話でしょ、それにお金を用意するなんて行動から考えるに……わかった。キララの家族が営利目的の誘拐に遭った感じじゃない」

　ここまでデマカセを言う丹下たんげも丹下だが、

「誘拐!?　やばいっす。チキララ家の危機だぁ」

　ここまで丹下の言うことを信じ切るさきっぽもすげえ。

　さきっぽはゲームや遊びになるとずる賢かったりすんのに、小学一年生のような純粋さで、サンタクロースさえ未いまだに信じてると言っても頷うなずけるような素直な一面もあった。しかも千歳ちとせのような友達のこととなると、その純粋さが加速するようだった。

　とりあえず、いたずらっ子のデマカセを止めねえと、可哀かわい想そうにさきっぽは千歳に対して心配を募らせるばかりだ。

　でも、おれも気になってはいた。

　さすがに犯罪に巻き込まれてるとは思わねえけど、一人っきりの千歳の下校は不審な行動が目立つ。

　千歳、いったいどうしたんだろう。



　千歳を尾行し始めて三十分が経過した頃ころ。

　千歳は中規模のスーパーの入り口にいた。

　一階が食料品売り場で、二階は本屋とかＣＤショップとかアパレル関係のテナントがちらほら。

「身代金の受け渡しっすかね」

　さきっぽは緊張感のある声でそんなことを言っている。

　女子高生が学校帰りにスーパーに寄るなんてのは、全然普通のことだけど……。

　その行為自体はありきたりでも、千歳の様子がちょいと異常だ。

　相変わらず落ち着き無くキョロキョロしてる。

　モジモジ歩いていく千歳を追いかけて、おれ達もスーパーの店内へ入っていった。



　千歳はエスカレーターですぐさま二階へと上がっていき、向かった先は……。

　下着専門店であった。

　……下着売り場。

　それは男子にとっては、ＫＥＥＰ　ＯＵＴのテープが貼はられた殺人現場より入りにくい聖域だ。

　下着専門店入り口の下着姿のマネキンとにらめっこしてる千歳を、おれ達は少し離れたところから見守る。

　下着売り場は千歳にとっても恥ずかしいのか、店に入るのを躊ちゆう躇ちよしてるように見える。

「こんなところで身代金は渡さない気がするなぁ」

　気の抜けたようにそう呟つぶやくさきっぽに、丹下たんげのデマカセがまた炸さく裂れつする。

「悪い男に引っ掛かったのよ」

「えっ？　どういうことだよ」

　思わず口を挟はさんだ。

「キララはこれから悪い男に会いに行っちゃうワケなの。それで下着を買いにきたのよ」

「ちょい待て。悪い男に会うのと下着購入の因いん果が関係全まつたくわかんねえぞ」

「十勝とかちちゃんバカなの？　もしかしてＩＱ２なの？」

「ＩＱ２しかなかったら、それ人間じゃねえよ」

「ってかさ、悪い男ってゆえば女から金を取ろうとするヤツらなワケでしょ」

「それ以外にも悪いヤツの種類はいろいろありそうだが、まあそういうヤツもいるだろうな」

「で、キララは女子高生だからそんなお金持ってないでしょ」

「おう。まあ、そうだな」

「きっとＡＴＭでおろしても、まだ足んないのよ。だから、下着を買うの」

「なんでそこで買い物すんだよ。下着買ったらお金が減るだろ」

「これから増やすの。今つけてる下着をブルセラショップに売ってお金にするみたいな」

　よくもまあ、これだけデマカセが思いつくもんだ。

　丹下はこれを本気で言ってない証拠に、話してる最中に何度か唇の端をペロッと舌で舐なめた。嘘うそをついてるときとか、テンションが上がってご機嫌になってるときの丹下の癖くせだ。

「チキララを助けにいくよぉ」

　さきっぽの瞳ひとみは正義感に燃えてる。

　そして。

　下着売り場の入り口で逡しゆん巡じゆんしてた様子の千歳ちとせが店内に入っていく。丹下とさきっぽがおれの手を引っ張って店内に入ろうとする。

　おれは一気に必死になる。

「待て待て、おれは下着売り場なんかに入れねえよ」

　さきっぽが厳しい目で振り返った。

「十勝くんは、チキララが悪い男に騙だまされてボロボロになっちゃって、人生に絶望しちゃって、先立つ不幸をお許し下さい的なことが起こってもいいっていうのかい？」

「飛躍!?　そんな大おお事ごとじゃ絶対ねえから」

　抵抗虚しく。

　おれはジリジリと女性下着専門店の中へと引き込まれていった。

　右を見ても、

　左を見ても、

　ブラジャーにパンティーだらけ。

　色とりどり。

　それに形もいろいろ。

　女性下着といえども、誰だれかがそれを身につけてるところを見たわけでもねえのに、ドキドキしちまうのはなぜだろう。

　ブラジャーといえども、パンティーといえども、所しよ詮せんただの布じゃねえか。繊維じゃねえか。

　それがどうしたっていうんだ。

　なんも動揺するもんじゃねえはずだ。

「十勝とかちちゃん。どう？　女の子の下着ってカワイイでしょ」

　否！

　これは動揺する。

　店内の下着は所詮布であり、繊維であり、この場でそれらを着用しているマネキン共は所詮無機質なプラスチックだが、おれには想像力がある。

　すぐ隣にいる丹下たんげやさきっぽが、こういうヒラヒラしたり、フリフリしたり、ちょっと透けてたりするやつを身につけている可能性が０ではないと、想像しちまうことに動揺の原因があるんだ！

　淡い黄色。

　淡い桃色。

　淡い青。

　純白。

　目の覚めるようなピンク。

　しっとりとした黒。

　色っぽい色だらけ。

　おれは下校時に、いつも目にしてるアスファルトのくすんだ鼠ねずみ色が無性に恋しくなった。

　ここは、精神の不安定を招く魔性の地だ。

「ねえ、十勝ちゃん。ダラダラ汗かいてどしたの？　熱いの？」

　話しかけてきた丹下と目があう。

　見慣れた千恵里ちえり高のその制服の下に、丹下はこの下着売り場に並んでいるような下着を身につけているのか？

　ダメだ。

　意識をしっかり持ておれ。

　気を抜いたら、お嬢さん何色のパンツ履いてるの？と真顔で聞いてしまいそうになる。

　おれは今、初めて通る下校の道を歩いているときくらいドキドキしている。

　前を見ても、

　右を見ても、

　左を見ても、

　ハレンチ！

　おれは視界に救いを求めて振り返った。

　視界の向こう……そこには本屋があった。

　何度か行ったことがある本屋だ。おれがマンガを買ったことがある本屋のすぐ側そばに、こんなに過激な場所があったとは！

「あ、キララ。いつのまにかお会計してる」

「おお。ほんとっすね。……あれ？　買い物終えたのに、試着室に行くよぉ」

「買った下着をそのまま履いて帰るみたいな。今まで履いてたヤツを売る気ね」

　どこまで丹下たんげが本気かわかんねえ。

　そして、わかんねえことがもう一つ。視界に捉とらえたガーターベルトの存在の意味がわかんねえ。ガーターベルトなんてものを女の人はなんで履くんだ？

　グローブみたいな大きさのブラジャーが並ぶ棚の横の試着室に千歳ちとせが消えて……。

　しばしの間。

　なにかの我慢が限界にきたのか、友達想いの純粋なさきっぽが千歳のいる試着室に入っていこうとする。え!?　さきっぽいきなりのご乱心だ。

　がちゃがちゃ。

　さきっぽが試着室のドアに手をかけるが、当然カギがかかっている。

　だが、これで諦あきらめるさきっぽじゃなかった。

　ここからが、さきっぽのスーパーアクションシーンだった。試着室のドアノブに片足を引っかけ、さきっぽはジャンプ。

「チキララ！」

　試着室のドアを乗り越え、二階の天井と試着室上部の隙すき間まから、さきっぽは千歳のいるブースに侵入した。

　……。

　おれと丹下、唖あ然ぜん。

　さらには下着売り場の店員さんも呆ぼう然ぜん。そりゃそうなる。超小柄の女子高生が試着室のドアを使って、二段飛びをしたんだから。

　ガチャ。

　試着室のドアが慌てたように中から勢いよく開かれる。

　そこには、いきなり現れたさきっぽの存在に驚いた表情の千歳だ。

　おれと丹下は試着室に歩み寄る。

　店員さんは関かかわりあいになりたくないと思ったのか、別の客の接客に行ってしまった。賢明だ。

　千歳ちとせの隣にいるさきっぽは、決死の表情で言った。

「チキララぁ、悪い男はダメだよ」

　それが伝えたいだけなら、千歳が試着室を出てきてからでもよかったと思うんだが、今のさきっぽは危ないほど真剣だった。

「悪い男？　なんだそれは」

　可哀かわい想そうなのは千歳だ。事情がこれっぽっちもわかってないって顔をしてる。無理もねえ。さきっぽは止まらない。

「チキララの目を覚まさせてあげるっす」

　さきっぽの手がグーになってる。

　おれは気がついたら、駆け出していて……。

　さきっぽと千歳の間に立っていて……。

　――っ!?

　今日三発目のさきっぽのストレートを食らった。

　相変わらずの猫パンチであったが、当たり所はホントによくねえ。

　鼻の頭にもろに食らって、おれは下着専門店の試着室の前で膝ひざをつくはめになったんだ。



　下着売り場を出て、スーパーの二階通路のベンチに座ったおれ達。

　ここまで尾行してたことを、千歳に伝えた。

　勝手に尾行してきたおれ達のことを千歳は腹はらを立てることもなく、逆に申し訳なさそうな顔で直立不動になった。

「心配をかけてしまってすまない」

　千歳は勝手に尾行してきたおれ達に一度頭を下げた。

　そして。

　心配性のさきっぽは、千歳が犯罪に巻き込まれていないことを確認し、ホッと肩を撫なで下ろした。

　ただ、さきっぽが安心したのもつかの間、千歳はおもむろに言った。

「犯罪に巻き込まれてはいなかったが、危なくお巡りさんのご厄やつ介かいになるところだった」

　ん？

　どういうことだろうか？

　丹下たんげが「そーゆえばさ」って感じで千歳に聞いた。

「なんで一人で下着買いにきたわけ？　うちらを置いてくなんて水くさいじゃん」

「うぅ。……それは」

「十勝とかちちゃんがいたら恥ずかしいから一人できたの？　それだって、買い物の最中は十勝ちゃんをスーパーの外で待たせとけばいいんだしさ」

「おれは飼い主の買い物を待つ犬か」

　おれのツッコミはみんなにスルーされ、千歳ちとせはモジモジしながらもごもご言う。

「いや、そ、その、ちょっと複雑な事情がありまして」

　千歳はこの話題を終わりにしたそうだったけど、こんな風に言われて「あ、そうなんだ」と納得するおれ達じゃない。

　丹下たんげはこの話題から毛頭離れる気なんて無いっていう食いつきを見せる。

「ナニその、複雑な事情って？」

　千歳は「むー」と俯うつむいてしまう。

　……。

　無言の十秒。

　家庭の事情的なデリケート方面の事情だったんだろうか。

　答えづらいことを無理に聞いてるようで、なんだか申し訳ない気がしてくる。

　一番食いついてたくせして、女友達には優しく気を使うことができる丹下が「食料品売り場でお菓子でも買おうよ」と、サラッと話題を変えたとき、

「実は、複雑な事情というのは」

　不器用な千歳は自ら話題を戻した。

　千歳の必死な視線がおれに向けられる。

「十勝よ、耳を塞ふさいでくれ！　実は帰りのＨＲ前にわたしのパンツのゴムが切れてしまったんだ」

　耳塞いでくれって言われてから千歳が告白するまで間がなさすぎて、耳を塞ぐの全然間にあわなかった。聞かせたくなかったんだろうけど、もろに聞こえた。っていうか、手で耳を塞いでても聞こえていただろうけど。

「え、キララ。複雑な事情って、パンツのゴムが切れたってコト？」

「まりもよ。パ、パンツなんていう恥ずかしい言葉を言っちゃダメだ」

「キララはすでに二回ゆってるよ」

　さきっぽが「あははっ」と、愉快な笑い声を上げる。

「チキララは、パンツのゴムが切れたからパンツを買いにきたんだ。そっかー」

　千歳が物陰で電話してたのは、お母さんにパンツのゴムが切れたと報告したとのこと。

　ＡＴＭでお金をおろしたのは、パンツの購入資金を調達したから。

　トイレに何度も行ったのは、ゴムの切れたパンツの履き心地が悪く、履き直してみたりと、あれこれ試行錯誤してたらしい。

　尾行中に感じた千歳の不審な行動の数々について、本人からそう説明があった。（ちなみに、ロビーから走り去る前に千歳ちとせが、丹下たんげとさきっぽに体育の授業があったのか聞いた理由は、体操着の下を借りようと思ったそうだ）

　おれとさきっぽが納得してる中、丹下が質問した。

「ねえ、さっきキララはお巡りさんの厄やつ介かいになるかもってゆったのは、なんでなの？」

「もしゴムの切れたパンツがわたしの予想以上にずり下がってしまい、スカートからわたしのパンツなんぞが出るようなことがあれば、街ゆく多く人を不快な気持ちにしてしまうだろう」

「あー、そーゆうコト。わいせつ物なんちゃら罪になると思ったワケね」

　丹下の言葉に千歳は首を振る。

「いや、わたしのパンツを見て不快な思いをした人が世の中に嫌気がさして、自殺してしまうことだってあるだろう。そうなれば、わたしは自殺幇ほう助じよになってしまう」

「そんな罪は絶対問われねえよ！」と、おれはたまらず言った。

　そして、今さっきの話で気になったことを聞いてみた。

「っていうか、千歳は、ストッキング履いてるじゃねえか。パンツずり下がらないだろ」

「十勝とかちよ。予想外の事態が起こることがあるから、人生は怖いのだぞ」

「マイナス思考!?　ストッキング履いてるのにパンツが下がっていったら、軽くマジックだよ」

「ふむ、今回は予想外の事態が起こらずに済んでよかった。わたしのせいで誰だれかが不快な気持ちや絶望を感じずに済んだ。

　わたしの生ナマ足あしは人様にお見せできるものではないと思い、今日までストッキングを履いていてよかった」

　どうやら厄介なネガティブモードに落っこちた千歳。

　丹下がそんな千歳を救うために、明るい調子で言う。

「絶望とか百パーないし。ってかキララのパンツが見れたら、生きる希望もらえちゃう男とかいっぱいいるから。ねえ、十勝ちゃん」

「なんでそこでおれに話題を振ってくるんだ？」

「え、十勝はわたしの、パ、パンツを見ても不快になって死にたくならないのか？」

　千歳がでたらめに真剣な顔で聞いてくる。

　おれはネガティブな千歳を見ると、元気づけたくなる。

　本当は答えにくいから適当に話題を変えちまいたいし、答えないでなんとかごまかしたくなるけど、おれは大おお真面目まじめに返答した。

「死にたくなんてならねえよ。不快にだってなるもんか。生きる希望もらえるよ」

　おれのこの言葉を聞いた千歳は喜んでくれて、全すべてがうまくいくと思っていたのだが……。

　次の瞬間、丹下たんげとさきっぽに「えー」と非難のまじった声を上げられる。

「十勝とかちちゃん、変態じゃないの！　女の子のパンツ見て生きる希望もらえるとかマジキモ過ぎる！」

「十勝くん、変態だったんだね。あーし、変態は嫌いだよー！」

　両サイドの女子に責められ、焦ったおれは救いを求めるように千歳ちとせを見た。

　千歳は真まっ赤かな顔で俯うつむき、呟つぶやいた。

「……嘘うそつき」

「へぇ？」

「十勝の嘘つき。わたしのパンツに生きる希望を与える力なんてない。不快なだけだ。なんで生きる希望なんて大おお袈げ裟さな言葉を使うんだ」

「いや、ちょい待て。そもそも生きる希望って最初に言ったの丹下だからな」

　なんでこうなるの？

　千歳を励まそうとしただけなのに、丹下とさきっぽに変態呼ばわりされ、千歳には嘘つき呼ばわりされる。

　予想外の展開だ（予想外の事態が起こることがあるから、人生は怖いのだぞ、という千歳の言葉を思い出した）。

　どうやって変態じゃねえってことを証明し、千歳に嘘はついてないとわかってもらうことができるか、おれは必死に頭を使う。

　……うーん。

　名案、浮かぶ気しねえ。

　おれを「変態」とはやし立てていた丹下が不意に「あっ」と声を漏らした。

「十勝ちゃんたら、ウケる。鼻血出てるよー」

　おれは鼻に手を当てた。

　生温かい液体が指先に触れる。

　さっき、さきっぽの猫パンチを鼻の頭にくらってから、鼻水が垂れてくるような感覚があって、時折ずるずる鼻を啜すすっていたんだが……鼻血だったとは。

　おれのことを責めるような目で見ていた千歳も顔に心配を浮かべる。

「十勝よ、ハンカチ使ってくれ」

「おお、すまん」

　千歳がスクール鞄かばんの外ポケットから出したそれを受け取って、鼻に当てた。

　……あれ？

　鉄に似た血の匂においの向こうに、なんかほんのり甘い、微かにいい匂いがする。

　なんだろう、この匂い。

　ずっと嗅かいでいたくなるような。

　柔軟剤の匂においかな、とのんきに思っていると、千歳ちとせが血ちの気けの失せた顔でおれの顔を凝視しているのに気づいた。それになぜか、丹下たんげが「キャハ」となにかに気づいたような弾んだ声を上げ、ニヤニヤした顔でおれを見ている。

　ん？　どしたの？

　そして、突然びっくりするようなことが起こった。

　千歳がいきなりおれに渡したハンカチを奪い取り、スーパーマーケット二階の通路で、土下座をしたのだ。

「十勝とかちよ。死なないでくれ」

「えっ。い、いや、自殺願望は全まつたくないつもりだけど」

　土下座の姿勢で、頭を下げたままの千歳が言う。

「十勝よ。気をしっかり持って、聞いてくれ」

「このあと余命半年ですとか告知されそうだな。っていうか千歳、立ってくれよ」

　千歳を起こそうと丹下とさきっぽが千歳の両りよう脇わきを抱えて、立たせた。

　うつろな表情の千歳。生気がない。

「わたし……試着室にさきっぽが急に入ってきたからビックリしてしまって……それで手に持ってたものを見られたくなくて……慌ててスクール鞄かばんのポケットに押し込んじゃって」

　千歳は意味のわかんねえ言い訳じみたことを言ってる。

　おれにはちんぷんかんぷん。

　とりあえず「大丈夫か？」と聞いてみたくなった。

「わ、わたしは平気だ」

「ってかゴメン。血ついちゃったよな。洗って返すよ」

　しかし千歳はおれに貸してくれたハンカチ？を両手の中に握って、身体の後ろに隠した。

　……。

　無言。

　なんで千歳は泣きそうな顔で俯うつむいているんだろう。

　展開についていけねえ。

　さきっぽも困惑顔だ。なのに丹下はまるでバラエティ番組でも観てるように、終始ニヤついた顔でおれと千歳を見ている。

　丹下、なにがそんなに面白いんだ？

　おれがそう聞く前に、逆に丹下から質問された。

「ねえ、十勝ちゃん。キララのハンカチどうだった？」

「え、どうだったって、なにが？」

「えっとねー。目の前で見た感想とか？」

　千歳が丹下に困惑の顔を向ける。なぜ？

　おれは素直に答えた。

「感想？　いや、綺き麗れいなハンカチだったと思うけど。すっごい安らぐっていうか、ああ、とってもいい匂においしたなー。あれは柔軟剤の匂いかな？」

　次の瞬間、丹下たんげは最高に面白いギャグでも聞いた直後みたいに笑い出す。

　反対に千歳ちとせは、すごい真まっ赤かな顔になって黙ってしまう。

　よくわかってないのは、おれとさきっぽだ。

「十勝とかちちゃんってホント立派な変態だね」

「おい丹下。おれはなんでまた変態呼ばわりされるんだ？」

　千歳がおれをまっすぐに見た。

「十勝は今、死にそうではないんだな」

「おれが瀕ひん死しに見えるか。下校時のおれは不死身だぜ」

「では十勝は今、人生に絶望を感じていないのか？」

「馬ば鹿か言うな。生きる希望に満ちてるぞ」

　千歳が丹下とさきっぽに「食料品街でお菓子を買おう」と言って、歩き出す。

「えっ？　ちょっと待って、なぜおれを置いてけぼりにしようとしてんだ」

　数歩先の千歳が振り返った。

「十勝は死にそうでなくても、わたしは死にそうなほど恥ずかしいので、今日は十勝と共に下校してはいけない状態なんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「ん？　それどういうこと？」

「すまなかった」

「なにを謝ってんだ」

「嘘うそつき呼ばわりしてすまなかった。……十勝とかちは嘘つきではなかった」

　千歳ちとせはそのまま丹下たんげとさきっぽを連れて歩いてってしまう。

　おれと同じくなんだか事情がよくわかってなさそうだったさきっぽに、丹下がなにか耳打ちしている。

　えー。驚いた顔のさきっぽの横顔がこちらに振り返って、その小さな口が「へ・ん・た・い」と動いた。

　今日のおれ、変態呼ばわりされまくりだ。

　っていうか、なんでおれ置いてかれんの!?

　おれは気がつかない間に、なにか千歳を傷つけることでもしちまったんだろうか？

　おれは置いてかれた理由を推察するために、食料品街へ向かった。

　三人の女の子を尾行すれば、その理由がわかるかもしれねえから。



    

  
    
      
第四話　放課後デートコースプランを考える回



　サッカーをする者にとって、

　サッカーボールが不可欠なものであるように。

　書道を嗜たしなむ者にとって、

　筆がかけがえのない大事な道具であるように。

　高層ビルの窓ふき業務に勤める者にとって、

　ゴンドラが命を預ける相棒であるように。

　下校を愛する者にとって、

　不可欠でかけがえのない大事な相棒のような道具とは、

　それは……靴である。

　当然の話ながら、靴ならなんでもいいわけじゃねえ。

　長時間の歩行のことだけを考えれば、ウォーキングシューズやランニングシューズなんて代物が安易に思いつくが、下校は競技種目じゃない。

「今からちょっとハーフマラソンでも」なんて思われそうな靴を履いてしまえば、学校帰りに立ち寄った喫茶店や各種商業施設で露骨に浮くとまでは言わねえが、適材適所の感は得られねえだろう。

　それにいったん、ウォーキングシューズ及びランニングシューズの気持ちになって考えてみれば、一向にランニングや散歩道のウォーキングに使用されないのも不本意な話だろう。

　機能性では申し分なしのシューズを下校の相棒として選べねえ理由は、なにより見た目が関係してるんだ。

　制服登校しているおれが、制服のまま下校していくのは言わずもがなの話である。

　その事実をふまえて考えてみる。

　秋の終わりや冬になればコートなどを羽は織おる機会があり、下校時ファッションにもささやかなおしゃれ演出ができるものの、春～夏にかけて上着を必要としない時期は、芸のない制服ファッションで連日下校するはめになる。

　千恵里ちえり高男子間の中で制服姿でいることは当然没個性を招き、その結果ダラダラと無目的で下校してる生徒と、下校に燃えているおれとの外見的差別化は、おれの瞳ひとみが下校に対してギラギラと燃えてる差分以外、ないに等しい。

　外見でも下校を愛していることを表現したい。

　みんなと違うファッションポイントを作り、自分だけのテンションをちょびっとだけ上げたい。

　だが時期的に上着は着ない。

　帽子を被かぶる習慣はない（制服に帽子は似合わない）。

　そこで重要になってくるのは、足元である。

　足元にオシャレさを求めるしかない。

　でも、ただやみくもに個性的で目立てばいいという話ではない。

　目立つだけが目的なら、高下駄でも履くし、陽気な気分にさせてくれそうなビーチサンダルでもやぶさかじゃない。

　だが、ふざけすぎるのは好きじゃない。

　ちゃんと節度を持って、高校生男子として恥ずかしくない格好で、しかもある程度の履き心地のよい靴で、しっかり下校に臨のぞみたい。かつ、万人から「ちょっといい感じ」と思われる靴を履いていたい。

　学校帰りの喫茶店でも場に馴な染じみ、高校の制服との見た目的折り合いも上う手まくつけ、不意に足元を見ることがあれば、その格好良さと頼もしさから安心感を与えてくれる靴。

　そんな靴の名を、人はスニーカーと呼ぶ。

　おれは彼への友好的感情から、「相棒」だとか「下校の盟友」などと呼んだりする。

　おれのスニーカーに対する愛情を、なんか変だ、と思うやつもいるかもしれねえが、そんなことを言うやつはまず自分の靴の踵かかとを見て欲しい。踵がつぶれちゃったりしてないか？

　スニーカーの踵をつぶしながら歩くやつは、おれの敵であり、おれと下校について話す日はこない永久に他人様だ。

　おれはそんなやつにどう思われても気にしねえ。

『ＮＯスニーカー　ＮＯ下校』

　おれはスニーカーへの思いを再確認した。

　そもそもなんでこんなにスニーカーのことを考えていたかというと、相変わらず長い帰りのＨＲで校内弁論大会のお知らせを聞いていたからだ。弁論の課題が「自分にとってかけがえのないモノ」だったのだ。おれがスニーカーのことを考えちまうのも無理ねえ話。

　そして、おれは新たな下校の盟友と出で逢あおうとしている。

　今現在も現役として活躍してくれているおれのスニーカーは、傍目にもかなりボロボロになりつつあり、新しいスニーカーを買おうとここ最近、お金を貯めていたのだ。

　月のお小遣いの半分と、ちょっとした臨時収入、それにお年玉の奇跡的生き残りをかき集めて……。

　只ただ今いま、所持金四千六百円。

　おれが明日の土曜日に買いに行こうとしてるスニーカーは、四千五百円。

　なので。

　今日の下校の出費は、なんとしても百円以内で抑えたい。

　大丈夫だ。

　うまい棒なら十本買える。

　でも、十本いっぺんにレジに持って行けば、消費税込みで百五円取られちまう。

　だから、もし買うときは一本ずつ計十回レジに並んでお会計する。そうすれば消費税切り捨てで百円で買える。

　スニーカーのため、今日はとことん節約下校だ。



　丹下たんげのお昼の放送は、もうこの学校には欠かせないほどの人気を博していて、当然人気が出ると放送部の丹下宛あてへのお便りも多くなる。

　そして、誰だれかを好きになったことがない丹下のもとに、こんな相談の便りが寄せられた。



『　　まり姉こんにちは。



　いつもお昼の放送を楽しみに聞いています。

　特に「まりものラブクリニック」のコーナーは大好きです。

　まり姉のアドバイスは面白いし、最高です。

　そこでぼくも、実はまり姉に相談したいことがあります。

　このたび人生で初めて彼女が出来ました。

　来週の彼女の部活が休みの日には、放課後デートをする予定です。

　放課後デートはすごい楽しみなんですが、初めてなのでいったいどこに行ってなにをすればいいのかわかりません。

　高校生カップルの放課後デートってどんな感じのことをすれば、彼女に喜んでもらえるんでしょうか？

　是非、まり姉のアドバイスが欲しいです。

　おすすめのデートコースとか、デートプランみたいなものがありましたら、教えてください。

　よろしくお願いします。



　追伸・まだクラスメイトにはつきあってることを内緒にしているので、あまり目立たないデートコースでお願いします。



二年男子より』





　放課後の正面玄関前ロビーで、千歳ちとせやさきっぽと一緒にこの手紙（丹下たんげのもとには昨日届いたらしい）を丹下から見せてもらった。

　そんとき一番最初に思ったのは、丹下は上級生の男子からも「まり姉」って呼ばれてるんだなってことだった。面識はなくても、お昼の放送を聞いてる生徒の間では、丹下まりもはすっかり「まり姉」で定着してるのだ。

　おれと千歳とさきっぽが手紙を一通り読み終えたのを見計らって、丹下は言った。

「うちのＧＷ10の小さな方の目標ってさ、なにか憶おぼえてるでしょ」

　ちなみに大きい方の目標は『誰だれかを好きになってみたい』。

　さきっぽが「はいはーい」と手をあげた。

「放送部に寄せられた相談を全すべて答えてあげる、だよねぇ」

　丹下は頭のいい大型犬でも褒ほめるように、さきっぽの頭をナデナデした。

「そうよ。ってワケで今日の学校帰りにする活動はうちが決めちゃっていい？」

　なにか面白いことでも始まりそうな気がすんのか、千歳とさきっぽが笑顔で頷うなずく。

　当然おれも反対する理由はねえ。

　丹下は、本日の下校の活動を発表した。



「『高校生カップルの初めての放課後デートのプランを考える』。こんな感じで」



　……デートのプランを考える。

　未いまだかつてない下校の予感。

　そういう意味では、ワクワクしてくるけど。

　ここで問題が一つ。

　おれ、千歳ちとせ、丹下たんげ、さきっぽ。

　雁がん首くび揃そろってお馴な染じみのメンツが集まってるわけだが、誰だれもデートなんてしたことねえ四人だった。

　放課後デートのプランなんて、逆におれが教えてほしいところだ。

「ナニナニー、みんなして放課後デートなんてぜんぜんわかんないみたいな顔しちゃって」

　おれ達と同じ未経験のくせして丹下は、どういうわけか自信のある態度だった。

「だいじょぶ。ちゃんと用意してるから」

　用意？　なにを？

　丹下は手持ちのスクールボストンから、薄っぺらい紙の束を取り出した。

「みんなにはね、うちが考えた放課後デートプランの検証実験を手伝ってもらうわ」

　検証実験ってなに？

　丹下は二枚綴つづりのＡ４サイズの紙をおれ達に配った。

　まず一枚目の表紙？が目に入った。



『根性なしの男子高校生が初めての放課後デートをバッチリ決めて、彼女の心をグッと掴つかんじゃう最高のデートプラン』



「これなに？」思わず言った。

「放課後デートのプランを考えるにあたって、うちらの今日一日の進行表みたいな」

「相談者の『二年男子』って、丹下の知りあいだったのか？」

「リスナーはうちの信者だと思ってるけど、会ったコトはないわ」

　お昼の放送を聞いてる生徒は丹下を教祖だとは思っちゃいねえぞ。

　ひとまず聞きたいことを進めた。

「会ったことないのに、なんでわかるんだ？」

「ナニが？」

　おれは表紙の一部分を指さした。

「男子高校生の前に『根性なし』っていう修飾語がついてるぜ。なんでこの相談者が根性なしだと思ったんだ」

　同じ疑問を千歳ちとせとさきっぽも抱いだいていたようだ。二人とも「確かに」と頷うなずいている。

「そんなの相談の手紙見たら一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃん」と、丹下たんげ。

　手紙に根性ねえなぁ、と判断できるポイントがあっただろうか？

　おれ達の顔にハテナが浮かんだのを丹下は感じたのか、

「手紙をよーく見ればいいのよ」

　と、相談の手紙をおれ達に見せるように、自分の胸の前に掲げた。

「彼はね、『放課後デートってどんな感じのことをすれば、彼女に喜んでもらえるんでしょうか？』ってゆってんのよ。ねえ、この部分に根性ないなってわかるヒントがあるじゃない」

　え？

　いきなりの難問だ。

　丹下は授業中の女教師みたいになって、「はい、キララ答えて」と解答を求め始めた。

「あっ、えっと。字が薄いな。ということは……筆圧弱い。なるほどこんなヒントが隠れていたのか」

「なんのヒント見つけちゃってんの！　筆圧弱いのと根性は関係ないから」

「ただ単に筆圧が弱いのではなく、ＨＢの芯しんを使ったから字が薄いって可能性もあるな」

　丹下は千歳の相手が面倒臭くなったんだろう。「はい、さきっぽ答えて」と、解答権を移動させた。

「うーんとですねぇ。シャーペンで書いてるのがダメなんじゃないっすか。根性のある男なら、筆を使って、墨で書けってことですよね」

「お願いだから筆跡から離れて考えて！　文面からヒントを探してよ。次は十勝とかちちゃん」

　いよいよ、おれが当てられた。

　ただのクイズだが、おれはなにがなんでも正解したい気分だった。

　問題は放課後デートのこと。

　ジャンルが下校に関係するクイズは当てたい。

「放課後デート……わかった！　女とデートすんのに放課後になるまでお利口さんにも待ってるのがいけね――」

「はい、不正解でーす」

「おい丹下。最後まで聞けよ」

「だって、百パー答えと違うコトゆってるもん。お利口さんとか正解に関係ないし」

「放課後デートじゃなくて、本当にその女が好きなら一緒に早退して、早抜けデートをするべきだ！　それが根性ってもんだろ！」

「強引!?　全部ゆってもやっぱ不正解だから。ってか早抜けデートってナニ？」

「じゃあ答えはなんだよ」

　丹下たんげは誰だれも答えられなかったことが嬉うれしいようだ。「しょうがないなー」と漏らす声は機嫌のよさが滲にじんでる。

「彼はね、放課後デートで女の子を喜ばす方法を知らないワケなの。ってコトは恋愛シミュレーションゲームをプレイしたコトってないワケじゃん」

　……ん？

　丹下以外のおれ達の間に再びハテナが浮かんだ。

「『ってコトは』から先がイマイチよくわからなかったんだが」

「もー、十勝とかちちゃん。ちゃんと耳掃除してる？」

「誰が耳クソ多くて聞き取れないんだよ。聞き取れたけど意味がわかんなかったんだ」

「恋愛シミュレーションゲーム、ギャルゲーともゆーんだっけ。十勝ちゃんはギャルゲー知らない感じなの？」

　女の子の口からギャルゲーなんて言葉は初めて聞いた。特に丹下はそういうゲームとは正反対にいるような女の子に見えるわけだし。

「中学んとき、友達と一緒にやったことならあるけど……」

　中学時代、ギャルゲーキング略してギャングと呼ばれた友人の長万部おしやまんべの言葉を思い出していた。



『三次元の女はおれを裏切る。二次元の女は裏切らないと思いきや、やはりおれを裏切る。でもどうせ裏切られるなら二次元の女のほうがいい。三次元の女に裏切られても、その女の両親に文句は言えないが、二次元の女に裏切られたら、作り手のやつらをバッシングすることができる。そして、裏切られる以前の彼女に再び会いに行くことが可能だ』



　全次元女性愛好者と自らを名乗っていた長万部は、ギャングというあだ名に恥じないほど女子に恐れられていた。おそらく本物のギャング（凶賊や強盗）より、恐れられていただろう。

　丹下が胸を張って言った。

「ギャルゲーやってれば、放課後デートはどーすればいい感じにできるかわかるじゃん」

「え、今『ギャルゲーやってれば、放課後デートはどーすればいい感じにできるかわかるじゃん』って言ったのか？」

「十勝ちゃんオウム返しウマっ。一字一句完かん璧ぺきじゃん」

「ってか、根性の話からなんでギャルゲーの話になってんだ」

　クラスメイト達がちらほら下校していく姿を横目に、正面玄関前ロビーで「ギャルゲー」って連呼するのは、ちょっと恥ずかしいもんだ。

　そんな恥ずかしさとは無縁の丹下たんげは「ギャルゲーって」と声を張る。

「レジに持ってくのとか緊張するじゃん、きっと」

「ああ、まあ、そうかもな」

　長万部おしやまんべと一緒に買いに行ったことなら一回あった。ドキドキした思い出だ。

「やっぱギャルゲー買う男子はガッツあるよ。ガッツある男子っていい感じだよね」

「丹下おまえ、ギャルゲーユーザーのどこ讃たたえてんだよ」

「ってゆーコトで、今回の相談者はギャルゲーを買ってプレイしたコトのない根性なし野郎なワケでしょ」

「自分に相談を持ちかけてきてくれた人を、でたらめな根拠で根性なし野郎呼ばわりして、胸が痛くならんか」

　ギャルゲー購入者は根性ありで、ギャルゲー未購入者は根性なしっていう無茶苦茶な価値観が、恐ろしいことに素直な千歳ちとせにも移ったようだ。

　千歳が興きよう味み津しん々しんの目でおれを見る。

「十勝とかちはギャルゲーとやらを購入したことがあるのか？」

「なあ千歳。この返答次第でおれの根性の有無を知ろうとすんのはやめてくれ」

「ねーねー、たんまりのくれた紙の二枚目に書いてあることってさ、これからやるのぉ？」

　好奇心の塊のさきっぽは二枚目の存在が気になって仕方なかったようだ。待ちきれないさきっぽのおかげで話題が変わった。

　おれも二枚目を確認した。

　ってか一枚目の表紙いらねえよな。



『　　～丹下まりもがプロデュースする放課後デートプラン～





　　　　ステップ１　　学校外で待ち合わせ

　　　　ステップ２　　お茶

　　　　ステップ３　　ショッピング

　　　　ステップ４　　ディナー

　　　　ステップ５　　フィナーレ（彼女を家に送り届ける）





　＊各ステップでは彼氏役彼女役によるデートシミュレーションを行う。



　＊彼氏役は十勝とかちちゃんで固定。

　　彼女役は、各ステップ前にクジ引きで、うち、キララ、さきっぽの中から決める。



　＊彼氏役と彼女役の二人は恋人になりきること。



　＊彼女役から外れた二人は邪魔せずに見守ること。



　＊各ステップ終了後に、うちがシミュレーション結果の短評を書く。



　＊割わり箸ばしのクジを引いて、割り箸の先にドクロマークが描かれているのを当てた人が、彼女役になる。　　』



　丹下たんげが「こほん」と、咳せき払ばらい。

「ってわけで、ステップ１～５までを実際に検証しまーす」

　丹下はスクールボストンの外ポケットから三本の割り箸を取り出した。

　割り箸のクジまで用意してるなんて、準備のいいこった。

　おれの彼女役がなぜドクロマークなのかっていう引っかかりはさておき、おれは気になったことを聞いた。



    

  
    
      



    

  
    
      「相談者のカップルって、うちの学校の生徒同士なんだろ」

「うん、そだよ」

「学校外で待ち合わせって、このロビーで合流しちゃダメなのか？」

「この恋愛初心者野郎！」

「その通りだからなんも言い返せねえけど。なんだこの蔑さげすまれた感じ」

「相談者は初めての放課後デートなのよ。放課後のロビーで堂々と彼女をお出迎えできる度胸なんてあるワケないじゃない。照れて恥ずかしがって、挙動不審になっちゃうわ」

　千歳ちとせが頷うなずく。さきっぽは多分雰囲気で頷いてる。

　照れて恥ずかしがる。おれにもなんかわかる話だった。

「学校外で待ち合わせして、ひっそりと会うのがいいの。それに手紙の追伸にもあったでしょ。あまり目立たないデートコースが希望みたいな」

　確かに正面玄関前ロビーで堂々と待ち合わせしてるのは、つきあって何ヶ月か経って、周りにもその交際の事実が知れたカップルばかりだ。

　と、いうことで。

　おれ達は学校を出て、丹下たんげまりものプロデュースする放課後デートを実践することにした。

　まずは、千恵里ちえり高の生徒が隠れて待ち合わせするのにベストな場所へ移動する。

　ちなみに、最初の彼女役を決めるクジでドクロを引いたのは、丹下だった。

　上靴から、最近めっぽうボロが目立つ外靴に履き替える。

　スニーカーを明日買う。

　ってことは、今日はこの体力の限界を迎えた相棒（スニーカー）の引退下校である。

　有終の美を飾ってやりてえ。

　今日もいい下校にしよう。

　相棒を履いたおれは、ポケットから四つ折りにしてたチラシを出した。

　それは、買おうとしてるスニーカーの土日のセールチラシだ。

　明日これが買えるんだと思うと、つい取り出して見てニヤニヤしちまう。

　休み時間のたびに見ちまったくらいだしな。

「十勝とかちちゃん！　ナニやってんのー。早くー」

　外に出ていた丹下に呼ばれる。

　チラシをポケットにしまう。

　相棒、ラスト下校よろしくな。

　おれは靴くつ紐ひもをしっかりと縛り、駆け出した。



　校舎を出てから、おれは女の子達に何気なしに聞いてみた。

「やっぱり学校近くのコンビニとかでさ、カップルは合流すんのかな」

　意外にも答えたのは恋愛なんて無関心な少年のような少女さきっぽだった。

「コンビニの店内で待ち合わせは多分ないっすよ。コンビニの裏とか多いと思うよ」

　さきっぽは写真を撮ってる過程で、コンビニの路地裏で待ち合わせてるカップルを目撃したことがあるそうだ。

「なるほどコンビニ裏ねー。人目を忍んでるって感じだな。お、あそこのコンビニとかどうだ？」

　おれは校門を出てすぐ右にあるコンビニを指差した。

「あのコンビニは違う気がするっすね」

「ん、なんでだ」

「そっちの方向には駅があるから、帰る生徒が多いっす。なるべく目立たずに会いたい二人なら、校門を出て左のどっかで合流するのがいいと思うよ」

　なるほどね。

　感心した丹下たんげがさきっぽを褒ほめると、「えへへ」とさきっぽは嬉うれしそうに言った。

「下校していくみんなの背中を撮ったことがあったんだぁ。そのときに校門出て右に行く生徒が多いなあって」

　さきっぽは写真がらみになると、日常の着眼点がおれ達とは違うようだ。面白い気づき。

　校門出て、千歳ちとせやさきっぽと今日一日の学校での話をしていたおれは、「あれ？」と思って、先頭の丹下に聞いた。

「なあ、ところでおれ達はどこまで行くつもりなんだ？」

　千恵里ちえり高を出て、すでに歩くこと三分が経っていた。

「焦んないでよ。……あ、見えてきた。もう着くよー」

　丹下が見つめる先にあるのは……。

　バス停だった。

「まさかバス停で待ち合わせってことはねえよな。ウチの学校の生徒に見られまくるぞ」

「なワケないじゃん。バスに乗って移動するだけだし」

「バス移動？　どこに行って合流する気なんだ」

「うちに決まってるじゃん」

「え、うちって、丹下の家か？」

「そうよ」

「なんでいきなり帰宅。丹下の家に行くっておかしくないか」

「でもおかしいってゆわれても、相談者の彼女んちはどこにあるかわかんないじゃん。だから、とりあえず今はアタシんちに行くしかないでしょ」

「おかしい点そこじゃねえよ。放課後デートの待ち合わせなのになんで彼女んちに行くんだ」

「だって、彼女が先に家に帰ってるんだから迎えに行かなきゃいけないでしょ」

「もしかして彼女はおっちょこちょい設定か。だから先に帰っちゃったのか」

「おっちょこちょい違うし。十勝とかちちゃんは、デートするならおしゃれしたいって乙女心がわかんないの？　彼女はカワイイ服に着替えに帰ったの」

　丹下たんげは見事に恋愛未経験の女の子であった。むちゃくちゃだ。言ってる意味がわからねえ。

「彼女が一いつ旦たん家に帰っちまったら、それは放課後デートじゃねえよ」

「……」

　おれの言葉に丹下も納得したような間のあと、弱い反論が返ってきた。

「……で、でも。デートするなら、カワイイ服のほうがいいのにぃ」

「いや、ダメだ！　放課後デートっていえば制服って相場が決まってる」

　おれの意見に千歳ちとせもさきっぽも頷うなずく。

　急に落ち着きがなくなった丹下は、上目遣いにおれを見た。

「十勝ちゃんはさ、野暮ったい制服姿の彼女と放課後ブラブラ歩いてて恥ずかしくないの？」

「おれの今日までの高校生活は連日制服姿の女の子達と放課後ブラブラしてるぞ」

　恥ずかしいわけねえ。

「ふーん、うちはみんなと同じ制服よりカワイイ私服姿のほうがいいんだけどなー」

　しぶしぶ納得しようとしてる丹下。

　さきっぽがおっさんみたいなことを言った。

「放課後の制服姿の女子高生は、ある意味日本で一番輝いてる存在っす！」

「輝いてる？」と丹下が疑問顔。

「そうです。ファインダーから覗のぞくと輝いて見えます。ファッションショーでキャットウォークを歩くモデルより、路上を歩いてる女子高生のほうが綺き麗れいでカワイイっす！　制服の女子高生が歩いてると思わず目が行ってしまうんです」

「それは私服だとダメなワケ？」と、丹下。

「私服だと女子高生かどうかわかんないっす。私服姿のナースとかスチュワーデスは一般女性と同じです。付加価値なくなるっす。制服姿じゃない女子高生なんて、３Ｄじゃないアバターくらい残念な感じだ！」

　さきっぽの力説は妙な説得力があった。

　気け圧おされて丹下も納得した様子。

「確かに２Ｄ上映のアバターは微妙な気がするわ」

　一番納得してるポイントはずれてる気がしたが、ひとまず制服姿で放課後デートをすることで続行だ。

　千歳ちとせが本題に戻した。

「まりもの家に行かなくなったのだからバス停は用無しだな。では、待ち合わせ場所はどこがいいのだろう？」

　彼女の家に彼が迎えに行くというプランしか考えてなかった丹下たんげは「むぅ」と多いに悩んでる様子。「ねえ、キララはどっかいい場所ない？」と聞いたら、「本当に好きな相手となら、薄暗い路地裏で待ち合わせても幸せです」と、ある意味真理だけど役に立たない返答を受け、丹下は自分で考える作業に戻った。

　……放課後デートの待ち合わせ場所に適してる場所かぁ。

　今まで考えたこともないから、浮かばねえな。

　さきっぽが「あ！　あそこいいんじゃないっ」と前方を指差した。

　それは、彩いろどり市立病院だった。

　市内でも有数に大きい総合病院だ。

　丹下が「えー」と不満げな声を上げた。

「病院で待ち合わせって。それってなんかメリットってあるの？」

　丹下がそう言うと、さきっぽがびっくりするほど沢たく山さんのメリットを挙げ始めた。

「まず建物の中だから、雨や風の日でも平気だしっ。

　病院だから学校の近くにあるのに学校の子と会う可能性はほとんどないし。

　ロビーにソファがいっぱいあるから、座って待ってられるよ。

　それに、高校生がいてもお見舞いかと思われて全然違和感ないし。

　あとロビーには雑誌とか新聞とか、テレビもあるよ。

　だからいくらでも待ってられるよん」

　おれ達はそのメリットの確認の意味も込めて、さっそく彩市立病院に行ってみた。

　受付前のロビーにはソファが十五列もあり、大型のテレビも何台か置かれていた。

　お見舞いの付き添いか、小学校低学年くらいの男の子がソファで仰向けになってマンガを読んでいたが、この場ではそんな行動も目立たないようだ。適度に人の往来があり、静か過ぎることもうるさ過ぎることもない空間だった。

　おれ達は入り口近くのソファ（座り心地もいい）に座ってみた。

　学校から歩いて五分とかからない場所にある総合病院の一階のロビー（待合室的なスペース）。

　さきっぽの言うとおり高校生がいても違和感ないし、それに同級生に会う可能性はすごく低そうだし、連日きたとしても店のように目立つことはないし、椅い子すにも座れる。

　確かに、恥ずかしがり屋の高校生カップルの待ち合わせに、これ以上相応ふさわしい場所はない気がした。

　この場所をすっかり気に入った様子の丹下たんげに言った。

「なあ。待ち合わせ場所に今いるわけだけど、彼氏役と彼女役のシミュレーションってなにするんだ？」

　ソファにくつろいでる丹下は、ハエでも払うように雑に手を振った。

「それはもういいかな。シミュレーションは、彼女んちに迎えに行った彼氏バージョンしか考えてなかったし」

「そのシミュレーションってどんなのだったのー？」と、さきっぽ。

「彼氏も彼女の家に初めて行くワケだから、菓子折の一つは持ってくでしょ。

　でも、菓子折で母親の印象はよくできても、それじゃあ彼女へのアピールがイマイチなワケじゃん。

　だからね、花束も持って行くワケ。

　ってコトで彼が彼女んちのインターホンを押すところから、花言葉を囁ささやきながら花束を渡して、彼女が花占いするまでをシミュレーションする予定だったかなー」

　……。

　おれはつくづく思った。

　そんなシミュレーションをさせられずに済んでよかったと。

　おれが安あん堵どの溜ため息いきをついてることなど、意にも介さず丹下は言った。

「病院のロビーでのシミュレーションはいらないね。きっと会話も『待った』『ううん、今きたトコ』とか、そーゆう感じでしょ」

　ということで。

　丹下が納得気味ならおれ達から文句はなかった。

　おれ達はステップ１を終了して、病院を出た。

　ステップ１を終えての丹下の短評は次の通り。

『待ち合わせは彩いろどり市立病院のロビーがオススメ。トイレも綺き麗れいで、待ち合わせ前の身だしなみチェックもバッチリ』

　自分で考えるデートプランは共感できねえけど、短評は至極まともな丹下だった。



　ステップ２　お茶する（彼女役はさきっぽ）。

　言うまでもないが、緑茶、ウーロン茶、ほうじ茶、麦茶、煎せん茶ちやなどの日本茶や紅茶を飲む意味ではない。

　そんなつまらないボケみたいな勘違いを起こすのは、千歳ちとせだけだった。

「そうか。ステップ２はお茶か。本当に好きな相手となら、どんなお茶を飲んでも玉露の味わいへと変わり、幸せになれるな。で、何茶を飲むのだ？」

　……。

　ツッコムところが多くて、おれも丹下たんげも閉口。

　さきっぽが「チキララ、ステップ２は『お茶』じゃなくて『お茶する』だよぉ」と指摘する。たまらずおれと丹下は「ツッコむのそこなの!?」と顔を見合わせた。

　千歳ちとせは頭を捻ひねった。

「お茶、する？　動詞がつくのか。もしや……ステップ２は千せんの利休りきゆうが関係してるのか」

「高校生デートで茶道は嗜たしなまねえよ」

「十勝とかちよ、では『お茶する』とはなんだ？」

「まあ、軽食ってことだろ」

　病院を出てから、街に向かって先頭を歩いていた丹下が振り返る。

「そうよ。これからカラオケとかゲーセンとか映画とか、ひとまずどこ行くんでもなんか食べたいじゃん。彼氏の横でグーなんてお腹なか鳴るとかありえないみたいな。今日なにするー？とか話したいしさ。

　まあ、映画の上映時間に合わせるだけってこともあるだろうから、ぜんぜん時間は二十分くらいでもいいし」

　ステップ２でこれから食べ物屋に行く展開に、食いしん坊のさきっぽのお腹がさっそく「ぐぅー」と鳴った。さきっぽは恥ずかしがる様子もなく、ポンポンとお腹を撫なで、腹はらに向かって「待っておれ」と低い声で唸うなっていた。

　千歳は「なるほど」と頷うなずいていた。

「お茶するとは軽食のことか。デートの今後の打ちあわせができるわけだな。それでどこに行くのだ？」

「まあ、ファーストフードのどれかだよね」

「ファーストフード。魅惑の響きっすねぇ」と、さきっぽはだらしない顔。

「まりもよ。どのお店に行く予定なのだ？」

　千歳の言葉に丹下が独自のファーストフード店のイメージを語り出す。

「マックに行くカップルって、しょっちゅう会ってる感じなのよね。お金なくて、つきあい長いみたいな。

　で、ミスドだと、男の子も甘いもの好きなんだって感じ。

　モスは、ちょっと高いから、お互い気を使ってる感じするな。あんまり普段会えてないみたいな。

　うーん。なんか相談者にはモスがあってる気がするなー」

　おれはこのとき人知れず冷や汗をかいていた。

　ステップ２はどう考えてもこれからお金を使う予感がするからだ。

　おれには明日スニーカーを買うという大きな夢がある。

　なんとか百円以内で抑えたい。

　おれは、「モス行こっか」と次の瞬間でも言い出しそうな丹下たんげの「も」に開きかける口を遮るように叫んだ。

「マック行こう！」

　マックには百円マックがある。

　他ほかのファーストフードでは百円で乗り切るのは厳しい。

　ミスドでは対象ドーナッツ百円のキャンペーンをしょっちゅうやってるが、今がそのキャンペーン中とも限らないし、なによりキャンペーン中であっても厳密には税込みで百五円取られる。

　五円の猶ゆう予よはねえ。

「ナニ十勝とかちちゃんたら、急に大きな声出して、ビックリするじゃん」

「あ、いや、すまん。でもマック行こう。放課後デートデビューはまずマックだ。次からのデートはスタバ行くなり、ドトール行くなり、フレッシュネスバーガー行けばいい！」

　おれはデートデビューはマック案を勢いだけで言いまくった。

　勢いって大事だ。

　丹下も「マックかぁ。じゃあマックにしよっか」と乗り気になってくれたし、千歳ちとせも頷うなずいている。

　だが、ここで沈黙の食いしん坊が口を開いた。

「マックじゃダメだよ。もっとしっかり食べたいっす」

「さきっぽ。これは軽食だ。お茶するんだからマックでいっぱい食べればいいじゃねえか」

「うーん、でも彼女役はあーしだから、あーしの好きなとこ行きたいよ」

「さきっぽ。悪いが、彼氏役はおれだ。彼女のわがままばかり聞いちゃいられねえ。女は黙っておれについてこい」

「亭主関白!?　十勝くん、彼氏になるといきなりオラオラ系だね。でもあーしは優しい彼氏が好きだなぁ」

「女も犬も甘やかしちゃいけねえ。最初のデートで上下関係をしっかりつけさせてもらうぜ」

「もー。十勝くんドＳ！　鬼畜！　ねー、たんまり。彼女役と彼氏役、どっちが強いのかな？」

「おう、そうだ丹下。彼氏役の設定は『レディファーストくそくらえ』だよな」

　丹下は怒りを我慢するようにぷるぷる震ふるえていた。そして、怒りを爆発させる。

「二人ともバカ！　どっちが強いとか上とかないから。ちゃんと相談者のコトを第一に考えてよ。彼女との初めての放課後デートを素敵なものにしたいって考えてる相談者のコトを考えてよ」

　ステップ１で、彼氏は菓子折と花束持参で彼女の家に迎えに行けと言った人とは、同一人物に思えないくらいまともな意見だった。

　頭を冷やしたさきっぽが「あ！」となにか気づいたように声を上げる。

「相談者はデート中、同級生になるべく会いたくないんだよね」

「そうね。相談の追伸にもあったし。待ち合わせ場所だって、学校の子に会わないだろう病院のロビーにしたのだって、そーゆう理由だしね」

「じゃあ、マックもミスドもモスもダメっすよ」

「おい、マックダメってどういうことだ？」

「だって、放課後のマックもミスドもモスも千恵里ちえり高の生徒いっぱいいるよ」

「「「あ」」」

　さきっぽ以外のおれ達三人は顔を見合わせた。

　さきっぽの言うとおりだ。放課後のファーストフード店なんて、高校生の溜たまり場ばだ。

「軽くゴハンできるとこないじゃん」

　諦あきらめたような声で落ち込む丹下たんげに、さきっぽが「あるよ！」と元気な声をかけた。

「ファーストフードで、同級生に会う確率めっちゃ低いとこあるよ」

「え、どこ？」と、丹下の顔が救いの手をさしのべられたように明るくなる。

「吉よし牛ぎゆうだよ」

「……」

　確かにファーストフードの括くくりでいいだろう。確かに放課後同級生に会う確率はすこぶる低そうだ。

　丹下は「でも」と声を曇らせる。

「吉牛じゃ、あんまりお喋しやべりできなくない？」

「たんまりがさっき言ってた二十分くらいならできるよ」

「うーん、でもこのデートコースの一番目的は相談者の彼女を喜ばすデートだからさ」

「それなら心配ご無用だよ。吉牛は彼女を喜ばせられるよ」

「え、なんで？」

「だって、あーし今日まで生きてきて、牛肉嫌いだって人に会ったことないもん」

　その一言が決定打になったのか否か。

　ひとまず『ステップ２　お茶する』は、吉牛がベスポジで決まった。

　やはり、あくまで軽食で済ませられる。そんなにお金がかからない。それでいて、なにより同級生の遭遇率が低いという点が評価された。部活帰りの男子高生は多いが、まだ部活が終わってない時間ならセーフだ。

　で、このあと。

　おれ達は吉牛に行った。

　だが、丹下たんげのステップ２のシミュレーションは行われなかった。吉よし牛ぎゆうではどうしてもデートの雰囲気がでないそうで、丹下の気が乗らなかったのだ。

　吉牛では、さきっぽが席に着くより先に「超大盛り（七百三十円）」と注文する。慌ててお茶を持ってきた店員に千歳ちとせと丹下も早々に「並」を頼んだ。おれもすぐ頼まなきゃいけない流れだ。おれは百円以内に抑えるため、一番安いメニューはなにか、店員に聞いた。すると生卵（五十円）と答えてくる。十円増せば半熟卵にできるらしいが、十円でも抑えておきたい。

　よって、生卵だけを頼んだ。

　女の子達には、「あんまり腹はら減ってないんだ」と嘘うその弁明をしたけど、不審には思われなかったかな？

　生卵を一気飲みして、丹下から「十勝とかちちゃん、ウケる」と白い目で見られ、千歳から「十勝はすごいことができるな」となぜか尊敬の眼まな差ざしを向けられ、さきっぽから「あーしもできるよん」とライバル視された。

　でも女の子達は優しいやつらだった。

　おれの前にある生卵用の小鉢に、

　丹下は「十勝ちゃん、お恵みしてあげる」と何切れかの肉を入れてくれて、

　千歳は「十勝よ、残りそうなのでご飯を貰もらってくれ」とご飯を入れてくれて、

　さきっぽは「十勝くん、紅ショウガをたっぷりあげるよ」と取り放題の紅ショウガを山盛り入れてくれた。

　女の子達にほんと感謝。

　これで残金四千五百五十円。

　今日の下校で使っていいのは、五十円。

　ひとまずスニーカー代の四千五百円は死守した！

　おれ達が吉牛を出るとき、なにかスポーツをやってそうな大学生くらいのカップルが入ってきた。

「今日は卵つけてもいいぜ」と笑う彼氏に、「やったー」と無邪気に喜ぶ彼女。

　吉牛で楽しそうに牛ぎゆう丼どんを食べるカップルって、なんか素敵かもって思った。

　丹下も同じ風に思ったのか、ステップ２の丹下の短評は次の通りだった。

『吉牛デートは一見ナシかもって思うけど、案外肩に力入んないで楽しめるかも。お味み噌そ汁しるが五十円だったり、かなりの良心価格で高校生の財布にも優しい系』

　おれは丹下がケータイに打ち込んだその短評を見て、衝撃を受けた。

　卵だけじゃなく、味噌汁も五十円だったらしい。

　生卵ごっくんよりかは、そっちがよかった。後悔だ。



　ステップ３　ショッピング。

　クジ引きの末、彼女役は千歳ちとせに決まった。

　あくまでデートシミュレーションのための彼女役なのだが、千歳は割わり箸ばしの先にドクロを確認した直後、急にモジモジし始め、おれに対して一礼した。

「ふつつか者ですが、よろしくお願いいたします」

　結婚の挨あい拶さつのようだった。

「おう、よろしく」と、おれが返したら、

　千歳はどこまでも真剣な顔で「あなた様の側そばに居れて、千歳はうれしゅうございます」と、一体どういうキャラクターなのかわからないなにかを演じ始めた。

　丹下たんげとさきっぽは、早くもどっぷり彼女役に徹する千歳に喜んでいたが、「あなた様」と呼ばれるおれとしては勘弁。千歳がかなり絡みにくいやつになってる。

　だから、ステップ３の目的地に着いてショッピングデートのシミュレーションが始まるまでは、千歳にいつものままでいてもらうようにお願いした。

　千歳のイメージする彼女って、どこの大河ドラマから影響を受けたんだろうか。



「女の子はショッピングが大好き。実際買わなくたって、お店を見てまわるのも好きだし。放課後デート初心者でも安心な場所ってゆえば、このジャスコね」

　自分だって放課後デート初心者の丹下が、大型ショッピングモールのジャスコの入り口で得意げに胸を張っている。

　ちなみに同級生に遭遇する確率をがっつり下げるため、千恵里ちえり高の近くの西せい友ゆうではなく、わざわざバス移動して遠くのジャスコまで来た。

　丹下はおれと千歳に向かって、頷うなずきかける。

「さあ、店内に入ったら、二人は恋人同士って設定だからね」

「おう、もうシミュレーションを始めるわけだな」

「そうよ。ジャスコん中を自由にブラブラすれば、ひとまずうちが理想とする高校生の放課後ショッピングデート初級編よ」

「待ち合わせに家まで花束持ってこいって言ったヤツとは別人のような、ささやかで地に足のついたデートプランだな」

　そのとき、おれの横で忙せわしなく動くなにかの気配を感じた。

　視線を向けるとそこには、どこからか取り出したウエットティッシュで自分の手を鬼気迫る勢いで拭ぬぐっている千歳がいた。

　筒状のウエットティッシュの容器には『抗菌』『除菌』なんて言葉がデカデカと描かれている。

　さきっぽが少年のような無邪気な顔で聞いた。

「チキララどしたの？　うんこでも手て掴づかみしたかい？」

　公共の場で肛こう門もんからの排はい泄せつ物名を露骨に口にする女子高生にちょっとビックリだが、さきっぽがそう言っちまうのも無理ねえくらい、千歳ちとせは手をゴシゴシと拭ふいている。人殺しでもしてきて、手についた返り血を洗い落とそうとしてる殺人犯だって、こんなに一心不乱じゃない気がする。

　さらにゴシゴシが二十秒。

　……。

　あまりに千歳が真剣なので、おれ達はなにも言えなくなってた。

　やがて、抗菌除菌のウエットティッシュを二、三十枚は消費して磨かれた千歳の左手が、おれに伸びてきた。

　拭き過ぎのせいか、手が少し赤くなってる。痛々しい。

　千歳は挑むような顔でおれを見つめる。パーになりかけみたいな開いた手が小刻みに震ふるえている。

「千歳、これは指ゆび相撲ずもうの挑戦をおれに申し込んでいるのか？」

「十勝とかちよ。ううん、あなた様」

「いや、十勝で頼む。ジャスコであなた様呼ばわりされたら一層落ち着かねえ」

「十勝よ。……手、繋つなごう」

　……え？

　挑むようだった顔の千歳は、最早おれを睨にらむような表情になっていた。

　顔は少し怖いけど、手繋ごう、と誘ってくれた声はか弱かった。

「あ、いや、おお」

　ゆっくり手を近づける。

　なんかあらたまって、手を繋ごうとすると緊張するな。

　……指先がもう触れる。

「チョット！」

　丹下たんげの声が、おれと千歳の手を触れあわせることなく、空中で静止させた。

「ナニ、二人だけの世界に入ってんのよ。別に恋人同士の役だけど、手なんて無理して繋がなくていいから」

　おれと千歳は互いに伸ばしかけた手を離した。

　丹下が「とりあえずね」と続ける。

「うちとさきっぽは離れて見守ってるから。二人は彼氏彼女で頑張ってね」



　こうして、ジャスコ一階のエントランスにおれと千歳は残された。

　別に手を繋ぐ必要はない。

　これはあくまでジャスコに高校生の男の子と女の子が二人でショッピングデートすれば、どんな感じになるのかってシミュレーションだ。

　変に意識しないで、まあ、いつものように千歳ちとせと普通に話せばいいんだ。

「……」

　普通って、どんな話をすればいいんだっけ？

　隣り同士に立ったまま、一階食料品売り場辺りに視線を飛ばす千歳の横顔を無言で見つめる数秒。

　……なんだろう、この妙な緊張感。

　千歳はおれの彼女じゃない。

　彼女役だ。

　彼女と彼女役は大違いだ。

　カニとカニかまぼこぐらい違う。

　カニかまぼこにはカニの身は入っちゃいねえように。彼女役は彼氏に対する恋心など抱いだいていないのだ。

　ってことは。

　要はいつも通りってこった。

　千歳は意を決したように、急にこちらに振り向いた。

「……十勝とかちは初めて出来た、わたしの彼氏……役だな」

「役って言うまでの間はなんだ!?　ドキッとするじゃねえか」

「ドキッと……する？　十勝よ、わたしも心臓に持病を抱えているわけじゃないんだ」

「なにきっかけで心臓の健全アピールしたんだ」

「健全なはずなのに……わたしもなんかドキッとするぞ。わけもなく深呼吸してしまう」

「えっ。ああ、そうなのか」

「うん、そうなのだ」

　……。

　見つめあったまま再び沈黙。

　全然、いつも通りに話せてねえ！

　でもこのまま、終わらないラジオ体操第一みたいに深呼吸を繰り返す千歳を、傍観してるわけにはいかねえ。

　おれはおそらくジャスコにきた高校生カップルの彼氏が言いそうな、最もありきたりな言葉を探した。

「なあ千歳。どこ見に行きたい？」

「……あぅ、えっと、その」

　千歳は俯うつむきがちになる。

「わたしの好きなところは、十勝とかちにしてみれば魅力があるかどうか不安だ」

　床に発せられた声は謝ってるみたいだった。

「いや、おれは千歳ちとせが好きなところに行きたいぜ。なに屋なんだ？」

　俯うつむいていた千歳の顔が上げられた。怯おびえてるように自信なさげな瞳ひとみ。

　千歳は恋愛ドラマの別れのシーンを演じる女優みたいに、せっぱ詰まったような表情を日常的にする。

「お店は決まってるわけじゃないんだ。……ただ、人のいない店がいい。空すいてる店だと落ち着く」

　なんとも千歳らしい答えだった。

　人混みが苦手な千歳は現に今も、徐々にエントランスの端のほうに、かたつむりの速度で移動していた。

「よし、ゆっくり落ち着いて買い物ができる店を探そうぜ」

　そういうわけで。

　おれと千歳はジャスコ内を無計画にブラブラ歩き始めた。



　一階二階の店の前を五分でサーッと通り過ぎた。

　不覚にもおれは靴屋の前で、立ち止まってしまった。この靴屋のチェーン店のセールは明日からだ。

　待ちきれないなー。

　でも今は店先のスニーカーに見とれてる場合じゃねえ。

　デートに集中しなきゃな。

　ひとまず、千歳の希望する『落ち着ける店』要するに、『客がいないガラガラの店』の候補は、二店舗見つかった。

　今はどっちを先に来店するか、千歳の決断の時間であった。

　どっちかにこれから行くわけだよな。

　うーん、どうなることやら。

　おれは些いささか不安になっちまう。

　無理はねえ。

　平日の午後とはいえ、賑にぎやかな店内のジャスコにおいて、客が少ないその二店舗とは……。

　宝石屋と呉服屋だった。

　どっちも高校生には無縁の店だ。

　今のところ呉服には興味ないし、宝石を恋人に贈れるほどおれは経済大国じゃねえし、なにより贈る恋人がいない。

　と、いうことで。

　正気で考えれば、宝石屋にも呉服屋にも普通は行かねえんだが、千歳ちとせが『店内で落ち着ける』というただ一点の理由のみで、この二店舗に絞られた。

　そして、千歳が決断を下す。

　おれ達は呉服屋に行くことになった。

　高校生の男女が呉服屋にウィンドウショッピング。

　でたらめだ。



　入り口に高価な着物や反たん物ものが並んであったので、敷居の高さを感じてたが、いざ入ってみると時期が時期だけに、浴衣ゆかたが多く並んでいた。目玉が飛び出るプライスじゃない商品も結構ある。安心だ。

　そういえば今日はもう七月になったんだった。

　……ＧＷ10も、もう八週目に入っているんだな。

　おれはみんなのＧＷ10の目標について考えた。

　丹下たんげの小さい目標『リスナーから寄せられた相談を全すべて答える』について……。

　目標を立ててからも相談は絶えずきていたが、丹下は達成に向かってかなり着実にこなしている様子だ。相談に答えるのが夏休みを挟はさんでしまわないように、六月末で一いつ旦たん悩み相談は締め切ったみたいで、達成間近と思われる目標だ。

　だが、丹下の大きい目標である『誰だれかを好きになってみたい』は全然の進しん捗ちよくはないようだ。丹下には気になる男とか皆無らしい。

　さきっぽの目標『迷い猫を見つけ、猫探しの張り紙よりいい写真を撮る』について……。

　こっちも全然進捗なし。迷い猫を今も飼い主は探してるようだから、猫は誰にも見つかっていないみたいだが。

　千歳の目標『高校三年間の目標を見つける』について……。

「なんか目標持てそうか？」なんて千歳に聞いちゃいないので、これは進捗不明。千歳の中で、目標のおぼろげな輪郭くらいは、決まり始めているんだろうか？

　最後に自分の目標について考えた。

『女の子三人の目標を、必ず確実に叶かなえさせてみせる』

　ＧＷ10が終わる頃ころ、誰かが目標を達成していて、でもその横で誰かは目標を達成できてなくて、その誰かの元気が少しでもなくなっちまうようなことがあったら、それはイヤだなって思う。

　だから、おれにできることは頑張らなきゃな。

　とりあえず、丹下に男でも紹介してみるか。

　おれが思考の世界から帰ってきて、ふと周りを見ると……。

　教室二つ分ほどの呉服屋の店内に、千歳ちとせの姿が見当たらねえ。

　最後に憶おぼえている千歳の姿は呉服屋に入ってすぐ、浴衣ゆかたを見ていたうしろ姿だ。

　千歳のすぐ隣に立っていては、店員に高校生カップルだと思われると意識しちまって、急に恥ずかしくなった。

　だからおれは千歳から離れた店内の場所に移動してしまっていた。

　いつもの下校でちょっとした瞬間に、千歳や丹下たんげやさきっぽと二人っきりになっても全然意識なんかしないのに、変な話だ。

　あ、そういえば。

　浴衣を見ている千歳に中年の女性店員が笑顔で接客しにきていたよなー。

　まあ、人見知りの激しい千歳だが、店員さん相手なら別に問題はないだろうと気にしなかったんだったな。

　で、その女性店員がなにやら試着室のカーテンの前に立っていて、「どうですかー？」なんて声をかけている。

　……うん？　この展開は？

　やがて、カーテンが開けられ、中から浴衣姿の千歳が出てきた。

　……。

　女性店員の「とってもお似合いですねー」っていう薄っぺらい言葉はおれの耳の表面をなぞるだけだった。

　大おお袈げ裟さな話みたいだけど、全神経が視覚に集中してた。

　おれは十メートルは離れた場所に立つ、浴衣姿の千歳に釘くぎ付づけになっていた。

　青あお碧みどり色いろ地に紫陽花あじさいの華の柄。大人おとなっぽくて、けれど雰囲気はとても明るくて、どっかでお祭りがやっているんなら今すぐ千歳を連れて飛んで行きたくなる。

　とにかくシンプルに言わせてもらえばただ一言、綺き麗れいだった。

　まるで浴衣を着せられたマネキンのように感情のない表情で超然と立っていた千歳だったが、おれと目があうと申し訳なそうな顔になって、なぜか会釈してきた。おれも会釈仕返す。

　ぎこちない二人だ。

　千歳が試着室を出てきてから、褒ほめ言葉の語ご彙いを全すべて使い切るような勢いで喋しやべり続ける女性店員は、おれの存在に今気づいたようで、人の懐に強制侵入するようなむきだしの笑顔を向けてきた。

　女性店員は次の瞬間、驚異の言葉を吐いた。

「どうです？　彼女さんとっても似合ってますよね。彼氏さんもそう思いません？」

　千歳の顔は瞬間湯沸かし器のようにポッと赤くなり、おれは爆発まで十秒切ってる時限爆弾をパスされたみたいに、「え、えっ」とテンパった。

　千歳ちとせはモジモジキョロキョロし始めて、第三者が「大丈夫ですか？」と思わず声をかけたくなるような状態に陥ってる。

　だが、千歳の心配をしてる場合じゃねえ。

　あくまで女性店員はおれの反応を待っていて、向けられた優しげな笑顔は無言の圧力だった。

　……おれが、なにか言わないとこの危機から脱することはできないようだ。

　おれは覚悟を決めた。

「似合ってます」

　情けない話だがこれを言うだけでどれだけ緊張したことか。

　それなのに、女性店員は「ですよねー」と軽く流しやがった。

「……十勝とかちよ、あ、ありがとう」

　十メートル離れた向こうで、千歳はとても小さい声で囁ささやいていた。隣にいた店員は聞き取れなかったようで「え、なんですか？」と、自分に話しかけられたのかと思い、千歳に聞き返していたが、おれには千歳の「ありがとう」が、しっかり聞こえていた。

　結局、なにも買わずに呉服屋を出た。

　目的はあくまでウィンドウショッピングデートだから。



    

  
    
      



    

  
    
      　呉服屋を出た千歳ちとせに、「次は宝石店に行くか？」と聞いてみたところ、よっぽど積極的な接客をしてくる店員が苦手だったんだろう（おれも苦手だ）。

　こう答えた。

「いや。空すいてる店で、店員さんが話しかけてこないところがいい」と。

　そもそも『空いてる店』リストは、呉服屋と宝石屋しかなかった。

　なおかつ店員さんが話しかけてこないところなんてねえよな。

　おれが悩んでいると、千歳が「十勝とかちよ」と弾んだ声を出す。

「一軒知っている。慢性的に空いていて、店員が話しかけてこない店」

「おっ、どこなんだ？」

「古本屋だ。あそこは静かだし、落ち着く」

「えっ、ジャスコに古本屋って入ってんのか？」

「いや、ここを出てすぐ近くに一軒ある」

「おお、なるほどね。いや待て、それじゃあジャスコデートにならねえよなー」

『ステップ３　ショッピング』の舞台はジャスコなわけだけど、いや、でも、千歳が心落ち着く場所に連れてってやりてえな。

「うーん……よし、やっぱり古本屋行こうか」

　おれ達はジャスコを出ようと一階に下り、正面入り口から出ようとしたら、エントランスでうしろから「チョット！」と声をかけられた。

　振り向けばご機嫌斜めな感じが見てとれる丹下たんげと、ガリガリ君を食べてる（いつのまに買ったんだ）さきっぽがいた。

　忘れてたわけじゃないけど、丹下とさきっぽはおれ達のデートを見守っていたんだ。当然、おれ達がジャスコを出ようとしたら、飛んでくるわな。

　丹下が怖い顔で「どこ行くつもり？」と言った。

「まさか、もうはやショッピングデート終了したワケじゃないよね」

「いや、その。千歳と古本屋に行こうかと思ってさ。いいデートスポットっぽいんだ」

　さきっぽが食べてるガリガリ君は「あたり」だったようで、さきっぽはとびっきりに嬉うれしそうな表情ではしゃいでる。反対に丹下の顔は険しさを増してる。

「そんな勝手ダメ。ってか古本屋デートってそれがホントに相談者のためになると思うワケ？」

　うーん。

　確かに。

　古本屋デートも別に悪いって感じじゃねえと思うけど、相談者のためになる気はしねえな。

　あくまで千歳なら確実に楽しめる場所ってだけで。

「そうだな。丹下たんげの言うとおりだ。でもよ、千歳ちとせはここの店じゃ落ち着けないんだ」

　おれの言葉を聞いて、丹下は「あれ？」と首をかしげた。

「でもキララさ。この前とかもうちら四人でジャスコにきたよね。そんときは楽しそうにしてたじゃん」

　確かに今までの下校でも、大型ショッピングモールで買い物することはあった。

「それは、店員さんの接客をまりもとさきっぽが引き受けてくれたから。わたしは気兼ねなく店内をブラブラできていた」

　なるほどね。

　丹下なんかに至っては、自ら店員に話しかけることも多いし、店内でもなにかと危なっかしいさきっぽには、店員の注意の目も割と向いてたのかもしれない。

　でも丹下はどこか納得がいってないのか、質問を続けた。

「店員が話しかけてこなくても、客がちらほらいるだけでキララは苦手なんだよね」

「みんなと一緒のときは大丈夫なんだが。好きな人と二人っきりでいるときなら、他ほかの人はいないほうがいいです」

「えっと、それってデート中は他の客が気になるってコト？」

「はい、その通りです。いつもの四人でいるときは気にならないんですけど」

「へー、デートに集中したいってわけっすね。チキララ、彼女役に入り込んでるっす」

　さきっぽがそう感心した声を出したが、丹下の声はちょっと沈んでいた。

「キララが嫌なら、もうステップ３は終わりにしよっか」

　呉服屋に来店しただけで、所要時間十五分のおれと千歳のジャスコのデートシミュレーションが終わろうとしていた。

　突然さきっぽが「にゃは」と短く笑った。

「ジャスコにあるよ。デート中の二人だけの世界になれる場所、邪魔者のいない世界」

　どこにそんなのあるんだろうか？

　さきっぽを先頭におれ達は移動を開始した。



　辿たどり着ついたのは屋上駐車場だった。

　店内は結構客がいた印象だったが、百台は停められそうな屋上駐車場はガラガラだった。

　コンクリの屋上は、七月の午後の陽光が降り注ぎ、ときたま柔らかな風が吹いていて心地良い。

　おもわず伸びをしてしまう。

　気持ちのいい場所だ。

　ただ、なんでこんなに車がないのか不思議に思った。

　さきっぽはおれのその疑問を察したように、言った。

「ジャスコには、でっかい屋内駐車場があるからねー」

　そういうことか。

　車を停めてすぐ店内に入れるのは屋内駐車場。屋上駐車場は店内に入るには、屋内よりはちょっと遠くなる。その「ちょっと」があるから、この屋上は店内が客で混みまくる週末でもない限り、ガラガラみたいだ。それに今はなんてったって七月の日中。屋上駐車場なんかに車を停めておいたら車内ががっつり熱くなっちまう。好きこのんで車内をサウナにしときたいやつはいないよな。

　人がいない屋上。鉄てつ柵さくの側そばに立つ千歳ちとせの表情はリラックスしてるようで明るい。

　千歳の隣にいた丹下たんげが言った。

「ショッピングデートじゃないけどさ、ここってジャスコで一番キララが落ち着く場所な感じだよね」

　ジャスコの屋上から見る彩市いろどりしの街並み。それほど遠くまで見渡せるわけもなかったが、住宅街のど真ん中に居ながら野暮な電線に邪魔されないでパノラマの青空だって見えるのは、悪くねえ景色だった。

「ねー、チキララ」

　気がつけば、二、三分ほどみんなで景色を眺めていた。

　さきっぽの声に千歳が「どうした？」と返す。

「前にさぁ。買い食いナンバー１のとき、誰だれもいない小高い丘の原っぱに行ったよねー」

　それはみんなのいい思い出だ。

　買い食いナンバー１フード探しで、幻の64点を出したおれ達だけの秘密の場所。

　千歳は頷うなずき、さきっぽは続ける。

「あそこは眺めが良くて人がいない素敵な場所だなって思ったの。でね、あーしもこの原っぱに似てる場所知ってるなーってあのときなんとなく思って。あ、そうだ、ジャスコの屋上駐車場だって今思い出したんだぁ」

　おれ達はこのあと三十分くらいジャスコの屋上駐車場で過ごした。

　貸し切りの屋上はすこぶる快適。

　さきっぽがさっき食べていたガリガリ君の「あたり」を交換してきて、四人でガリガリ君を食べることになった。

　包装を開け、さっそくさきっぽがガブッと真上から咥くわえる。

　次に渡された丹下が右側をあむっと囓かじる。

　そして、千歳は欠けた右側のバランスをとるように左側をペロペロと舐なめて、少し囓った。

　女の子達がだいたい四分の三食べたガリガリ君を、おれは受け取る。

　さぁ、食うか。

　口に含む直前、さきっぽが「十勝とかちくん」と呼んでくる。

「それ食べたら間接キスになるねー」

　のんびりとした口調で、さきっぽは「にゃはは」と軽く笑っているが……。

　場の空気が変わった。

　言われてみて気づいた。確かに間接キスだ。

　千歳ちとせが危ないくらい真剣な顔で、ジーとおれの手元のガリガリ君を見つめている。視線の熱でガリガリ君、溶けそう。

　丹下たんげも落ち着きなく、おれをチラチラと見てる。

　間接キスと言いだした張本人であるさきっぽはなんも気にしてないようだ。屋上で一人かけっこを始める。信じられない子供だ。

　串くしの真上から食べれば、さきっぽと間接キス。

　右側面から食べれば、丹下と間接キス。

　左側面から食べれば、千歳と間接キス。

　……。

　なんかおれの一口がえらい決断を迫られることになっちまってる。

　いつまでもガリガリ君ソーダ味を手に持ったままではいられねえ。

　決断をせねば、最悪溶けてコンクリの床に落ちてしまう事態もありえる。

　悩むおれに女の子三人の声が届く。

「十勝よ。幸いジャスコの薬局にはイソジンがあるが、そもそもわたしの口をつけたところなど食べてはいけない」

「十勝ちゃんに間接キスしてほしいとは思わないけど。でも避けられるのって微妙に嫌な感じみたいな。うちのプライド傷つくってゆーか」

「にゃはは。チョウチョ発見っす」

　間接キスをすればイソジンでおれの口内を消毒しようとする女の子と、間接キスしなければたちまち不機嫌になりそうな女の子と、間接キスなどどうでもいいと考えてる男の子みたいな女の子。

　おれはどうすりゃいいんだ？

　ガリガリ君を食べないって選択肢はない。下校時の食いもんを粗末にするのは、おれのすることじゃねえ。

　よし、行動を決めた。

「食べるぞ！」

　ガリガリ君って、宣言して食べるものではないと思うんだが。

　おれは残り四分の三のガリガリ君を串から指で抜き、口の中に放り込んだ。

　一口で食べれば、誰だれとも間接キスしてないようなもんだろ。

　おれの作戦はそういう意味では成功していたと思うが、誤算があった。

　キンキンに冷えてる氷菓子の塊を一口で食べる。

　頭が痛くならねえわけがない。

　おれは頭を抱えながら、ガリガリ君を嚥えん下かした。

　ガリガリ君は七月のよく晴れた日の屋上で食うには、ほとんど最高の食べ物なはずだ。

　食べ方さえ間違えなければ、とってもうまかったはずだ。

　本当に残念ながらこのときのおれにとっては、恐ろしく冷たくて頭痛を招く食べ物になっちまったけどね。



　ステップ３終了。丹下たんげの短評は、

『極度の人混み嫌いで、お店にちらほら人がいるだけでもＮＧだったら、屋上がいいかもね』

　という感じだった。

　まあ、人がいるのが苦手だったら、初めから大型ショッピングモールにくるのはやめたほうがいいけどな。



　ステップ３のショッピングでは、いよいよお金を使ってしまうことになるかと思われたが、なんとか出費を抑えられた。

　ステップはあと二つ。

　ステップ５に至っては、彼女を家に送り届けるって話だからお金を使う気配はない。バス移動したりすることはあるかもしれないが、幸い財布にはバスカードも入ってる。今日は特に心強く思えるカードだ。

　このステップ４さえ出費を抑えられれば、おれは明日スニーカーを買える。

　でもディナーっていうぐらいだから、当然これから夕食を食べに行くんだろう。

　丹下が夕食先をどこにするか考えてるかわからねえけど、再び吉よし牛ぎゆうに行くって展開がいいな。

　生卵をもう一度ごっくんすれば、所持金は四千五百円でセーフだ。

　よし、吉牛を推おすか！

　ジャスコを出て、午後六時の空。

　日が長くなってるから、まだ全然外は明るい。

　女の子達は家に晩ご飯はいらないって趣旨の連絡をもうしていた。

　いつも下校であっちこっちに行くおれ達だけど、家に晩メシいらないからって連絡するのは結構稀まれだ。

　買い食いナンバー１フード探しのときは、おれは晩メシ不要の連絡を入れてなかったから、満腹状態で家に帰ったのに、メシが出てきて大変だった。

　そんなことを思い出しながら、千歳ちとせとさきっぽが楽しげに会話するのをぼんやり眺めてたら、会話の輪に丹下たんげが入っていないことに気づいた。

　おれ達のうしろをなにやら雑誌を見ながら歩いてる丹下。

　おれは話しかけた。

「よお、次はいよいよディナーだな。ってか、相談者も初めての放課後デートで夕食まで行くのか」

　丹下が雑誌から顔を上げた。

「もしかしたら行くかもしれないでしょ。うちがアドバイスしてないばっかりに、デートが上う手まくいかなかったらヤダし」

「なあ、丹下。その雑誌って」

「タウン誌だよ。いろんなお店が載ってるから」

　雑誌のページの背には何十枚もの付ふ箋せんが貼はってあるのが見えた。

「この雑誌より、こっちがいいかな」

　一人呟つぶやいた丹下はスクールボストンから、別の雑誌を取り出した。

　それも彩市いろどりしの商業施設を紹介している雑誌のようだった。

　……ん？

　その雑誌にも付箋がいっぱい貼ってある。

「なんでそんなに付箋貼ってんだ？　もしかしてデートプラン練ってたのか？」

「十勝とかちちゃん。ナニあたりまえのコト聞いてんのよ。ってかうちもしたコトないからわかんないけど、初めての放課後デートってきっと特別なものでしょ」

「まあ、そうだろうな」

「誰だれかの特別なコトを応援できるんだから、うちにできるだけのコトはしたいじゃん」

　……。

　――誰かの特別なコトを応援できるんだから、うちにできるだけのコトはしたい――

　それは、なんかいい言葉だった。

　いい言葉だな、って声をかけようと思ったら、丹下はスクールボストンからリポビタンＤとコラーゲンのドリンクを取り出し、両方一気に飲み始めた。

　どうした丹下、なんかの×ゲームか？

「ぷっはぁー」

　飲み終えた丹下が、おれに言い訳するように言った。

「ナニさ。昨日あんま寝てないんだもん！　睡眠不足は美容の敵なんだよ。コラーゲンは美容の味方なんだよ！」

「いやいや、なんも文句言ってねえだろ」

「なら、よろしい。えっと、ディナーはあそこがいいよね」

　丹下たんげはまた雑誌に目を戻していた。

　確かこの前の一学期の中間テストでも、睡眠不足は美容の敵だからって理由でテスト前日は九時に寝たって言ってた丹下。

　その丹下が、誰だれかにとっては特別なんじゃないだろうかって思うことのために、睡眠時間を削って頑張る。

　このデートプランを練ることは、丹下にとっては特別なことなんだ。だから寝不足でも頑張る。

　おれも誰かの特別なことを応援したくなってきた。

　誰かの特別なことのために頑張りたくなってきた。

　そうだよ。

　おれはなにを犠牲にしても下校にかける男だ。

　そんなおれが下校時の目標として掲げた、ＧＷ10の目標は絶対叶かなえるんだ。

『女の子三人の目標を、必ず確実に叶えさせてみせる』

　丹下の目標を全力で応援するのが、おれの目標だ。

　おれはポケットから、チラシを取り出した。

　でも、四つ折りのそれを開かないで、ポケットに戻した。

　スニーカーはさ、またお小遣いを貯めて買えばいいや。



　ステップ４　ディナー。

　ジャスコから歩いて五分ほどのオムライス専門店が、丹下のオススメする夕食先であった。

　どうやら女性から熱い支持を集める人気店らしく、「ここのオムライスで喜ばない女子高生なんて絶対いないから」と、丹下は自信満々。

　その証拠に、夕食は「バイキングがいいよー」と言っていたさきっぽも、この店に行くとわかった時点で「放課後デートにバイキング行くなんて邪道っすよ」と手のひらを返しやがった。

　ということで。

　オムライス屋というチョイスには、おれも千歳ちとせもなんの文句もなし。

　ステップ１の待ち合わせ以外、丹下はすごくまともな感覚でデートプランを考えるやつだった。

　オムライス屋に入る前に、くじ引きをして彼女役は丹下に決まった。

　店内に入ってから、おれと丹下はデートシミュレーションをするわけだから、千歳やさきっぽとは別のテーブル席に座る予定だったが、あいにく混んでてすぐに座れるのは四人がけだった。

　結局、四人がけに座ってオーダーをすることに。

　同じテーブルにいつもの四人で座っていたら、さすがにおれと丹下たんげのデートって感じは全まつたくしなくなった。

　それでも丹下は彼女役のまま、いつものいたずらっ子の顔で言った。

「ここはうちの彼氏の奢おごりだから、好きなの頼んでー」

　やったー、とさきっぽははしゃいで、千歳ちとせはそんなわけにはいきません、と難しい顔をした。

　でも店員がテーブルに注文を訊ききにくると、結局奢りうんぬんの話は流れて、おれ達は悩みながらも注文した。

　女の子達はみんな、当店オススメのホワイトソースとデミグラスソースが両方かかっているオムライス（千二百五十円）を頼んだ。

　おれは昔ながらのケチャップオムライス（七百五十円）を頼んだ。

　そして、オムライスがテーブルに並ぶ。

　とびっきり美お味いしいオムライスを食べながら、雑談にも華が咲く。

　オムライスを食べ終わる頃ころ、さきっぽがトイレに立って、丹下も「あ、うちも」と席を立ち、千歳には家からケータイに電話がかかってきたようで、おれの目の前で家族との会話が恥ずかしかったのか、席を立って一いつ旦たん店を出て行った。

　女の子達も追加注文する気配はない。

　おれはレジに行き、みんなの分の会計を先に済ませた。

　ギャルゲーをやっていれば、放課後デートの仕方がわかるじゃんって言う丹下の持論は今もどうだろって思うけど。

　昔、ギャルゲーキングことギャング長万部おしやまんべと一緒にやったギャルゲーに、女の子がトイレに立っている隙すきに、男の子が会計しておくってシーンがあった。それはちょっと格好いい感じだった。

　今はそれをマネしたくなったんだ。

　丹下とさきっぽ……それに千歳もテーブルに戻ってきて、おれ達が店を出るとき。

　おれがすでにお会計を済ませてることに女の子達は驚いた。

　特に「彼氏の奢りだから」と言っていた丹下が一番驚いていて、

「十勝とかちちゃん、あれ冗談だったんだからね。もー、お会計終えてるとかビックリ。払うから、いくらだっけ？」と、慌てた口調だった。

　おれは首を振った。

　千歳も「ご厚意に甘えるわけには」と言っていたが、おれは「今度奢ってくれよ」と返した。

　納得してなさそうな丹下たんげだったけど、おれが頑かたくななのを見て「わかった。今度絶対奢おごるからね」と言った。

「なんか、男の子に……ううん、彼氏に奢ってもらうのって嬉うれしいね。次はうちが奢るってコトで、二回目のデートの約束しちゃったって感じするのもいいね」

　オムライス専門店で四千五百円を払い、おれの所持金は残り五十円になっていた。

　数少ないギャルゲー経験の中で、プレイしたゲームのとある主人公はレディファーストなやつで、ヒロインとゴハンに行ったときは奢っていた。

　おれは彼女役の丹下に、奢ってあげたかったんだと思う。

　彼氏に奢ってもらう気持ちをシミュレーションでも味わってほしかったんだと思う。

　丹下の目標を応援するのがおれの目標だから、よかれと思ったことを精一杯やるだけ。

　どっちにしてもオムライス屋で奢らなくたって、自分の分の支払いでスニーカーは買えなくなるんだから、同じことなんだ。

　ステップ４の丹下の短評は、

『夕食に誘うなら、オムライス屋が絶対オススメ。

　彼女がトイレに行ってる隙すきにお会計済ませる彼氏は、うちの中でかなりいい感じ』



　オムライス屋を出てから、女の子達は揃そろってケータイをいじっていた。メールを打ってるっぽい。

　そして、駅に向かって歩いて、立ち寄ったコンビニでなぜかおれは一人待たされた。

　女の子達が、二十分くらいで戻るから待ってて。

　そうおれに告げて、コンビニを出て行く。

　なんのことかわからないけど、黙って言うとおりにした。



　そして、結局三十分近くは待たされたあと。

　コンビニに女の子達が帰ってきて、コンビニの向かいの公園におれは連れてかれた。

　丹下はなにか買い物でもしてきたのか、ラッピング包装された箱を持ってる。

　それ、なに？

　って聞く前に、「ハイ、うちらから」とその箱を渡された。

　公園のオレンジ色の外灯の下。

　おれは突然のことに、驚いた。

「えっ、これって、おれへのプレゼント？」

「プレゼント以外のなにかに見える？」

　そう言う丹下が笑ってる。千歳ちとせやさきっぽも優しい表情でおれを見てる。

「お、おれの誕生日とかまだまだ先なんだけど」

「いいから、開けてみて」

　丹下たんげに言われるまま、おれは包装紙を解いた。

　中から出てきたのは……。



　それは……おれの欲しかったスニーカーだった。



「……えっ」

　よく状況の理解できないおれに、千歳ちとせが言う。

「十勝とかちよ。このスニーカー欲しかったんだよな」

「ど、どうして、それを」

「まりもがそう教えてくれた。十勝が今履いてる靴はだいぶ草臥くたびれていて、ちょいちょいポケットから靴屋のチラシを出してて、ジャスコではある靴をジーと見つめてたって」

　おれは丹下を見た。

「十勝ちゃん。それ欲しいのまるわかりだったよ」

「でも、どうして？」

　この「どうして？」はどうして気づけたんだって意味じゃなく、「どうして？」プレゼントしてくれたのって意味だ。

　丹下はおれの「どうして？」の意味をくみ取って、答えた。

「十勝ちゃんたら、信じらんないコトするんだもん」

「信じらんないコト？」

「冗談で『奢おごってよ』みたいなコトゆったら、ホントにオムライスのお金出しちゃうんだもん。そんなコトしたら、スニーカー買えなくなるじゃんって思って」

「あ、いや」

「十勝ちゃんさ、吉よし牛ぎゆうでも卵しか頼まないから、絶対極力お金を使わないで買うつもりなんだって思ったの」

「まあ、お金はそんなに使わないでいようと思ったけど」

「十勝よ。それなら逆にわたしがオムライスを奢おごりたかったぞ。お金のないときは、みんなで助けあってこその下校だ」

　そんな千歳の言葉に、さきっぽが無邪気な顔で「十勝くんはどーして」と聞いてくる。

「スニーカーのお金使って、あーし達にご馳ち走そうしてくれたんだい？」

「うーん、いや、それは、話すと長くなるっていうか」

「十勝ちゃんは、うちの目標を応援してくれたんだよね」

　丹下がたった一言で説明をつけてしまった。

「なんでもお見通しだな。丹下には」

「そりゃそうよ。だって、彼氏のした行動の意味をくみ取れない彼女じゃ、その二人は長続きしないでしょ」

　このあとの公園で、細かいことがいろいろわかった。

　おれがスニーカー購入のために貯めてたお金を使ったことを、千歳ちとせとさきっぽは丹下たんげからメールで知らされたこと（オムライス屋を出た直後だ）。

　おれからオムライスをご馳ち走そうになって、恐縮気味だった千歳と大喜びしてたさきっぽは、「よかったらうちら三人でお金を出しあって、十勝とかちちゃんにスニーカーをプレゼントしない？」っていう丹下の誘いにすぐ乗ったこと。

　よって、おれは千二百五十円のオムライスを女の子三人に奢おごって、女の子達は一人千五百円を出して、おれに四千五百円のスニーカーをプレゼントしてくれたって話だ。とってもありがたい話だ。

　でも、そこまで話を聞き終えて、「あれ？」と思った。

「セールって明日からだから、四千五百円じゃなかったんじゃないか？」

　プレゼントしてくれた靴の値段を再確認するなんて、すごく野暮な行為だと思ったが、純粋に気になった。

　丹下は笑顔のまま答えた。

「ううん。大丈夫。ちゃんとセール価格で買ったから」

「えっ、どうやって？」

「そのスニーカーショップのチェーンってさ、メンバー会員限定でプレセールしてるんだ。で、うちは会員だから」

「プレセール？」

「十勝ちゃん知らないの？　セールの期間前に会員向けに先行セールしてるんだよ」

　知らなかった。そんなセールがあったなんて。

　さすがショッピング大好き＆街のあらゆる店に詳しい丹下だ。

「ね、十勝ちゃん。今履いてみてよ」

「おお。じゃあ、さっそく」

　おれはスニーカーを履いてみた。

　今までお世話になった「下校の盟友」を靴の紙箱にしまう。そのときに引退した彼に「お疲れ様」と心の中で声をかけた。

　そして、新しい「下校の盟友」の履き心地を味わう。「よろしく」と心の中で声をかけた。

　……最高だ。

　おれは小さな公園で、さっそくダッシュをしちまった。

　女の子達は笑ってる。

　自分で買ってもきっとすごく嬉うれしかったに違いないスニーカーを、お馴な染じみの下校仲間の女の子達からプレゼントされる。

　それはもう……でたらめに嬉しいスニーカーになった。



　ステップ５　フィナーレ（彼女を家に送り届ける）。

　彼氏役のおれはこれから彼女役の子の家まで、その子を送り届ける予定だ。

　ということで、肝心の彼女役は……。

「すまん。わたしはそろそろ門限だから帰らなくてはいけない。最後まで見届けられず無念だ」

「夜ご飯の時間だからあーし帰るっす。今夜はすき焼きだったんだよぉ」

　と、千歳ちとせとさきっぽが言うので、クジ引きはせず彼女役は丹下たんげに決まった。

　公園を四人で出たあと、千歳とさきっぽとは最寄りの駅で別れた。

　おれは丹下の家の最寄りまで一緒にバスに乗る。バスカードの出番だ。

　丹下とバスに二人っきりで乗るのは初。

　今日の下校には、ほんと初めてのことが多い。

　女の子からプレゼントを貰もらえちゃうとか。

　高校生カップルの彼氏が彼女の家まで送っていくってシミュレーションなんだから、なにか喋しやべったほうがいいんだろうけど、なぜかおしゃべりな丹下も黙っていた。

　バスの中は、会社帰りのサラリーマンが結構多い時間帯だった。

　おれ達は肩が触れる距離で並んで椅い子すに座っていた。

　……。

　………。

　…………。

　無言。

　でも、おれは丹下との間の沈黙はなんか心地よかった。

　帰り道の最後は今日一日の下校を反はん芻すうする極上の時間だ。おしゃべりな丹下も、その時間を味わっているに違いない。

　窓際の席に座ったおれは窓の外を眺めていた。

　日が暮れ始めた外の街並みは綺き麗れいだったし、なにより足元を見れば誇らしげなスニーカーが見える。

　何気ないときに見るたび、テンションが上がる。

　バス停をいくつか通過したあと、丹下の腕がおれの前に伸びてきて、降車ボタンを押した。

　夏服の袖そでから見えた丹下の二の腕の肌の白さに、ちょっとドキッとしちまってるおれに、丹下たんげはおもむろに言った。

「ごめんね、十勝とかちちゃん」

　いきなり謝られる。

　これで相手が千歳ちとせだったら日常茶飯事だが、丹下が相手では少し驚きを憶おぼえる。

「な、なんだよ。どした？」

「いくら送り届けるシミュレーションだからって、わざわざこんなとこまで来させてごめん」

「今日の下校が始まってすぐに、人を自分家ちまで迎えにこさせようとしてたヤツとは別人だな」

「うちさ、男の人ってあんま信じてないんだ」

　いきなりなんだよ、と軽く返せなかった。

　丹下の口調がマジなのだ。

　女の子が真剣な調子で話しだすと、男子は決まって阿あ呆ほうのように神妙な感じで受け答えしようとしちまう。

「うちなら、試すと思うんだ」

「試す？」



    

  
    
      



    

  
    
      「彼氏との初めての放課後デート。この人って優しい人なのかな、うちのためにどんなコトしてくれるのかな、どんなコトまでなら怒らないでわがまま聞いてくれるかな。

　だから試せば、うちのコトどれだけ好きでいてくれてるのかわかる気がして」

　ステップ１だけ、やけに無茶なプランを考えてた丹下たんげ。

　そんな理由があったのか。

「そっか。じゃあ、おれは丹下的には不合格だな。送り迎えなんてする気なかった」

　バスが減速し始める。

　丹下の降りるバス停はもうそこだった。

　降車の車内アナウンスの声に重なって、丹下の「ふふっ」って笑い声が聞こえた。

「合格してるよ。だって十勝とかちちゃんって、うちのためにあんなコトだってしてくれるじゃん」

「あんなコト？」

「うちの魅力が一層引き立つように、写真に一緒に写るときとかいっつも変顔してくれるよね」

「あれどうしてだろう、真顔でしか写った記憶がないんだが」

　もう一度「ふふっ」と笑って丹下が席を立つ。おれもついて行こうとすると、「ここでいいよ」と言われた。

「もう二駅先のバスターミナルまで行ったら、十勝ちゃんちの方向に行けるバスあるじゃん。このまま乗ってて」

　それが今日最後の丹下との会話だった。

　丹下がバスを降りた。

　停車していたバスが再び発進する。

　二駅先、バスターミナルで降りたときには、丹下からメールがあった。

　件名は「ありがと」

　本文は「ステップ５のシミュレーション結果の短評を十勝ちゃんには特別に報告します」



『本当に好きな人との帰り道なら無言でもぜんぜん楽しい……と思う』



　本文はこれで終わりだった。

　おれはお疲れ様って趣旨のメールを返した。

　スニーカーを履いてるおれの写メも送っておく。

　超笑顔のおれの写メだ。もちろん変顔のつもりはない。

　きっと喜んでくれたことだろう。

　このあと、丹下から返ってきたメールには、また放課後のデートプランをシミュレーションすることあれば彼氏役よろしくといった内容だったが、おれの写メについてはノータッチだった。

　あと、そのメールの終わりには、こう書いてあった。



「うち、ＧＷ10の目標達成できた」



　おお、そうか。

　丹下たんげの目標『リスナーから寄せられた相談を全すべて答える』が今日クリアできたのだろう。

　実際お昼の放送で答えるのはこれからだが。寄せられた相談には、きっともう全て答えが用意できたんだな。

　よかった。

　実によかった。



　そして翌週。

　丹下のお昼の放送で、高校生カップルのための初めての放課後デートマニュアルが発表された。

　それによって。

　千恵里ちえり高のカップルにとって、彩いろどり市立病院のロビーで待ち合わせして、吉よし牛ぎゆう行って、ジャスコの屋上駐車場でのんびりして、オムライスを食べに行くデートコースは、『まりもルート』と呼ばれてかなり流行った。

　さらにこの夏、千恵里高生の間ではガリガリ君も陰ながら流行った。

　学校近くのコンビニではガリガリ君が一時売り切れ続出で、ガリガリ君を買えなくなったさきっぽが、コンビニで暴れるなんていう無茶苦茶な出来事もあったが、まあ、それはほんとただの余談だ。



    

  
    
      
エピローグ



　ＧＷ10、最後の十週目。

　さきっぽの目標に動きがあった。

　下校時ナンバー１フード探しのときに結局食べられず、後日取材に行って四人で食べたお好み焼き屋。そこのお好み焼きを丹下たんげは昼の放送で「美お味いしい」「安い」と紹介したわけだが、そのお好み焼き屋の学割サービスメニュー「下校焼き」を買って、歩きながら食べて帰ると猫に襲撃されるという噂うわさが、学校で広まっていた。

　そして、その猫の特徴が……。

　黒猫なのに、足だけが白い。

　さきっぽが目標に掲げていた迷い猫の特徴と同じだったのだ。

　さっそくおれ達はこの日の放課後、猫をとっつかまえに行こうとまずお好み焼き屋に足を運んだ。

　今日は満足いく食材が手に入っているようで営業していた。セーフ。

　襲撃されたという噂は他ほかにもいくつかあったが、そのどれもがお好み焼き屋を出て、彩いろどり駅とは反対方向に歩いていると襲撃されるらしく。

　それにならって行動した。

　お好み焼きを歩きながら食べる。

　行儀は良くないんだけどね。

　プラスチックの容器に盛られたアツアツのお好み焼きを四人で突っつく。

　念のため、下校焼きは四人前買ってある。

　さきっぽが次々とパクつくので、プラスチック容器は千歳ちとせが持った。千歳の身長だと、さきっぽは背伸びをしなきゃいけなくて、すぐ手を出せないのだ。

「チョット！　十勝とかちちゃん、反対側食べてよ」

　何口目か食べようと箸はしを伸ばしたとき、丹下にそう言われた。

　え、って顔をおれがすると、丹下は俯うつむきがちに言った。

「十勝ちゃんが今食べようとした部分。うちの食べかけの部分じゃん」

「いや、別に丹下のくいかけたところで、おれはいいんだけど」

　俯いた丹下は、なぜか頬ほおを膨らましていた。

「……な、なら、好きにすればいいじゃん」

「なんで怒ってんだよ」

「……」

　丹下たんげは黙ったまま。

　おかしいな。

　ついこの前の放課後デートプランを考えるときに寄った吉よし牛ぎゆうで、おれに食いかけの牛ぎゆう丼どんの肉を恵んでくれた丹下なのに。

　なんで食いかけのお好み焼きはダメなんだろ。

　おれ、もしかして嫌われたのかな？

　ひとまずおれは丹下に言われた通り、反対側の部分のお好み焼きをモソモソと食べ始めたとき、さきっぽが叫んだ。

「猫いたぁー！」

　さきっぽの声が向けられた方向を見るのと、千歳ちとせの「きゃ」って短い悲鳴はほとんど同時だった。

　住宅の塀を歩いていたと思われる猫が、ジャンプ一発、千歳の持つお好み焼きに飛びついてきたのだ。

　黒猫。

　だけど、足は白い。

　それに赤い首輪をしてる。

　間違いない。

　迷い猫だ！

　お好み焼きを咥くわえた猫は、すぐさまこっから走り去ろうとするつもりだったのだろうが……。

　こっちには超動物的なさきっぽがいた。

　道路の隅に逃げだそうとする猫の真っ白いうしろ足をさきっぽが掴つかむ。

　猫が千歳に飛びかかってきてから、さきっぽが捕まえるまでほんの三秒あったかどうか。

「やったー！　捕まえたっすよぉ」

　実にあっけなく猫の捕縛は成功した。

「あっさり見つかったね、あとは写真撮るだけじゃん」

　愛おしいように猫の顔に頬ほおずりするさきっぽに、丹下がそう言った。

　確かにさきっぽのＧＷ10の目標は、猫を捕まえることでなく、迷い猫探しの張り紙の写真よりいい写真を撮ることだった。

　ひとまずおれ達は、公園目指し移動した。

　猫の撮影をするためだ。



　公園に行く途中。

　コンビニへ寄ってミルク買おうよ、とさきっぽは言うが。

「その必要ねえぞ」

　と、おれは胸を張った。

　キョトンとしてる女の子達におれはリュックを開けて、あるものを取り出して見せる。

「十勝とかちよ。それは？」と、千歳ちとせ。

　おれが取り出したのは、小皿と魔法瓶びんである。

「ああ、今日は猫探しに行くから購買でミルクは買っておいたぞ。魔法瓶にたっぷりよ。それとミルク用の小皿だ」

　魔法瓶には五百ミリリットルの牛乳が入ってる。

　丹下たんげが呆あきれたように言う。

「十勝ちゃん、準備よすぎじゃん」

　おれはリュックから、さらに取り出した。

　それは、猫じゃらしにキャットフードの缶詰。

「おれの目標は、みんなの目標を絶対叶かなえさせることだからな。猫のいい写真を撮るとあらば、これぐらいは必要だろ。さぁ、いい写真撮ろうぜ」

　おれ達は盛り上がりつつ、公園まで楽しい雰囲気で向かった。

　猫は捕まえたんだ。

　あと残すところは写真を撮るだけ。

　楽勝だよな。



　公園に着いて、はや三十分経過。

　さきっぽの「うーん」という優れない声をもう五十回は聞いた気がする。

　理由は単純。

　さきっぽが納得いく写真を撮れてないからだ。

　猫をおれや千歳や丹下が抱えてみたり、ミルクを飲む姿やお好み焼きを食べる姿など構図をいろいろ変えてみて撮影を続けてるのだが、一向にさきっぽの渋い顔は晴れない。

　猫はお好み焼きに飛びかかるくらいだからやんちゃな印象だったが、案外大人おとなしい猫でおれや千歳や丹下が抱えても、まさに借りてきた猫のように静かなので、それは抱えるほうとしては助かるが、撮影が終わらないのでは元も子もない。

「おかしいなー。この猫の持つ躍動感みたいなのが全然でないよぉ」

　さきっぽはファインダー越しに、悩んでる様子だ。

「公園にくるまではやんちゃな顔してた気がするのになー」

　写真家さきっぽの苦悩は、完全におれ達にはわからない世界だった。

　公園にくるまでと、公園にきてからで猫に変わったことがあるんだろうか？

　ミルクを飲み、お好み焼きを食べたから空腹じゃなくなったってことだろうか。

　猫を抱え、次はどの構図がいいかなーと公園を見回してるさきっぽを見て、おれは……。

　あっ。

　と、思った。

　おれは思わずケータイを取り出す。

　そしてシャッターを切った。

　カシャ。

　その音に、女の子達がおれに振り返る。

「十勝とかちくん。なにを撮ったんだい？」

　そう言うさきっぽに、おれは写メを見せてやった。

「わあ、これっ」

　さきっぽの表情が輝く。

　おれが見せた写メは、さきっぽに抱かれる猫の姿だった。

「この表情が撮りたかったっす」

　この猫は妙にさきっぽに懐いているのか、それとも同類だと思っているのか、さきっぽに抱かれているときの表情は活き活きとしていた。

「十勝くんの写メに負けるとは、あーしもまだまだっす」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう言いつつ、さきっぽは猫を抱きながら、右手に持つカメラを器用に回転させ、自分と猫を撮った。

　それは、さきっぽのＧＷ10の目標を叶かなえる一枚になった。



　このあと。

　おれ達は迷い猫を飼い主のもとに届けた。

　飼い主にはとっても感謝された。

　その帰り道。

　今日はお好み焼きを食べていたおれ達は買い食いをすることなく、ブラブラ歩いていた。話題はＧＷ10の話。

「はぁー」

「ナニ十勝とかちちゃんたら、溜ため息いきついて」

「いや、ＧＷ10もそろそろ終わるなぁーっと思って」

「祝日のない十週間がやっと終わるのね。幸せって感じ」

「ごめんな、丹下たんげ」

「こんなカワイイうちと十週間も下校できたのに、奉仕が充分にできなかったコトなら徐々に改善してくれればいいよ」

「いつのまに主従関係!?　いや、目標を達成させてあげられなかったから。そのことだよ」

「えっ？」

「丹下の目標、寄せられた相談を全すべて答えるって目標は達成できたけどさ、大きい目標は叶えられなかっただろ」

　丹下の大きい目標『誰だれかを好きになってみたい』。

　おれはＧＷ10の後半、「クラスで人気のある男子とか紹介しようか？」なんて持ちかけたこともあったが、ことごとく丹下が乗り気じゃなくて、男を紹介するのは諦あきらめたんだった。

「十勝ちゃん。うちさ、目標叶ったってゆわなかったっけ？」

「えっ!?　いや、それいつ？」

「この前の放課後デートプランを考えた日、メール送ったじゃん」

「……ああ、貰もらったな。いや、でも、あれって相談を全て答えるってほうの目標だろ」

　隣を歩く丹下は、なぜかおれから目をそらして遠くの空を見ていた。夏の夕焼け空はほんと綺き麗れいだ。

「ううん、あの日両方叶ったの。うちの目標」

「ん？　両方って……丹下、誰か好きなヤツができたのか？」

「……う、うん、まあね」

　その話は後列にいた千歳ちとせとさきっぽにも当然聞こえていて、さきっぽが「わお！」とはしゃいだ声を上げた。

「えー、たんまりロマンスかい？　お相手は誰だれだい？」

「それはねー。うーんと、まだ秘密かな」

「おい丹下たんげ、水臭いぞ。教えろよ」

「そうだよ、たんまり。ヒントくれっすヒント」

　おれとさきっぽの攻撃に、丹下は「仕方ないなー」と俯うつむきがちで言う。

「ヒントは……とっても暑苦しい人かな」

「十勝とかちくん、チキララ。学校中のデブをリストアップするっすよ！」

　このあと丹下以外のおれ達は学校中の肥満体形の名を挙げていった。

　丹下はどの生徒の名も、果ては教師の名を上げても、あいまいに首を振るだけだった。

　さきっぽは言う。

「相撲すもう部は特に要チェックっすよ」

　丹下は結局、誰か教えてくれそうになかったが、恥ずかしそうにしながらもひどく嬉うれしそうだった。

　なんだろう。こんな表情の丹下は初めて見るような気がする。

　同じことをさきっぽも思ったのか、いつのまにかカメラを構えていた。

「恋する乙女の顔ゲット！」

　さきっぽは猫の写真と、丹下のナイス一枚が撮れてご機嫌そうだった。

「あーしは、たんまりの瞳ひとみがキラキラしてるこの一枚を家宝にするっすよ。忘れないっすよ」

　おれ達は一緒に下校し始めて、七月の今日でもう六十回近くは一緒に帰ってるんじゃないかと思う。

　いろんな思い出話はあるけど、なによりさきっぽが撮った下校するおれ達の写真がなによりわかりやすい思い出として多く残ってる。

　写真があれば、確かにずっと忘れないでいられるよな。

　……うん？

　そんなことを考えていたら、あることを思いついた。

　いや、そんな大したことじゃないんだけど。



　千歳は三石みついし留萌るもいの写真は持ってないんだろうか？



　ただ、三石留萌のことを丹下とさきっぽは知らないから、おれはこの場では千歳に聞けない。だからメールでも送ろうとしたら、千歳に「十勝よ」と、やけに明るい声で呼ばれた。



「わたしの高校三年間の目標見つかったぞ」



　あまりに唐突過ぎて、「えっ」て声も出てこなかった。

　高校三年間の目標を決める。

　それは千歳ちとせのＧＷ10の目標だった。

　興奮した調子で千歳は続ける。

「わたしも誰だれかを好きになる。それでこんなわたしをその誰かに好きになってもらう。つまり……」

　……。

　つまりのあとの間が非常に長かったが、おれ達は口を挟はさめずにいた。

　千歳は真剣だった。



「……つまり、わたしは高校三年間以内に恋人を作る」



　なんとも、千歳らしくねえ目標で笑えた。

　ただ、休み時間とかによく聞くクラスメイト達の「彼女作ってやるぜ」とか「○○君を彼氏にしてみせる」みたいなのと、千歳のそれは全まつたくの別物だった。

　高校三年間以内に恋人を作る。

　これが千歳以外の誰かが言ったんなら「おう、そうかい」とおれは軽く流してただろうけど、千歳が相手じゃそうもいかない。

　千歳の恋人作る宣言に驚いたさきっぽが「ぎょえ！」っていう、およそマンガじみたリアクションを取った。

「チキララ、どうしたんだい？　まるで女子高生みたいなこと言っちゃって？」

「おい、さきっぽ。千歳は女子高生には違いねえよ」

　千歳はその場で深呼吸をして語りだした。



「誰かに恋をしてるという今のまりもはとっても綺き麗れいだと思う。とっても輝いて見える。

　目標を持てば前向きに生きていける。

　さらに誰かを好きになれば、わたしなんぞでも少しは綺麗になれるかもしれない。

　それにその誰かに好きになってもらえば……。

　好きな人に『好きだ』と言って貰もらえるわたしのことを、わたしは好きになれると思う。

　自分のことを好きになれると思う」



　千歳ちとせの恋人を作るという目標には、千歳の人生にとって大事な意味が含まれているものであることがわかった。

　当然、おれもそれを応援してやりたい。

　おお、そういえば。

　千歳がＧＷ10の目標を達成したっていうことは、女の子達三人とも目標達成したってことじゃねえか。

　ということは。

　おれの目標も達成された！

　ＧＷ10の目標がみんな達成されて、盛り上がりたい気分なのに、現に女の子達ははしゃいでいるのに、おれは素直に喜べない気分だった。

　なぜなら。

　おれにはちょっと心配なことがあったのだ。

　もし、丹下たんげが好きだっていう人と丹下が両想いになって、その人と一緒に帰るようになったら、丹下とおれ達はもう一緒に帰らなくなっちまうのかも。

　それにいつか、千歳にも好きな人ができて、千歳がその人と恋人になって一緒に帰るようになったら、千歳もおれ達とは帰らなくなっちまうのかも。

　いつまでも、四人で下校してたいよなぁ。

　それは女の子達には絶対言えないんだけど……。

　おれの高校三年間の望みかもしれねえな。



    

  
    
      
二つの目標を叶かなえた女の子の回



　正面玄関前ロビーでの待ち合わせに向かってダッシュ。

　夏休みはもう明日。

　今日は一学期最後の下校になる。

　うちは、ケータイを開いて時間を見た。

　いつも早いキララは、もう着いてるかな。

　さきっぽは着いてるかな？　まだかな？

　十勝とかちちゃんのクラスはＨＲが長いから、十勝ちゃんは絶対まだだよね。

　うちはケータイの待ち受けを見て、おもわず頬ほおが緩ゆるんでしまう。

　うちとキララとさきっぽがプレゼントしたスニーカーを履いて、とびっきり嬉うれしそうな顔してる、うちの好きな暑苦しい人と目があう。

　今日も下校が楽しみだった。

　ロビーに着くと、昨日の月曜日を風か邪ぜで休んだキララに「調子はどう？」って聞いた。

「まりもさん。ご心配おかけ致しました。この通り全快しておりますので、本日の下校もよろしくお願いいたします」

　相変わらずおかしなキララだった。

　土曜日・日曜日・月曜日と丸々三日間会ってなくて、四日ぶりに会ったキララはうちとの距離感がわかんなくなっちゃって、敬語になるっていうハチャメチャなコミュニケーションを取ってくる。思い返せば、ＧＷ明けのキララも敬語だった。

「おっす。たんまり！　チキララ！」

　さきっぽがロビーにやってきて、キララはうちにしたように敬語でさきっぽに返していた。

　うちとさきっぽはおもわず笑っちゃう。

　それから三人でだいぶ話し込んでいると、ＨＲ＆教室掃除から解放された十勝ちゃんが、やっとロビーにやってきた。

　さきっぽは一学期最後の日の下校風景を収めるとかゆって、あっちこっちパシャパシャ撮ってる。夏休み前日のさきっぽって、ホント少年みたいだ。

「十勝ちゃん。お疲れ」

「おう、丹下たんげ。一学期最後の下校だ。ちゃんとストレッチしとけよ」

　十勝ちゃんって相変わらずウケる。

　ハイハイ、一学期最後だもんね。今日一緒に下校したら、当分会えないんだもんね。

　ゆわれた通りストレッチしてあげよっかな。

　うちは体育の授業でもないのにアキレス腱けんを伸ばし始める。十勝とかちちゃんは千歳ちとせと挨あい拶さつを交わす。

「よお千歳。昨日休んでたけど、大丈夫か？」

　アキレス腱伸ばしって何秒くらいしてればいいんだろ。

「十勝よ。平気だ。今日はどんな下校をしようか」

　右足こんな感じでいいかな、左足しよ。

「そうだなぁ。なにせ一学期最後だからな。とっておきの下校にしなきゃならねえ」

　十秒くらいやればいいよね。

「とっておきか、十勝よ。買い食いの希望はあるのか」

　……あれ？

　なんか十勝ちゃんとキララのやりとりに違和感があるんですけど。

　なんだろ、この感じ。

　……。

　あっ。

　キララが十勝ちゃんに敬語じゃない。

　夏休み目前ではしゃいでるさきっぽが「おーい、チキララ」と呼ぶから、キララはそっちに向かう。

　ロビーの中央には、うちと十勝ちゃんだけ。

「ねえ、十勝ちゃん」

「なんだ丹下たんげ」

「十勝ちゃんって、今日の休み時間とかにキララに会ったの？」

「いや、今日会ったのは今が初だけど」

「あ、そうなんだ」

「ああ」

「ねえ、土曜とか日曜とか、昨日の月曜とかにキララと会ったりした？　電話したりとかした？」

「えっ、いや……別にしてないけど……なあ、なんでそんなこと聞くんだ？」

「ううん、ぜんぜん意味とかないの。なんとなーく聞いただけ。キララ昨日休んでたから、うちはメールしたんだけど、十勝ちゃんは電話とかしたのかなーって。アハハッ」

「おう、そっか。丹下、今日の下校はどこ行こっか？」

「そうだねー。えっと」

　きっと、うちの考えすぎだ。

　キララだって、四日ぶりに会った人には敬語になっちゃうっていう超ヘンテコな癖くせがあるけど、そんな癖百％じゃないよね。

　たまたま、四日ぶりだけど十勝とかちちゃんには敬語じゃなかったってコトだよね。

　別に、土曜か日曜か昨日の月曜に二人は会ってたりとか電話してたりしてたのに、十勝ちゃんがそれを隠したワケじゃないよね。

　うち……嘘うそつかれたワケじゃないよね。

　あー、ダメダメ。

　うちって、ほんとこういうコト気にしちゃう。

　せっかくの一学期最後の下校なんだから、放送部で紹介するスポットの取材とかしっかり頑張るって感じで。



    

  
    
      
あとがき



　どーも、比嘉ひが智康ともやすです。ろーどぐらすの二巻が出ました。嬉うれしい限り！

　いやー、それにしてもそろそろ夏ですね（話題が唐突）。

　おいらの住んでいる北海道ほつかいどうも短い夏がやって来ます。

　おいらはこの小説が書き終わったら、あれしようとか、これしようとか、いつも考えながら書いています。ちなみに去年の夏も執筆中に計画を立ててました。

　その計画とは「夏を満喫するぞ」というものです。

　内容は、海に行き、カラオケに行き、、未経験のクラブにも行ってみようというものです。（今気づきましたが、夏が関係あるの「海」だけだ）

　注・ちなみに誠に残念ながら、各スポットには一人で行きました。おいらが是非一緒に行きたかった、札幌の夏より遙はるかに熱い作家三浦みうら勇雄いさお先生が原稿と格闘していたからです。

　まずは海。おいらは北海道の帯広おびひろという近くに海水浴場なんてない町で育ったため、海水浴に行ったことがほとんどありません。夏は海に行くって習慣も思考もありませんでした。そんな海水浴初心者のおいらが、いきなり週末に行くのはハードルが高い、まずは平日の人が少ない海で慣れようと思い、自転車で片道二時間かかる小樽おたるの海水浴場へと行きました。海水浴場に到着すると、平日の海はガラガラ。しかも天気予報は外れ、小雨が降ってくる天気でした。そして、ＳＯＳ団のような男女比（男２女３）の大学生グルーブが、はしゃいでいるのを遠くに見て、「ああ、孤独だ」と気づき、おいらは滞在時間十分足らずで、家に帰りました。帰りに見つけたアイスクリーム屋はおいしかった。

　次にカラオケ。気持ちよく一人で二時間ばかし歌っていると、リモコンに「履歴」という項目を見つけました。おいらの前に来たお客の歌った曲がわかる機能です。履歴を見て、愕然としました。大塚愛の「さくらんぼ」JUDY AND MARY「そばかす」中川翔子「空色デイズ」（天元突破グレンラガンの主題歌）

　これを女の子が歌ってるの聞きてええ。

　たった一人で、二時間楽しく歌っていた魔法が解けました。さらば、カラオケ。

　最後はクラブ。これは今までで一番、一人で行ってもＯＫなスポットではないだろうか。なんかワクワクするぜ。行く前のおいらは浮かれてました。だが、現実は厳しい。腹はらに響く大音量の音楽。薄暗くて空気の悪い空間。学生時代同じクラスにいたらまず仲良くなれなさそうな男性客と、女性客達。

　あれ？　これはおいら完全に場違いだ！　アウェイだ！

　ううぅ、でもせっかく来たんだし、入場料も払ったんだし、海みたいに十分で帰るわけにはいかない。一時間はここにいよう。おいらはそう決めました。

　そして、おいらはクラゲのように、ゆらゆら身体を揺らして、この空間に居続けました。やがてのどの渇きを覚え、水を求めて、バーカンターに向かいました。

　山羊のようにあごひげを伸ばしたウエイターに「ミネラルウォーターください」と言いました。でも、爆音で音楽（ジャンル不明）が流れているため、おいらの声がウエイターに伝わりません。ウエイターが耳をこちらに向けるので、その耳もとでもう一度注文しようとすると、おいらのうしろにいた客がぶつかってきて、おいらはその山羊ひげウエイターの耳にキスをしてしまいました。山羊ひげウエイターも自分がおいらにキスされたと気づき、想像を絶する気まずい時間が流れました。それからのおいらは５００ミリリットルの水のペットを持ちながら、音楽に身を任せて漂いました。

　結局あれ以来、おいらは海にもクラブにも行ってません。以上が去年の夏の思い出です。

　読者の皆様は是非よい夏をお過ごしください。



　最後に謝辞です。

　今回もとっても素敵なイラストを描いてくださったすばちさん感謝です！　おいらのオカンもすばちさんの絵をお気に入り状態でして、すばちさんが描いてくれた「神しん明めい解かいろーどぐらす」の二巻の見開きの口絵は、オカンのＰＣの背景になってます。

　担当編集の児玉こだまさん、新札幌しんさつぽろのＲさん、Ｍ浦先生、おいらのオカン。いつもアイデアをくれたり、創作に関していろいろ助けてくれてありがとうございます。三巻もアイデア及び比嘉ひが智康ともやすのメンタル救済などよろしくお願いいたします。

　読者の皆様、次巻もよろしくお願いいたします!!

平成二十二年五月　比嘉智康



    

  
    
      　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。

　　現在は北海道札幌市に在住。

　　第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧優秀賞＞∨受賞。

　　主な著作は、『ギャルゴ！！！！！』シリーズ。全６巻。

　　情熱大陸で一番好きな構成作家は、田代さんです。

　　恋のから騒ぎで一番好きな歴代ＭＶＰは、

　　ジャスミンです。

　　一番好きなサンボマスターは、山口です。



　イラスト

　すばち

　　絵を描いているときの時間の流れは、描いてないときのそれより３倍ぐらい速いです。
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